
日本哲学史研究
第    19    号

日 

本 

哲 

学 

史 

研 

究	

第

十
九

号　

（
二
〇
二
三
）	

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
哲
学
史
研
究
室
紀
要2023 年 3 月　　　　　　　　　　　　　京都大学大学院文学研究科　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本哲学史研究室紀要

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 ････････････････････････････

牧
野
英
二･･･････････

一

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
東
ア
ジ
ア
の
対
話･･････････････････････････････

嶺
　
秀
樹････････

三
三

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

書
評

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て

―
―
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド 

　
　『
生
き
て
い
る
こ
と
　
動
く
、
知
る
、
記
述
す
る
』 

　
　（
柴
田
崇
／
野
中
哲
士
／
佐
古
仁
志
／
原
島
大
輔
／
青
山
慶
／ 

　
　
柳
澤
田
実
訳
、
左
右
社
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
日
刊
）
を 

　
　
出
発
点
に････････････････････････････････････････

稲
賀
繁
美････････

六
〇





一

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

牧

野

英

二

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
晩
年
の
田
辺
元
が
歴
史
主
義
克
服
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
「
歴
史
的
理
性
批
判
（K

ritik der historischen 
Vernunft

）」
の
試
み
を
考
察
し
、
彼
独
自
の
「
歴
史
主
義
」
の
立
場
と
そ
の
思
索
の
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

哲
学
史
上
著
名
な
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
に
よ
っ
て
歴
史
主
義
の
克
服
に
取
り
組
ん
だ
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ

ル
タ
イ
と
の
「
重
ね
読
み
」
を
試
み
る
）
1
（

。
ま
た
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
生
」「
生
と
死
」「
時
間
」
概
念
等
の
比
較
・
検
討
を
踏
ま
え
て
、

田
辺
哲
学
に
お
け
る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
及
び
彼
の
哲
学
体
系
化
の
試
み
の
歴
史
的
及
び
今
日
的
意
義
を
探
究
す
る
。

一　
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
と
そ
の
継
承

（
一
）
本
稿
の
狙
い
と
考
察
方
法

　

周
知
の
よ
う
に
、田
辺
元（
一
八
八
五
―
一
九
六
二
）と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ（W

ilhelm
 D

ilthey,

一
八
三
三
―
一
九
一
一
）は
、
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二

カ
ン
ト
哲
学
か
ら
示
唆
を
受
け
、
彼
の
理
性
批
判
を
批
判
す
る
中
で
独
自
の
哲
学
を
構
築
し
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
超

克
の
試
み
と
し
て
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
田
辺
も
同
様
の
理
由
に
よ
り
「
歴
史
的
理
性
批
判
」

を
試
み
た
。
だ
が
、
こ
の
事
実
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」

に
着
目
し
て
、
両
哲
学
の
「
重
ね
読
み
」
を
試
み
る
。

　

こ
の
方
法
を
採
用
す
る
第
一
の
理
由
は
、
哲
学
史
的
観
点
か
ら
両
哲
学
を
読
み
直
す
た
め
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
田
辺
は
ヘ
ー
ゲ

ル
と
の
対
決
か
ら
弁
証
法
を
駆
使
し
、
デ
ィ
ル
タ
イ
を
「
ヘ
ー
ゲ
ル
化
し
た
デ
ィ
ル
タ
イ
」
と
し
て
評
価
し
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
も
、
ヘ
ー

ゲ
ル
か
ら
独
自
の「
客
観
的
精
神
」「
生
の
客
観
態（die O
bjektivation des Lebens

）」を
批
判
的
に
継
承
し
自
身
の
解
釈
学
に
活
用
し
た
。

要
す
る
に
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
自
身
の
哲
学
構
築
に
利
用
し
て
「
歴
史
主
義
の
時
代
」（
十
二
：
二
五
二
「
数
理
の

歴
史
主
義
展
開
」）
に
歴
史
主
義
の
克
服
ま
た
は
徹
底
に
よ
る
克
服
を
試
み
た
。
筆
者
は
、
こ
の
事
実
に
着
目
し
て
彼
ら
の
「
歴
史
的
理

性
批
判
」
の
重
ね
読
み
が
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
の
第
二
の
理
由
は
、
哲
学
を
取
り
巻
く
歴
史
的
現
実
に
根
差
し
て
い
る
。
哲
学
の
現
場
で
は
、
理
性
中
心
主
義
、
西
洋
中
心
主
義
、

自
文
化
中
心
主
義
的
で
男
性
中
心
主
義
的
な
思
考
の
問
題
や
制
限
等
が
指
摘
さ
れ
、自
然
科
学
偏
重
の
「
文
系
学
問
の
不
要
論
」
等
に
よ
っ

て
、「
哲
学
研
究
」
の
存
在
根
拠
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
が
教
育
研
究
の
在
り
方
を
変
質
さ
せ
、「
医
療
の
政
治
化
」
や
「
ト

リ
ア
ー
ジ
（triage

）」
等
が
生
の
意
味
と
生
命
の
質
を
脅
か
し
て
い
る
）
2
（

。
他
方
、「
人
新
世
（A

nthropocene

）」
の
時
代
は
哲
学
の

新
た
な
役
割
を
求
め
て
い
る
）
3
（

。
こ
の
歴
史
の
転
換
期
に
、
田
辺
や
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
積
極

的
意
味
を
も
ち
う
る
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
こ
の
疑
問
は
彼
ら
の
時
代
の
哲
学
的
課
題
、
思
索
の
在
り
方
等
の
間
に
生
じ
た
「
ズ

レ
」（「
へ
だ
た
り
」D

istanz

）
に
触
れ
る
こ
と
を
強
い
る
）
4
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
言
及
す
る
こ
と
か
ら
議
論
を
開
始
す
る
。
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（
二
）
哲
学
的
思
索
と
「
人
間
理
性
の
不
可
避
の
運
命
」

　

上
記
の
重
ね
読
み
は
、
哲
学
的
言
語
や
諸
学
問
の
意
味
・
表
現
・
理
解
の
「
ズ
レ
」
を
生
じ
、
そ
れ
が
哲
学
に
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を

再
確
認
さ
せ
る
。
こ
の「
ズ
レ
」は
、哲
学
的
思
考
に
お
け
る
言
語
の
貧
困
と
い
う
事
態
と
共
に
言
語
表
現
と
そ
の
理
解
等
を
妨
げ
て
き
た
。

　

本
稿
の
主
題
に
限
っ
て
み
て
も
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
間
に
は
、
あ
る
種
の
共
通
性
と
異
質
性
が
介
在
し
、
そ
れ
が
両
者
の
関
係

理
解
を
困
難
に
さ
せ
て
お
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判
を
め
ぐ
る
問
題
も
横
た
わ
っ
て
い
る
。『
哲
学
通
論
』
で
は
、
デ
ィ

ル
タ
イ
解
釈
学
が
生
を
超
え
る
超
越
的
な
も
の
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
等
の
理
由
で
批
判
さ
れ
、「
種
の
論
理
」
の
諸
論
考
以
降
、

田
辺
は
デ
ィ
ル
タ
イ
に
殆
ど
言
及
し
な
く
な
る
）
5
（

。
こ
う
し
た
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に

つ
い
て
語
る
こ
と
に
積
極
的
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
も
晩
年
の
田
辺
は
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
言
及
す
る
際
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
名
を
挙
げ
ず
「
歴
史
の
正
し
き
理
解
こ
そ
、
い
は
ゆ

る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
属
し
、
歴
史
主
義
の
確
立
た
る
の
で
あ
る
」（
十
二
：
三
五
六
「
理
論
物
理
学
新
方
法
論
提
説
」）
と
述
べ
た
。

田
辺
研
究
の
文
脈
に
即
し
て
言
え
ば
、
田
辺
の
「
歴
史
の
正
し
き
理
解
」
と
は
何
か
。
歴
史
の
正
し
き
理
解
こ
そ
い
は
ゆ
る
「
歴
史
的
理

性
批
判
」
に
属
す
る
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
。
こ
れ
ら
と
「
歴
史
主
義
の
確
立
」
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
等
の
疑
問
が
生
じ

る
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
解
答
す
る
こ
と
は
筆
者
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
が
、
田
辺
哲
学
と
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
と
の
間
に
「
あ
る
類
比
的
関

係
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
指
摘
可
能
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、「
い
は
ゆ
る
」
と
い
う
文
言
の
詮
索
を
差
し
当
た
り
エ
ポ
ケ
ー
し
て
本
題
に
進
む
こ
と
に
す
る
。
筆
者
は
、「
歴
史
的
理
性

批
判
」
を
め
ぐ
る
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
比
較
研
究
が
目
的
で
は
な
く
、
従
来
の
哲
学
史
で
隠
さ
れ
た
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
の
諸
側
面
に

着
目
す
る
こ
と
で
、
田
辺
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
新
た
な
解
釈
と
今
日
的
意
義
の
探
究
を
目
指
す
。
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（
三
）
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
予
備
的
理
解

　

こ
の
課
題
に
取
り
組
む
際
、
一
八
八
五
年
生
れ
の
田
辺
と
一
八
三
三
年
生
れ
の
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
世
代
の
相
違
及
び
日
本
と
ド
イ
ツ
と

の
間
の
歴
史
的
現
実
の
相
違
に
よ
る
学
問
状
況
の「
ズ
レ
」と
課
題
の
把
握
か
ら
生
じ
る「
ズ
レ
」に
直
面
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、田
辺
は
、

デ
ィ
ル
タ
イ
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
新
カ
ン
ト
学
派
と
対
決
し
た
西
田
幾
多
郎
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
師
事
し
、
留
学
後
、

彼
の
哲
学
を
克
服
し
よ
う
と
試
み
た
。
特
に
一
九
三
〇
年
代
の
田
辺
の
諸
論
考
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
代
表
さ
れ
る
「
学
と
し
て
の

哲
学
」
と
「
生
の
哲
学
」、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
釈
学
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
。

　

実
は
、
晩
年
の
デ
ィ
ル
タ
イ
も
「
学
と
し
て
の
哲
学
」
と
「
生
の
哲
学
」
と
の
統
合
の
た
め
に
格
闘
し
た
。
彼
の
次
の
世
代
に
属
す
る

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
「
学
と
し
て
の
哲
学
」
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
生
の
哲
学
」
を
新
た
な
存
在
論
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と

試
み
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
の
主
題
も
、
こ
の
点
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
田
辺
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
一

面
的
な
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
か
ら
出
発
し
た
事
態
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
）
6
（

。

　

生
と
学
の
乖
離
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
哲
学
研
究
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
「
不
可
避
の
運
命
」
と
言
う
べ
き
事
態
で
あ
る
。
筆
者
も

ま
た
、
こ
の
運
命
か
ら
免
れ
な
い
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
、
哲
学
的
言
語
に
関
わ
る
「
ズ
レ
」
に
制
約
さ
れ
た
思
索
の
「
渦
流
」
に
身
を
投

ず
る
こ
と
に
す
る
。

　

最
初
の
試
み
と
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
の
問
題
意
識
の
共
通
性
を
簡
略
に
図
式
化
し
て
み
た
い
。
彼
ら
の
共
通
課
題
は
、
歴
史
的

社
会
的
現
実
の
中
で
自
然
科
学
と
精
神
科
学
に
目
配
り
し
、
学
問
の
自
然
主
義
化
に
危
機
感
を
抱
き
、
そ
れ
を
批
判
し
両
者
の
境
界
設
定

と
総
合
の
試
み
に
腐
心
し
た
点
に
あ
る
。
彼
ら
は
現
代
的
文
脈
か
ら
見
て
も
興
味
深
い
論
点
を
提
示
し
た
。
第
一
に
、
人
間
精
神
の
自
然

主
義
化
や「
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト（enhancem

ent

）」が
進
む
今
日
、先
見
性
の
あ
る
批
判
的
見
解
を
生
み
出
し
た
。
第
二
に
、ハ
イ
デ
ガ
ー
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と
は
異
な
り
、
彼
ら
は
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
密
接
な
関
係
を
深
く
考
究
し
た
。
田
辺
の
人
文
・
社
会
・
自
然
の
諸
科
学
に
関
す
る

見
解
は
、
科
学
の
偏
向
し
た
趨
勢
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
科
学
と
宗
教
と
の
密
接
な
関
係
を
論
じ
た
点
で
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
科
学
批
判
の
試

み
と
見
ら
れ
る
。
第
三
に
、
彼
ら
二
人
は
「
哲
学
と
詩
と
宗
教
」
の
問
題
に
沈
潜
し
た
。
田
辺
に
お
け
る
哲
学
・
詩
芸
術
・
宗
教
の
不
可

分
の
関
係
考
察
は
、
芸
術
や
宗
教
的
体
験
を
重
視
す
る
デ
ィ
ル
タ
イ
と
も
共
有
す
る
論
点
で
あ
っ
た
）
7
（

。
第
四
に
、
両
哲
学
の
営
み
は
、

独
自
の
立
場
か
ら
歴
史
意
識
に
貫
か
れ
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
の
表
現
で
あ
っ
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
宗
教
的
体
験
と
解
釈
学
と

の
統
合
を
企
て
、
田
辺
は
「
理
性
の
運
命
た
る
絶
対
批
判
」（
九
：
五
十
一
）
と
し
て
の
「
理
性
の
全
体
の
徹
底
的
な
る
批
判
」
に
お
け
る

懺
悔
道
に
よ
る
理
性
批
判
及
び
主
体
主
義
の
解
体
と
新
た
な
哲
学
の
「
復
活
」
の
道
を
進
ん
だ
。

　

以
上
の
暫
定
的
な
理
解
を
踏
ま
え
て
、
次
に
田
辺
の
歴
史
理
解
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
と
の
関
係
に
立
ち
入
っ
て
み
た
い
。

二　

田
辺
哲
学
に
お
け
る
歴
史
理
解
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」

（
一
）
晩
年
の
田
辺
の
歴
史
理
解
と
下
村
説
の
検
討

　

田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
理
解
に
着
眼
す
る
と
き
、
歴
史
意
識
、
歴
史
的
生
、
客
観
的
精
神
等
を
め
ぐ
る
親
近
性
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
田
辺
は
「「
カ
ン
ト
よ
り
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
」
が
同
時
に
「
ヘ
ー
ゲ
ル
よ
り
カ
ン
ト
へ
」
を
伴
ひ
、
此
正
反
対
な
る
両
方
向
の
綜

合
一
致
と
し
て
始
め
て
哲
学
の
具
体
的
な
る
立
脚
地
が
獲
得
せ
ら
れ
る
こ
と
」（
三
：
一
三
四
）
を
主
張
し
た
）
8
（

。
ま
た
田
辺
は
、「
歴
史

的
精
神
生
活
の
言
語
的
表
現
を
通
し
て
の
自
己
解
釈
の
立
場
」
か
ら
デ
ィ
ル
タ
イ
的
な
理
解
の
解
釈
に
向
か
い
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
精
神
哲

学
は
弁
証
法
の
論
理
か
ら
解
放
せ
ら
れ
て
了
解
の
立
場
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
今
日
重
要
な
る
意
義
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
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デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
の
哲
学
に
近
づ
く
こ
と
に
外
な
る
ま
い
」（
三
：
三
三
三
「
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
と
弁
証
法
」）
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
親
近
性

を
示
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
と
の
間
に
は
、
歴
史
主
義
の
理
解
に
「
ズ
レ
」
が
あ
る
。
晩
年
の
田
辺
は
「
自
然
も
実
は
歴
史
的
で

あ
る
」（
九
：
四
十
四
）
と
看
破
し
、「
歴
史
は
ま
さ
に
客
観
即
主
観
、
主
観
即
客
観
で
あ
る
」（
十
二
：
二
七
一
「
数
理
の
歴
史
主
義
展
開
」）、

と
主
張
し
た
）
9
（

。
田
辺
に
よ
れ
ば
、歴
史
的
世
界
は
伝
統
と
革
新
と
の
交
互
制
約
で
あ
り
、歴
史
的
実
践
は
自
由
を
実
現
す
る
働
き
で
あ
っ

た
。
他
方
で
田
辺
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
は
異
な
り
、
こ
の
見
解
に
依
拠
し
て
「
二
律
背
反
突
破
の
方
法
と
し
て
の
歴
史
主
義
」
の
立
場
を

採
用
す
る
。

　
「
理
論
物
理
学
新
方
法
論
提
説
」
掲
載
の
『
全
集
』
第
一
二
巻
の
解
説
者
・
下
村
寅
太
郎
に
よ
れ
ば
、
本
論
考
は
「
田
邊
哲
学
最
後
の

境
地
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
」（
十
二
：
四
一
七
）。
斯
学
の
門
外
漢
の
筆
者
に
は
、「
相
対
性
理
論
と
量
子
論
と
の
結
合
」
と
い

う
課
題
と
新
方
法
の
提
説
を
批
評
す
る
能
力
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
提
説
の
前
提
に
あ
る
「
歴
史
主
義
」
及
び
「
生
と
時
間
」
の
関
係

を
手
掛
か
り
に
し
て
、
従
来
の
田
辺
研
究
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
上
記
の
疑
問
に
対
す
る
解
答
へ
の
道
筋
を
示
し
て
み
た
い
。

　

最
初
に
、
田
辺
に
よ
る
歴
史
主
義
の
主
張
を
確
認
す
る
。
田
辺
は
、
常
識
的
独
断
的
な
自
然
主
義
の
立
場
が
歴
史
の
自
然
主
義
的
単
純

延
長
観
に
依
拠
し
て
、
現
在
か
ら
未
来
に
わ
た
る
歴
史
の
発
展
に
つ
い
て
既
存
的
過
去
を
因
果
的
に
規
定
す
る
見
解
と
し
て
批
判
す
る
。

他
方
、
田
辺
は
、
こ
の
立
場
を
改
め
る
歴
史
の
正
し
き
理
解
こ
そ
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
属
し
、
歴
史
主
義
の
確
立
た
る
の
で
あ
る
、

と
表
明
し
た
。
ま
た
田
辺
は
、
歴
史
を
各
現
在
の
転
換
行
為
的
中
心
に
成
立
す
る
歴
史
主
義
の
自
覚
に
立
っ
て
、「
過
去
が
現
在
を
通
じ

て
未
来
を
規
定
す
る
と
同
時
に
、
逆
に
未
来
の
革
新
的
動
機
が
過
去
を
そ
の
否
定
契
機
と
し
て
媒
介
し
そ
の
意
味
を
更
新
す
る
交
互
循
環

的
渦
動
を
、
か
の
水
流
的
延
長
に
結
合
統
一
し
て
、
循
環
即
進
行
、
進
行
即
循
環
の
渦
流
を
成
す
こ
と
こ
そ
、
ま
さ
に
歴
史
の
本
質
的
構

造
で
あ
る
」（
十
二
：
三
五
六
―
三
五
七
）、
と
自
身
の
歴
史
主
義
の
立
場
と
そ
の
狙
い
を
繰
り
返
し
た
。
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（
二
）
田
辺
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
射
程

　

上
記
の
引
用
文
で
は
難
解
な
議
論
が
続
く
が
、
本
稿
の
主
題
に
沿
っ
て
田
辺
の
主
要
論
点
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
①
田
辺
は
自
然
科
学
主
義
隆
盛
の
時
期
に
、歴
史
、人
間
、時
間
等
の
自
然
主
義
化
を
防
ご
う
と
し
た
。
②
田
辺
は
、そ
の
試
み
を
「
歴

史
的
理
性
批
判
に
属
す
る
」
と
見
な
し
た
。
そ
れ
は
、
歴
史
実
証
主
義
で
も
、
歴
史
相
対
主
義
で
も
な
い
彼
固
有
の
歴
史
主
義
に
依
拠
し

て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
媒
介
的
な
交
互
循
環
的
渦
動
の
う
ち
に
歴
史
の
本
質
を
見
出
そ
う
と
す
る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
で

あ
る
。
③
こ
の
試
み
は
、
上
記
論
考
で
は
自
然
科
学
、
と
り
わ
け
最
先
端
の
理
論
物
理
学
に
対
す
る
科
学
批
判
と
し
て
機
能
す
る
。
④
こ

の
試
み
は
、
同
時
に
、
自
然
科
学
・
哲
学
・
文
学
等
の
諸
学
問
に
あ
ま
ね
く
妥
当
す
る
。
⑤
田
辺
は
、
こ
う
し
た
総
合
学
的
な
知
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
象
徴
的
に
「
交
互
循
環
的
渦
動
」
と
表
現
し
た
。
⑥
こ
の
営
み
は
、
宗
教
的
体
験
を
含
む
人
文
・
社
会
・
自
然
の
全
領
域
に

通
底
す
る
「
歴
史
主
義
的
時
間
」（
十
二
：
三
六
四
）
に
貫
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
田
辺
は
、
本
論
考
を
締
め
く
く
る
論
述
で
こ
う
語
っ
た
。「
現
代
文
学
の
特
徴
が
、
詩
と
評
論
と
の
融
合
せ
ら
れ
、
文
学
と
哲

学
と
の
総
合
せ
ら
れ
る
点
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
如
く
、
科
学
に
於
て
も
哲
学
と
の
媒
介
が
顕
著
と
な
り
﹇
…
﹈
現
代
の
一
般
的
特
徴
た

る
歴
史
主
義
の
浸
透
が
、
文
学
に
も
科
学
に
も
ま
た
哲
学
に
も
、
行
き
亙
る
こ
と
の
証
左
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
と
思
は
れ
る
」（
十
二
：

三
六
七
―
三
六
八
。
一
九
五
五
年
一
月
六
日
脱
稿
）。
⑦
こ
の
引
用
文
で
は
、
文
学
・
哲
学
・
自
然
科
学
に
お
け
る
歴
史
主
義
の
浸
透
の

動
性
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
デ
ィ
ル
タ
イ
も
カ
ン
ト
的
な
理
性
批
判
の
批
判
的
継
承
か
ら
出
発
し
て
、「
カ
ン
ト
の
批
判
の
道
を
辿
っ
て
﹇
…
﹈
人
間
精
神

の
経
験
科
学
を
根
拠
づ
け
る
」（G

S:V
27

）
試
み
に
着
手
し
、
や
が
て
ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
「
客
観
態
」
の
概
念
の
着
想
に
至
っ
た
が
、
最
後

ま
で
「
歴
史
的
理
性
批
判
の
構
想
」
を
放
棄
し
な
か
っ
た
。
ま
た
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
に
は
、
こ
の
批
判
と
結
び
つ
い
た
「
カ
ン
ト
の
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所
謂
実
践
理
性
の
優
先
﹇
位
﹈
性
」（
二
：
三
五
六
）
の
思
想
が
あ
る
。
彼
ら
は
、
理
論
と
実
践
の
統
一
的
観
点
を
保
持
し
よ
う
と
努
め

た
）
10
（

。
次
に
本
稿
で
は
、
上
記
の
①
か
ら
⑦
ま
で
の
見
解
が
デ
ィ
ル
タ
イ
に
も
ほ
ぼ
見
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

三　

デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
構
想

（
一
）『
精
神
科
学
序
説
』
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」

　

最
初
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
構
想
を
考
察
し
、
次
に
最
晩
年
の
田
辺
の
諸
論
考
、
特
に
文
学
的
・
哲
学
的
・
社

会
科
学
的
論
考
と
の
比
較
対
照
を
試
み
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
か
つ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
が
務
め
た
ベ
ル
リ
ン
大
学
哲
学
教
授
職
に
ヘ
ル
マ
ン
・

ロ
ッ
ツ
ェ
の
後
任
と
し
て
一
八
八
二
年
に
着
任
し
、主
著『
精
神
科
学
序
説
』第
一
巻
を
翌
年
刊
行
す
る
。
そ
の「
序
言
」の
前
に
、ヨ
ル
ク
・

フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
伯
（G
raf  Paul York von W

artenburg, 

一
八
三
五
―
九
七
）
の
名
を
掲
げ
て
、こ
の
書
を
彼
に
捧
げ
た
。

　
「
私
は
あ
な
た
に
本
書
の
計
画
を
申
し
上
げ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
大
胆
に
も
本
書
を
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
と
名
づ

け
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。﹇
…
﹈
変
わ
ら
ぬ
友
情
の
あ
か
し
と
し
て
本
書
を
お
受
け
取
り
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
」（G

S:I 
IX

）。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
こ
の
書
で
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
よ
り
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
が
可
能
と
考
え
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
論
述
と
体

系
化
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
の
課
題
は
、
晩
年
の
『
精
神
科
学
に
お
け
る
歴
史
的
世
界
の
構
成
』（
一
九
〇
一
）
及
び
『
精
神
科
学

に
お
け
る
歴
史
的
世
界
の
構
成　

歴
史
的
理
性
批
判
の
た
め
の
構
想
の
草
稿
』
で
論
じ
ら
れ
た
が
、
体
系
化
の
構
想
は
遺
稿
『
精
神
科
学

序
説
』
第
二
巻
の
刊
行
（
一
九
八
二
）
ま
で
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
が
弟
子
た
ち
か
ら
「
謎
の
老
人
」
と
呼
ば
れ
た
ゆ
え
ん
で
も
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あ
る
）
11
（

。

　

次
に
、
彼
が
構
想
し
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
内
容
を
簡
潔
に
説
明
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
生
誕
七
〇
歳
（
一
九
〇
三
）
の
記

念
講
演
で
自
身
が
取
り
組
ん
だ
研
究
を
回
顧
し
て
、「
歴
史
意
識
の
本
質
と
条
件
を
探
究
す
る-

歴
史
的
理
性
批
判
を
企
て
て
き
た
」

（G
S:V

9

）
と
述
べ
た
。
こ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
は
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
の
根
本
的
転
換
と
も
評
さ
れ
る
が
、
こ
の
概
念
の
正
確

な
理
解
に
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
取
り
組
ん
だ
課
題
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
主
要
な
論
点
を
集
約
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
第
一
に
、
カ
ン
ト
哲
学
と
新
カ
ン
ト
学
派
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
特
に
重
要
な
の
は
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
等
の
自
然
科
学
者
の
影

響
で
あ
る
。
第
二
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
学
生
時
代
に
薫
陶
を
受
け
た
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ッ
ク
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・

モ
ム
ゼ
ン
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
フ
ォ
ン
・
ラ
ン
ケ
、
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
ト
レ
ン
デ
レ
ン
ブ
ル
ク
等
の
歴
史
学
派
の
影
響
が
大
き
い
。
だ
が
、

彼
は
、
歴
史
学
派
が
新
た
な
基
礎
づ
け
を
持
た
な
い
限
り
相
対
主
義
に
陥
る
危
険
性
を
自
覚
し
、
歴
史
実
証
主
義
、
歴
史
相
対
主
義
に
反

対
し
て
、
そ
の
克
服
を
試
み
た
）
12
（

。
第
三
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
精
神
世
界
と
そ
の
探
究
の
場
を
経
験
科
学
の
連
関
に
求
め
た
。
し
か
も
精

神
現
象
を
帰
納
や
演
繹
の
方
法
に
還
元
す
る
自
然
主
義
に
反
対
し
、
経
験
主
義
、
懐
疑
主
義
、
非
合
理
主
義
と
も
異
な
る
「
経
験
の
立
場
」

に
よ
る
哲
学
（G

S:I81

）
を
主
張
し
た
。
第
四
に
、
彼
は
、
人
間
の
内
的
経
験
が
歴
史
的
社
会
的
経
験
と
不
可
分
で
あ
り
、
こ
の
経
験

の
把
握
に
は
内
的
経
験
の
理
解
可
能
性
が
前
提
さ
れ
る
と
見
た
。
第
五
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
主
要
課
題
は
、
自
然
科
学
か
ら
方
法
的
に
独

立
し
、
包
括
的
で
普
遍
的
な
精
神
科
学
の
認
識
論
的
基
礎
づ
け
に
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
は
、
最
先
端
の
自
然
・
人
文
・
社
会
科
学
等
知
の

全
領
域
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
摂
取
し
よ
う
と
し
た
。
従
来
の
デ
ィ
ル
タ
イ
像
が
、
解
釈
学
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
生
理
学
や
心
理
学

へ
の
取
り
組
み
が
看
過
さ
れ
て
き
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
附
言
し
て
お
く
）
13
（

。

　

さ
ら
に
デ
ィ
ル
タ
イ
晩
年
の
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
を
意
図
し
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
内
実
を
整
理
す
れ
ば
、
お
よ
そ
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

一
〇

　

第
一
に
、
歴
史
的
世
界
は
「
歴
史
的
生
の
体
験
と
表
現
」
の
場
で
あ
り
、
こ
れ
が
す
べ
て
の
認
識
作
用
に
先
行
す
る
。
第
二
に
、
デ
ィ

ル
タ
イ
が
主
張
す
る
「
理
性
」
は
、
歴
史
的
に
制
約
さ
れ
、
時
代
や
社
会
環
境
に
条
件
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
純
粋
な
理
性
で
は
あ
り
え
な

い
。
第
三
に
、歴
史
的
理
性
は
、社
会
的
・
歴
史
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
つ
つ
、歴
史
的
世
界
に
お
け
る
経
験
や
学
問
的
経
験
に
よ
っ
て
吟
味
・

反
省
・
修
正
さ
れ
補
足
さ
れ
る
。
同
時
に
歴
史
的
理
性
は
、
こ
の
依
存
性
を
自
覚
的
に
批
判
し
原
理
や
規
則
を
批
判
的
に
補
足
す
る
主
体

的
な
働
き
で
も
あ
る
。
第
四
に
、
こ
の
理
性
は
、
歴
史
的
過
程
の
理
解
を
目
指
す
と
と
も
に
、
歴
史
的
認
識
の
可
能
性
や
課
題
を
明
示
す

べ
き
批
判
の
対
象
で
も
あ
る
。
第
五
に
、
こ
の
理
性
批
判
は
、
個
別
学
問
や
哲
学
的
研
究
の
自
己
反
省
で
あ
り
、
意
欲
し
・
感
じ
・
表
象

す
る
歴
史
的
生
の
構
造
全
体
の
解
明
に
向
け
ら
れ
、
理
論
と
実
践
の
新
た
な
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
「
歴
史
的
理
性

批
判
」
の
考
察
の
範
囲
と
対
象
は
、
精
神
諸
科
学
の
全
領
域
に
及
ぶ
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
、
言
語
、
道
徳
、
法
律
、
政
治
、
経
済
等
だ
け
で

な
く
、
普
遍
と
個
別
と
の
間
に
位
置
す
る
類
型
と
し
て
個
性
を
描
く
伝
記
や
小
説
等
文
学
・
詩
学
か
ら
音
楽
等
芸
術
全
般
、
宗
教
等
に
わ

た
り
考
察
す
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
）
14
（

。

　

要
す
る
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
よ
っ
て
精
神
諸
科
学
の
認
識
論
的
基
礎
づ
け
を
企
図
し
た
。
留
意
す
べ
き
は
、

こ
の
基
礎
づ
け
が
『
精
神
科
学
序
説　

第
一
巻
』（
一
八
八
三
）
を
含
む
中
期
の
心
理
学
的
基
礎
づ
け
か
ら
、『
解
釈
学
の
成
立
』（
一
九
〇
〇
）

以
後
の
解
釈
学
的
基
礎
づ
け
へ
と
変
化
し
た
点
で
あ
る
）
15
（

。
因
み
に
、
田
辺
の
デ
ィ
ル
タ
イ
評
価
は
、
ほ
ぼ
解
釈
学
の
成
立
以
降
の
時
期

に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
近
年
の
研
究
者
に
よ
る
精
神
諸
科
学
の
認
識
論
的
基
礎
づ
け
と
関
連
す
る
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
全
領
域
に
及

ぶ
見
取
り
図
を
示
し
て
お
き
た
い
）
16
（

。



一
一

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

（
二
）
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
の
全
図
式

第
一
部 
基
礎
づ
け
の
学
の
必
要
性
を
示
す
個
別
精
神
科
学
の
連
関
に
つ
い
て
の
概
観
（
日
本
語
版
全
集
第
一
巻
『
精
神
科
学
序
説　

第

一
巻
』G

S:I

）

第
二
部 

精
神
科
学
の
基
礎
と
し
て
の
形
而
上
学　

そ
の
支
配
及
び
衰
退
（
同
上
。G

S:I

）

第
三
部 

経
験
科
学
と
認
識
論
の
段
階　

精
神
科
学
の
今
日
的
問
題
（
日
本
語
版
全
集
第
二
巻
『
精
神
科
学
序
説　

第
二
巻
』
所
収
の
遺

稿
「
ベ
ル
リ
ン
草
稿
」
は
第
六
部
ま
で
対
応
。 G

S:X
IX

）

 

「
十
五
世
紀
及
び
十
六
世
紀
に
お
け
る
人
間
の
把
握
と
分
析
」（
日
本
語
版
全
集
第
七
巻
『
精
神
科
学
成
立
史
研
究
』
所
収
。

G
S:II

）

　
　
　
　
「
十
七
世
紀
に
お
け
る
精
神
科
学
の
自
然
的
体
系
」（
同
上
。G

S:V

）

 

「
思
考
の
自
律
性
と
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
連
関
に
よ
る
構
成
的
合
理
主
義
と
汎
神
論
的
一
元
論
」（
同
上
。G

S:V

）

 

「
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
」（
同
上
。G

S:V
）

 

「
十
六
世
紀
及
び
十
七
世
紀
の
文
化
に
お
け
る
人
間
学
の
機
能
」（
同
上
。G

S:V

）

第
四
部 

認
識
の
基
礎
づ
け

 

「
外
界
の
実
在
性
論
考
」（
日
本
語
版
全
集
第
三
巻
『
論
理
学
・
心
理
学
論
集
』
所
収
。G

S:V

）

 

「
記
述
的
分
析
的
心
理
学
」（
同
上
。G

S:V

）

 

「
心
的
生
の
多
様
性
と
そ
の
区
分
」（G

S:X
V

III

）

第
五
部 

思
考
、
そ
の
法
則
と
形
式
。
現
実
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
関
係



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

一
二

 

「
経
験
と
思
考
」（
日
本
語
版
全
集
第
三
巻
『
論
理
学
・
心
理
学
論
集
』
所
収
。G

S:V

）

第
六
部 
精
神
的
現
実
の
認
識
、
及
び
精
神
の
科
学
の
連
関

 
「
人
間
、
社
会
、
国
家
に
関
す
る
諸
学
の
歴
史
研
究
」（
日
本
語
版
全
集
第
一
巻
所
収
。G

S:V

）

 

「
個
性
研
究
」（
日
本
語
版
全
集
第
三
巻
所
収
。G

S:V

）

 

「
解
釈
学
の
成
立
」（
同
上
。G

S:V

）

 

「
詩
学
、
倫
理
学
及
び
教
育
学
論
考
」（
日
本
語
版
全
集
第
六
巻
『
倫
理
学
・
教
育
学
論
集
』
所
収
。G

S:V
I

）

 

「
一
八
七
五
年
論
文
の
続
編
」（
日
本
語
版
全
集
第
一
巻
所
収
。G

S:X
V

III

）

　　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
の
た
め
の
体
系
構
想
を
変
更
し
た
た
め
、『
精
神
科
学
序
説
』
全
体
の
再
現
な
い
し
正
確
な
把

握
は
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
基
礎
づ
け
に
不
可
欠
な
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
試
み
の
厳
密
な
把
握
も
困
難
で
あ
る
。
だ
が
、
本
考

察
に
必
要
な
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
基
本
構
想
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
上
述
の
よ
う
に
、「
歴
史
的
理
性
批
判
」
は
精
神
科

学
の
全
範
囲
に
及
び
、
歴
史
的
理
性
の
働
き
は
歴
史
意
識
に
貫
か
れ
た
諸
学
の
全
領
域
で
機
能
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
諸
学
の
歴
史

的
叙
述
は
、
そ
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
諸
学
の
対
象
は
歴
史
的
世
界
即
ち
「
歴
史
的
生
の
客
観
態
」
で
あ
り
、
そ
の
表
現
の
理
解
に
よ
っ

て
普
遍
的
学
問
と
そ
の
基
礎
づ
け
を
企
図
し
た
。
こ
の
点
は
、
田
辺
の
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
に
わ
た
る
学
問
的
営
為
と
類
比
的
で
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
歴
史
的
生
、
生
と
死
、
時
間
の
捉
え
方
、
特
に
生
と
時
間
と
音
楽
的
な
想
像
力
と
の
関
係
に
絞
っ

て
、
こ
の
類
比
的
な
在
り
方
を
考
察
す
る
。
因
み
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
音
楽
的
教
養
豊
か
な
牧
師
の
家
庭
で
育
ち
、
自
身
も
ピ
ア
ノ
を
演

奏
し
、
指
揮
者
で
作
曲
家
の
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ョ
ル
ツ
と
の
親
交
を
深
め
る
中
で
ク
ラ
ラ
・
シ
ュ
ー
マ
ン
や
ブ
ラ
ー
ム
ス
と
も
交
流
し

た
経
験
が
、
彼
の
思
索
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。



一
三

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

　

な
お
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
知
の
地
球
儀
（globus intellectualis

）」
を
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
に
二
区
分
し
た
が
（G

S:I5

）、
根

本
的
に
は
不
可
分
の
統
一
体
と
見
な
し
た
。
ま
た
彼
は
、
自
身
の
記
述
的
分
析
的
心
理
学
を
精
神
科
学
に
属
す
る
と
主
張
し
、
新
カ
ン
ト

学
派
と
袂
を
分
か
つ
）
17
（

。
自
然
科
学
と
精
神
科
学
の
区
分
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
も
陥
っ
た
歴
史
主
義
の
誤
り
と
は
異
な
る
方
法
論
上
の
区

別
で
あ
り
、
可
能
な
経
験
科
学
が
対
象
を
把
握
し
構
成
す
る
際
の
諸
制
約
で
あ
る
、
説
明
と
理
解
と
の
相
違
に
対
応
す
る
。
ま
た
田
辺
と

同
様
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
も
若
い
頃
か
ら
自
然
科
学
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
バ
ー
ゼ
ル
大
学
在
職
中
、
自
然
科
学
研
究
に
取
り
組
み
、
現
代

生
理
学
の
開
拓
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー（Johannes P. M
üller,

一
八
〇
一
―
一
八
五
八
）の
感
覚
生
理
学
・
解
剖
学
を
研
究
し
た
）
18
（

。デ
ィ

ル
タ
イ
は
、
音
楽
家
Ｊ
・
Ｓ
・
バ
ッ
ハ
の
遺
骨
鑑
定
で
著
名
な
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヒ
ス
（W

ilhelm
 H

is,

一
八
三
一
―
一
九
〇
四
）
に
師

事
し
解
剖
学
の
講
義
や
実
習
に
出
席
し
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
も
田
辺
と
同
様
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
統
合
の
可
能
性
を
希
求
し
た
の

で
あ
る
）
19
（

。

（
三
）
田
辺
の
理
性
批
判
の
狙
い

　

田
辺
は
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
統
合
の
方
途
を
デ
ィ
ル
タ
イ
よ
り
一
層
深
く
探
究
し
た
。
田
辺
は
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
の
制

限
を
指
摘
し
て
「
カ
ン
ト
が
理
性
批
判
そ
の
も
の
を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
理
性
の
自
己
批
判
が
果
た
し
て
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を

究
明
し
な
か
っ
た
」（
九
：
四
十
七
「
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
」）
と
批
判
し
た
。
田
辺
に
よ
れ
ば
、「
批
判
す
る
理
性
は
ど
こ
ま
で
も
批
判

の
主
と
し
て
自
ら
は
批
判
の
対
象
と
な
ら
ず
に
批
判
の
外
に
立
つ
」
の
で
あ
れ
ば
、「
理
性
批
判
は
理
性
の
全
体
の
徹
底
的
な
る
批
判
で

は
あ
り
得
な
い
」。
デ
ィ
ル
タ
イ
と
同
様
に
、田
辺
も
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
の
制
限
を
克
服
し
よ
う
と
試
み
て
「
絶
対
批
判
」
を
提
唱
し
た
。

田
辺
に
よ
れ
ば
、「
哲
学
の
批
判
的
精
神
は
﹇
…
﹈
か
か
る
﹇
カ
ン
ト
の
﹈
静
学
的
「
理
性
批
判
」
の
立
場
を
破
っ
て
、
動
学
的
に
歴
史



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

一
四

の
中
で
実
践
し
つ
つ
、
み
づ
か
ら
自
己
の
矛
盾
を
謙
虚
に
自
覚
す
る
も
の
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
十
二
：
一
三
三
「
科
学
と
哲
学

と
宗
教
」）。
そ
こ
で
彼
は
、
カ
ン
ト
と
は
異
な
る
「
二
律
背
反
的
矛
盾 ﹇
…
﹈ 

の
平
和
的
解
決
」（
十
二
：
一
三
四
）
を
試
み
た
）
20
（

。

　

筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
田
辺
が
「
人
間
理
性
の
特
殊
な
運
命
」（K

rV, AV
II

）
に
直
面
し
て
、
科
学
・
哲
学
・
宗
教
間
の
矛
盾
・
対

立
関
係
の
独
特
な
「
平
和
的
解
決
」
を
図
っ
た
点
で
あ
る
。
理
性
は
こ
の
運
命
を
謙
虚
に
肯
定
し
、
一
た
び
自
己
を
矛
盾
の
底
に
壊
滅
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、「
そ
の
死
か
ら
復
活
せ
し
め
ら
る
る
挫
折
即
突
破
の
途
を
、
行
的
に
信
証
す
る
よ
り
外
に
往
く
路
は
な
い
。﹇
…
﹈
そ

の
意
味
に
於
て
、
科
学
は
科
学
哲
学
に
ま
で
自
覚
を
徹
底
す
る
と
き
、
必
然
宗
教
に
通
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
他

方
宗
教
も
、
そ
の
還
相
面
に
於
て
歴
史
的
現
実
に
媒
介
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
り
、
現
実
の
科
学
的
認
識
を
承
認
し
、
自
覚
に
於

て
こ
れ
と
結
合
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
十
二
：
一
三
三
―
一
三
四
）。
田
辺
の
「
平
和
的
解
決
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
に
満
ち

た
理
性
的
主
体
の
否
定
と
そ
の
媒
介
に
よ
る
往
還
的
な
宗
教
的
体
験
と
科
学
的
認
識
と
の
間
の
二
律
背
反
的
矛
盾
の
解
決
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
田
辺
は
、絶
対
批
判
と「
歴
史
主
義
」と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
田
辺
に
よ
れ
ば
、「
懺
悔
道
は﹇
…
﹈

徹
底
的
歴
史
主
義
で
あ
つ
て
、
不
断
の
懺
悔
が
歴
史
の
循
環
的
発
展
を
原
理
附
け
る
」（
九
：
五
）。
他
方
で
田
辺
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解

釈
学
を
歴
史
主
義
、
相
対
主
義
と
批
判
し
、「
哲
学
も
ま
た
宗
教
の
信
仰
と
同
じ
く
死
の
道
で
あ
り
復
活
の
道
で
あ
る
」（
九
：
四
十
七
）

と
主
張
す
る
。
田
辺
の
絶
対
批
判
は
、
カ
ン
ト
や
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
「
懺
悔
道
を
嫌
つ
て
絶
対
批
判
を
回
避
せ
ん
と
す
る
理
性
の
自
己

矛
盾
」
を
指
摘
し
て
、
従
来
の
理
性
批
判
の
枠
組
み
と
主
体
主
義
を
解
体
す
る
試
み
を
展
開
し
た
。

　
「
科
学
と
哲
学
と
宗
教
」
や
「
哲
学
と
詩
と
宗
教
」（
十
三
：
三
〇
五
―
五
二
四
、一
九
五
三
年
執
筆
開
始
。
本
巻
解
説
者
西
谷
啓
治
に
よ

る
）
の
論
述
等
を
回
顧
す
れ
ば
、
田
辺
の
徹
底
的
歴
史
主
義
に
依
拠
し
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
基
本
構
想
は
ほ
ぼ
重

な
り
あ
う
。
特
に
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
矛
盾
・
対
立
・
二
律
背
反
と
い
う
思
索
の
契
機
は
、
弁
証
法
と
解
釈
学
と
の
立
場
及
び



一
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宗
教
的
体
験
の
相
違
は
あ
れ
、
ほ
ぼ
共
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
論
述
に
一
瞥
を
投
じ
て
お
く
。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
晩
年
の
論
考
「
歴
史
意
識
と
世
界
観
」（
一
八
九
六
年
頃
―
一
九
〇
六
年
頃
執
筆
）
の
中
で
、
田
辺
哲
学
に
通
ず
る
哲

学
の
在
り
方
に
言
及
し
た
。「
す
べ
て
の
哲
学
は
、
人
生
観
・
世
界
観
と
歴
史
意
識
と
い
う
、
人
間
の
知
が
形
成
す
る
二
つ
の
総
体
と
取

り
組
む
こ
と
か
ら
生
じ
る
。﹇
…
﹈
両
者
が
と
も
に
客
観
的
で
認
識
可
能
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
こ
の
両
者
の
間
に
二
律

背
反
が
生
じ
る
。﹇
…
﹈
生
と
は
多
面
的
で
あ
り
、
現
実
の
対
立
に
移
行
す
る
こ
と
で
あ
り
、
諸
力
が
争
う
こ
と
で
あ
る
」（G

S:V
III69

）。

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
哲
学
の
課
題
が
人
生
観
・
世
界
観
と
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
歴
史
意
識
と
の
相
克
に
あ
り
、
歴
史
的
生
が
、
こ
れ
ら
の
う

ち
で
働
く
諸
力
の
抗
争
・
矛
盾
対
立
に
あ
る
と
看
破
し
た
。
ま
た
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
思
考
と
生
の
概
念
と
の
対
立
関
係
に
触
れ
て
、「
わ

れ
わ
れ
は
、関
係
と
い
う
形
式
で
し
か
生
の
概
念
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ず
、そ
の
こ
と
が
悲
劇
な
の
で
あ
る
」（G

S:V
III71

）、と
語
っ
た
。

人
間
の
思
考
は
ど
こ
ま
で
も
生
と
の
形
式
的
関
係
の
把
握
に
と
ど
ま
り
生
の
内
実
に
迫
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
デ
ィ
ル
タ
イ
は
生
と
論

理
と
の
「
へ
だ
た
り
」
を
自
覚
し
て
い
た
の
で
あ
る
）
21
（

。

　

他
方
、
田
辺
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
同
様
に
「
哲
学
は
知
性
の
産
物
で
あ
っ
て
、
広
い
意
味
で
の
認
識
に
属
す
る
」（
十
三
：
二
十
七
「
ヴ
ァ

レ
リ
ー
の
芸
術
哲
学
」）
と
規
定
し
つ
つ
、科
学
と
哲
学
と
の
相
違
と
関
連
に
つ
い
て
、前
者
が
相
対
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、後
者
は
「
論

証
体
系
と
し
て
普
遍
を
追
究
し
、
そ
の
極
絶
対
的
な
る
体
系
た
ら
ん
と
す
る
要
求
を
も
つ
結
果
、
相
対
と
絶
対
、
特
殊
と
普
遍
、
部
分
と

全
体
、
現
実
と
理
想
、
実
在
と
観
念
と
い
ふ
如
き
、
相
対
立
す
る
規
定
を
一
に
綜
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
弁
証
法
的
統
一
と
し
て
、
不
断

に
二
律
背
反
の
分
裂
に
曝
さ
る
る
」（
十
三
：
二
十
八
）
危
機
意
識
を
表
明
し
た
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
田
辺
に
比
べ
、
弁
証
法
的
統
一
や
そ

れ
に
よ
る
知
性
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
欠
け
る
が
、
両
者
の
哲
学
的
課
題
に
関
す
る
限
り
、
哲
学
、
科
学
、
宗
教
（
デ
ィ
ル
タ
イ
の
絶
筆
は

「
宗
教
の
問
題
」
で
あ
っ
た
）
の
不
可
分
の
関
係
性
の
洞
察
や
哲
学
的
思
考
に
お
け
る
二
律
背
反
の
不
可
避
性
等
多
く
の
類
似
性
を
も
つ
。

こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
見
て
、
田
辺
の
上
述
の
①
か
ら
⑦
の
論
点
が
デ
ィ
ル
タ
イ
に
も
ほ
ぼ
共
通
に
見
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
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以
上
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
を
め
ぐ
る
二
人
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
生
、
生
と
死
、
時
間
把
握
に
立
ち
入
り
、
彼

ら
の
共
通
性
と
異
質
性
、
両
者
の
間
の
「
ズ
レ
」
に
立
ち
入
っ
て
み
た
い
。

四　

生
の
謎
と
世
界
連
関
の
象
徴

（
一
）
音
楽
に
よ
る
生
の
理
解
と
音
楽
的
想
像
力
の
意
義

　

田
辺
は
、「
種
の
論
理
」
に
関
す
る
諸
論
考
の
中
で
、デ
ィ
ル
タ
イ
晩
年
の
「
客
観
的
精
神
」「
生
の
客
観
態
」
に
一
定
の
評
価
を
下
し
た
。

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
生
の
客
観
態
」
が
人
間
の
象
徴
作
用
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
も
の
、「
謎
に
満
ち
た
世
界
連
関
の
象
徴
（ein Sym

bol 
des rätselhaften W

eltzusam
m

enhangs
）」（G

S:V
III27

「
歴
史
意
識
と
世
界
観
」）
と
理
解
し
、
芸
術
と
文
学
が
生
を
理
解
す
る
最
高

の
表
現
と
解
釈
し
て
、
詩
と
音
楽
的
想
像
力
の
重
要
性
に
着
目
し
た
。
こ
の
論
点
は
、
田
辺
の
詩
論
や
視
覚
的
な
想
像
力
か
ら
音
楽
的
想

像
力
へ
の
展
開
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
こ
れ
は
、田
辺
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
や
「
実
存
協
同
」
と
も
関
連
す
る
「
他
者
の
声
を
聞
く
力
」

と
し
て
の
音
楽
的
想
像
力
と
共
振
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
22
（

。

　

実
際
、
田
辺
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
同
様
に
バ
ッ
ハ
の
音
楽
に
関
心
を
寄
せ
、
ロ
マ
ン
派
よ
り
も
バ
ッ
ハ
の
音
楽
を
評
価
し
た
。「
バ
ッ

ハ
の
代
表
し
た
と
こ
ろ
の
古
典
派
音
楽
に
於
て
は
、
そ
の
内
容
が
感
情
の
色
彩
を
去
っ
て
専
ら
音
の
旋
律
的
和
音
的
構
造
に
規
定
せ
ら
れ

る
﹇
…
﹈。
そ
れ
を
音
楽
的
に
享
受
し
得
る
た
め
に
は
、﹇
…
﹈
そ
れ
ら
の
構
造
を
感
じ
取
る
能
力
が
、
予
め
教
養
に
よ
り
準
備
せ
ら
れ
て

居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
十
二
：
二
四
三
「
数
理
の
歴
史
主
義
展
開
」）。
田
辺
は
音
楽
の
享
受
が
高
度
に
能
動
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

主
張
す
る
。
音
楽
鑑
賞
に
は
、
一
般
的
意
味
で
の
享
受
と
い
う
受
動
性
と
構
成
と
い
う
能
動
性
と
の
交
互
的
な
制
約
の
働
き
が
不
可
欠
で



一
七

田
辺
哲
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と
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史
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批
判
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　〔
牧
野
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あ
る
。
筆
者
の
解
釈
を
加
え
れ
ば
、
田
辺
も
ま
た
、
音
楽
的
想
像
力
を
含
む
相
互
的
で
主
体
的
な
能
力
の
意
義
に
気
づ
い
て
い
た
の
で
あ

る
）
23
（

。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
生
の
理
解
に
果
た
す
音
楽
の
意
義
に
触
れ
、「
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
生
の
あ
ら
ゆ
る
定
義
よ
り
も
、
生
に
つ
い
て
さ
ら

に
多
く
を
わ
れ
わ
れ
に
語
る
」（G

S:X
IX

 353

「
生
と
認
識
」）
と
述
べ
、
思
考
に
よ
る
言
語
表
現
の
制
限
と
共
に
音
楽
的
表
現
の
意
義
に

注
目
し
た
。
田
辺
も
ま
た
、「
相
対
性
論
的
行
為
的
自
覚
の
局
所
性
は
、
あ
た
か
も
音
楽
の
局
所
性
の
如
く
、
現
在
の
転
換
性
に
成
立
す

る
象
徴
の
無
的
統
一
の
自
覚
に
ほ
か
な
ら
な
い
。﹇
…
﹈
行
為
的
自
覚
の
現
在
は
音
楽
鑑
賞
の
現
在
の
如
く
、
飽
く
ま
で
転
換
的
動
的
で

あ
る
」（
十
二
：
六
「
局
所
的
微
視
的
」）、
と
論
じ
た
。
こ
の
文
脈
か
ら
見
る
限
り
、
田
辺
も
視
覚
的
想
像
力
よ
り
音
楽
的
想
像
力
を
重
視

し
た
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
二
）
現
在
の
瞬
間
性
と
下
村
説
を
め
ぐ
っ
て

　
『
全
集
』
第
十
二
巻
の
解
説
に
よ
れ
ば
、「
田
邊
哲
学
の
独
自
な
「
歴
史
主
義
」」
の
核
心
は
、
時
間
が
現
在
の
瞬
間
性
に
於
て
捉
へ
ら

れ
る
点
に
あ
る
。
音
楽
鑑
賞
の
現
在
の
よ
う
に
、「
こ
の
現
在
の
瞬
間
は
存
在
す
る
も
の
で
な
く
過
去
を
未
来
に
転
換
す
る
主
体
の
行
為

に
於
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
つ
て
以
て
死
復
活
の
行
証
、
無
か
ら
有
へ
の
還
帰
向
上
、
循
環
的
創
造
の
渦
流
的
統
一
、
絶
対
無
の

現
成
の
象
徴
を
な
す
所
以
の
も
の
で
あ
る
」（
十
二
：
四
二
二
）。田
辺
哲
学
に
お
け
る
現
在
の
瞬
間
性
の
重
要
性
に
言
及
し
た
下
村
説
に
は
、

説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

下
村
説
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
時
間
把
握
と
も
通
じ
る
田
辺
の
時
間
論
は
、「
こ
の
時
間
を
現
在
の
瞬
間
性
に
於
て
捉
へ
る
思
想

は
、
恐
ら
く
遠
く
『
カ
ン
ト
の
目
的
論
』
で
既
に
存
在
と
価
値
と
の
結
合
を
「
微
分
」
的
と
し
た
思
想
に
遠
く
淵
源
を
も
ち
、
そ
れ
が
発
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展
深
化
し
て
『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』
に
於
て
決
定
的
と
な
っ
た
も
の
で
、田
邊
哲
学
全
体
を
貫
く
根
本
契
機
と
解
し
て
よ
い
」（
十
二
：

四
二
二
）。
こ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
筆
者
の
上
述
の
仮
説
は
、
あ
る
程
度
補
強
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
因
み
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ

は
現
在
を
瞬
間
と
し
て
同
時
に
連
続
性
と
し
て
把
握
す
る
が
、
田
辺
の
よ
う
に
「
切
断
」
の
否
定
的
媒
介
を
経
な
い
点
で
、
二
人
の
間
に

は
根
本
的
な
「
ズ
レ
」
が
あ
る
。

　

他
方
、
他
者
と
の
出
会
い
と
生
と
死
の
場
で
あ
る
歴
史
的
現
実
が
歴
史
主
義
に
依
拠
し
、
歴
史
的
時
間
が
現
在
と
い
う
瞬
間
に
収
斂
す

る
点
に
つ
い
て
、
下
村
は
、「
田
邊
哲
学
の
「
歴
史
主
義
」
に
は“Perspektiv”

を
欠
く
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
容
れ
る
原
理
が
明
か
で

は
な
い
」（
同
頁
）、
と
批
判
し
た
。
こ
の
批
判
に
つ
い
て
筆
者
は
、
下
村
説
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
田
辺
の
歴
史
主
義
に
も
、
音
楽
性
と

の
関
係
か
ら“Perspektiv”

の
原
理
と
相
い
れ
る
可
能
性
に
触
れ
て
み
た
い
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
音
楽
性
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
音

楽
を
奏
す
る
人
と
そ
れ
を
聴
く
人
の
存
在
と
場
が
前
提
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、自
己
と
他
者
と
の
交
流
の
場
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
こ
で
は
音
楽
的
時
間
と
共
に
そ
れ
を
感
受
す
る
者
の
身
体
と“Perspektiv”

も
前
提
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
田
辺
は
、
空
間
性
を

軽
視
し
た
わ
け
で
な
く
、「
歴
史
的
現
実
」
に
よ
り
空
間
的
契
機
を
含
意
さ
せ
て
い
た
、
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
24
（

。

五　

生
と
死　

田
辺
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
共
通
点

（
一
）
田
辺
に
お
け
る
生
の
自
覚
と
死
の
可
能
性

　
「
生
の
存
在
学
か
死
の
弁
証
法
か
」
に
よ
れ
ば
、「﹇
ハ
イ
デ
ガ
ー
﹈
教
授
の
哲
学
は
飽
く
ま
で
存
在
学
で
あ
っ
て
、
死
は
、
存
在
と
し

て
自
ら
を
実
現
す
る
生
の
、
自
覚
に
対
す
る
標
識
に
止
ま
る
」
か
ら
、
現
実
の
死
が
哲
学
の
契
機
と
し
て
自
覚
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、「
単



一
九

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
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に
可
能
性
を
表
は
す
極
限
的
観
念
」（
十
三
：
五
二
八
）
に
過
ぎ
な
い
。
田
辺
に
よ
る
こ
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
と
、ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
デ
ィ

ル
タ
イ
批
判
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
「
生
」
及
び
「
生
と
死
」
を
め
ぐ
り
、
田
辺
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
間
に
解
釈
の
「
ズ
レ
」
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
『
存
在
と
時
間
』
第
四
九
節
「
死
の
実
存
論
的
分
析
を
、
こ
の
現
象
に
つ
い
て
可
能
な
他
の
学
的

諸
解
釈
に
対
し
て
限
定
す
る
こ
と
」
の
中
で
、「
死
の
実
存
論
的
な
学
的
解
釈
は
、
い
っ
さ
い
の
生
物
学
や
生
の
存
在
論
に
先
立
っ
て
い

る
」
）
25
（

と
主
張
し
、
人
間
学
、
生
物
学
、
生
の
哲
学
を
批
判
し
た
。
こ
こ
で
は
、
彼
の
指
導
教
授
を
務
め
た
リ
ッ
カ
ー
ト
に
よ
っ
て
流
行

思
想
の
生
物
学
的
生
の
哲
学
と
名
指
さ
れ
た
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
が
念
頭
に
あ
っ
た
）
26
（

。

　

同
時
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
の
節
の
最
終
段
落
に
付
し
た
脚
注
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
対
し
て
肯
定
的
評
価
と
も
解
せ
る
コ
メ
ン
ト
を
付

し
た
。
彼
は
、『
体
験
と
創
作
』
の
一
文
を
引
用
し
て
「
Ｗ
・
デ
ィ
ル
タ
イ
の
本
来
の
哲
学
的
傾
向
は
「
生
」
の
存
在
論
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、

彼
は
生
と
死
と
の
連
関
を
見
誤
る
は
ず
が
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
た
。
だ
が
、
後
期
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
や
哲
学
史
の
通
説
と

は
異
な
り
、
生
と
死
と
の
関
係
を
逆
転
さ
せ
て
基
軸
を
生
に
置
き
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
よ
り
も
田
辺
に
近
い
見
解
を
表
明
し
た
。
田
辺
に
よ
れ

ば
、「
生
は
か
く
死
を
媒
介
す
る
に
せ
よ
、
な
お
そ
れ
は
生
に
於
て
自
覚
せ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（
十
三
：
五
七
八
【
補
遺
一
】

「
死
の
哲
学
」
の
要
求
）。
要
す
る
に
、
田
辺
の
「
死
」
は
生
の
自
覚
の
媒
介
を
意
味
し
た
。

（
二
）
デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
「
生
と
死
」

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
一
方
で
『
存
在
と
時
間
』
の
実
存
論
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
先
取
り
す
る
論
述
を
展
開
し
た
。「
世
俗
の
営
み
や
社
会
的

な
し
が
ら
み
か
ら
自
由
に
断
固
と
し
て
自
分
自
身
の
本
質
に
従
っ
て
生
き
れ
ば
生
き
る
ほ
ど
、
そ
の
人
は
一
人
ひ
と
り
の
浅
薄
さ
に
驚
愕
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す
る
。﹇
…
﹈
決
定
的
な
こ
と
は
、
宗
教
的
天
才
に
は
、
そ
の
日
暮
ら
し
の
浅
薄
さ
に
逃
避
せ
ず
、
過
去
の
思
い
出
や
将
来
へ
の
日
常
的

な
忘
却
に
逃
避
せ
ず
、
想
像
力
へ
の
逃
避
も
な
い
。
世
俗
的
な
力
の
行
使
に
満
足
し
て
、
死
を
忘
却
し
魂
の
救
い
を
忘
却
す
る
こ
と
も
な

い
」（G

S:V
II 266

）。
こ
の
文
章
は
「
メ
メ
ン
ト　

モ
リ
」（
十
三
：
一
六
三
―
一
七
五
）
の
論
述
を
想
起
さ
せ
る
。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
学
は
、「
死
の
哲
学
」
を
要
求
す
る
田
辺
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
「
生
の
哲
学
」
に
属
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
田
辺

の
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判
の
視
点
は
、「
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
こ
で
は
生
の
哲
学
者
で
あ
る
」
と
す
る
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
に
よ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
批
判

と
も
通
す
る
点
で
、
田
辺
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
す
る
解
釈
の
妥
当
性
を
新
た
な
文
脈
か
ら
補
強
す
る
視
点
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
）
27
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
田
辺
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
間
に
は
、
生
と
死
を
め
ぐ
る
「
ズ
レ
」
が
生
じ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

見
解
と
は
異
な
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
主
張
は
、「
生
を
生
自
身
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
」（G

S:V
4

）
と
い
う
彼
の
哲
学
の
根
本
テ
ー
ゼ

に
由
来
す
る
。
ま
た
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
死
が
生
に
内
在
す
る
消
滅
可
能
性
と
解
釈
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
は
反
対
に
、
生
を
死
よ
り
基
礎
的

な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
見
な
し
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
生
の
概
念
を
生
物
学
的
な
い
し
心
理
学
的
と
批
判
し
た
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
は
歴
史

的
で
あ
り
「
歴
史
的
生
」
を
意
味
す
る
。
彼
は
、生
と
死
が
不
可
分
で
「
死
を
忘
れ
る
な
」
の
戒
告
を
実
践
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
方
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
新
カ
ン
ト
学
派
に
よ
る
哲
学
的
人
間
学
や
デ
ィ
ル
タ
イ
等
に
対
す
る
「
生
物
学
主
義
」
と
い
う
当
時
支
配
的
な

批
判
を
免
れ
る
た
め
、
生
物
学
に
対
し
て
慎
重
に
「
距
離
」
を
取
る
論
述
を
展
開
し
た
）
28
（

。

　

ま
た
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
宗
教
的
体
験
に
お
け
る
不
可
視
の
も
の
へ
の
関
与
を
意
識
し
、
生
に
お
け
る
暗
い
深
淵
の
意
識
の
重
要
性
を
理

解
し
た
。
上
述
の
よ
う
に
、「
宗
教
的
天
才
に
あ
っ
て
は
﹇
…
﹈
生
そ
の
も
の
が
、
そ
の
本
性
に
従
っ
て
経
験
さ
れ
、
す
な
わ
ち
真
な
る

も
の
と
し
て
、﹇
…
﹈
そ
の
固
有
の
深
淵
か
ら
到
来
す
る
も
の
を
指
示
し
て
い
る
」（G

S:V
II 266

）。
こ
こ
で
デ
ィ
ル
タ
イ
が
語
っ
た
体

験
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
遠
ざ
け
よ
う
と
し
た
た
ん
な
る
心
理
学
的
概
念
で
は
な
く
、
解
釈
学
的
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
の
宗
教
的
体
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験
の
理
解
に
は
、
別
の
意
味
で
不
可
避
の
困
難
が
伴
う
こ
と
に
な
っ
た
）
29
（

。

　

生
と
死
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
の
間
の
親
近
性
は
偶
然
で
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
の
歴
史
意
識
に
基
づ
く
現
在
重
視
の
時
間
論

か
ら
帰
結
す
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
二
人
の
時
間
把
握
の
探
究
に
進
む
こ
と
に
す
る
。

六　

歴
史
的
生
・
歴
史
意
識
・
時
間

（
一
）
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
過
去
・
現
在
・
未
来
の
把
握

　

最
初
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
に
お
け
る
時
制
の
三
様
態
に
関
す
る
親
近
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
考
察
は
、
彼
ら
の
現
在
重
視
の

主
張
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
相
違
点
を
際
立
た
せ
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
歴
史
的
理
性
批
判
」
構
想
の
出
発
点
と
な
っ
た
カ
ン
ト
の
理
性

批
判
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
と
共
に
超
歴
史
的
で
ア
プ
リ
オ
リ
な
直
観
形
式
と
い
う
時
間
把
握
を
批
判
し
た
。
こ
の
点
で
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
時

間
が
生
の
現
実
的
表
明
と
す
る
ベ
ル
ク
ソ
ン
的
な
見
解
に
近
い
が
、
彼
の
時
間
経
験
は
、「
持
続
」
と
い
う
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
見
解
を
受
け

入
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
時
間
を
体
験
と
結
び
付
け
た
）
30
（

。

　

田
辺
も
ま
た
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
時
間
論
の
独
創
性
を
認
め
て
、
そ
れ
が
「
ベ
ル
グ
ソ
ン
や
フ
ッ
サ
ー
ル
の
非
歴
史
的
な
る
生
意
識
の
心

理
学
な
い
し
現
象
学
と
異
な
る
、
歴
史
存
在
の
解
明
に
存
す
る
」（
十
二
：
二
六
五
「
数
理
の
歴
史
主
義
展
開
」）
と
指
摘
し
た
。
田
辺
は
、

同
時
に
「
時
間
直
観
そ
の
も
の
が
歴
史
の
構
造
と
そ
の
解
釈
と
に
規
定
せ
ら
れ
る
」（
同
頁
）
と
い
う
点
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
認
識
を
共
有

す
る
。

　

第
二
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
る
時
間
と
体
験
を
結
合
す
る
見
解
は
、
彼
の
現
在
重
視
の
考
え
と
現
在
、
す
な
わ
ち
生
の
消
滅
可
能
性
に
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目
を
向
け
る
こ
と
を
促
す
。
彼
は
、
時
間
の
不
断
の
動
き
が
現
在
の
範
囲
の
拡
張
に
用
い
ら
れ
、
時
間
の
体
験
は
時
間
を
前
進
運
動
と
考

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
、
と
見
た
。

　

デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、「
具
体
的
な
時
間
は
、
現
在
（G

egenw
art

）
の
休
み
な
い
推
移
の
う
ち
に
あ
る
。
そ
の
推
移
の
う
ち
で
、

現
在
の
も
の
（das G

egenw
artige

）
は
た
え
ず
過
去
と
な
り
、
未
来
の
も
の
は
現
在
と
な
る
。
現
在
は
、
実
在
性
に
よ
っ
て
瞬
間
を
充

実
す
る
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
は
ま
た
、そ
の
瞬
間
の
記
憶
と
対
立
す
る
体
験
で
あ
り
、あ
る
い
は
未
来
に
対
し
て
体
験
可
能
な
も
の
の
﹇
…
﹈

対
立
す
る
体
験
で
あ
る
」（G

S:V
II72

「
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け
に
関
す
る
研
究
」）。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
場
合
、
現
在
の
う
ち
に
の
み
時
間

の
充
実
が
あ
り
、
生
の
充
溢
が
あ
る
。

　

ま
た
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
現
在
の
重
要
性
に
つ
い
て
「
現
実
的
時
間
の
こ
の
特
性
は
、
わ
れ
わ
れ
が
つ
ね
に
現
在
に
生
き
て
お
り
、
さ
ら

に
わ
れ
わ
れ
の
生
の
た
え
ざ
る
消
滅
可
能
性
（K

orruptibilität

）」（G
S:V

II72

）
が
含
ま
れ
る
、
と
把
握
し
た
。
生
は
不
断
の
動
き
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
体
験
は
本
性
上
構
造
的
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
体
験
は
、
現
前
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
を
知
識
に
よ
っ

て
固
定
す
る
こ
と
な
く
構
造
化
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
こ
こ
に
「
学
と
し
て
の
哲
学
」
と
「
生
の
哲
学
」
の
流
動
性
、
彼
の
言
葉
で
言

え
ば
、「
生
の
力
動
性
（die Lebendigkeit des Lebens
）」
と
の
矛
盾
対
立
と
和
解
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
た
。

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
の
時
間
把
握
の
共
通
点
は
、
両
者
の
時
間
論
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
時
間
論
と
の
相
違

点
を
照
ら
し
出
す
。
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
は
、
歴
史
意
識
の
基
本
構
造
を
ほ
ぼ
共
有
す
る
。
歴
史
の
連
続
性
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
場
合
、

ま
ず
生
の
不
断
の
運
動
で
あ
り
、
次
に
「
世
代
」
を
経
た
生
の
体
験
の
構
造
的
な
レ
ベ
ル
の
連
続
的
表
現
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
田

辺
の
場
合
、「
死
は
生
の
自
覚
の
媒
介
」
で
あ
っ
た
。「
真
に
具
体
的
な
る
歴
史
的
時
間
」
は
、「
過
去
と
未
来
と
を
媒
介
す
る
﹇
…
﹈
絶

対
無
の
象
徴
」
と
し
て
の
「
現
在
の
三
一
性
」（
十
二
：
二
二
七
―
八
）、
そ
し
て
「
生
と
死
の
媒
介
」
の
絶
対
弁
証
法
に
よ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、学
問
と
個
種
類
に
お
け
る
生
の
時
間
の
総
合
統
一
に
よ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
克
服
の
努
力
が
窺
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、田
辺
と
デ
ィ
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ル
タ
イ
の
思
索
に
は
、「
生
と
死
」
の
構
造
的
把
握
と
歴
史
意
識
に
貫
か
れ
た
時
制
の
三
様
態
と
に
共
通
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
の
体
験
を
め
ぐ
る
デ
ィ
レ
ン
マ
に
も
う
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
で
は
、
歴
史
的
生
の

概
念
化
の
可
能
性
は
、「
確
定
的
―
不
確
定
的bestim

m
t-unbestim

m
t

」
な
在
り
方
を
す
る
。
し
た
が
っ
て
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
学
の
立

場
か
ら
言
え
ば
、
言
語
の
意
味
の
解
釈
は
、
文
脈
上
あ
る
不
確
定
的
な
意
味
連
関
と
の
闘
い
で
あ
り
、
歴
史
解
釈
に
関
す
る
ど
の
よ
う
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
連
続
体
を
言
語
的
に
規
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
不
確
定
な
も
の
と
し
て
再
解
釈
に
委
ね
ら
れ
ざ
る
を
得
な
い
）
31
（

。
時
間

的
現
前
と
し
て
理
解
さ
れ
た
体
験
は
、
解
釈
の
中
核
を
言
語
的
に
規
定
す
る
が
、
つ
ね
に
あ
る
不
確
定
的
な
側
面
と
の
両
面
性
・
対
立
性

を
免
れ
な
い
（G

S:V
II 220

）。
他
方
、
田
辺
は
こ
の
歴
史
解
釈
の
不
確
定
性
の
克
服
を
意
図
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
主
義
克
服
の
岐
路

　

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
歴
史
主
義
と
は
異
な
り
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
区
別
が
物
体
と
精
神
の
そ
れ
の
よ
う
に
領
域
的
区
別
で
は
な

く
、
方
法
論
的
区
別
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。
ま
た
彼
は
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
よ
っ
て
、
精
神
科
学
の
根
底
に
あ
る
「
歴
史

的
生
」
の
謎
に
迫
ろ
う
と
し
た
。
彼
の
歴
史
的
生
は
現
在
と
い
う
瞬
間
に
あ
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
学
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
批
判
し
た
歴

史
主
義
と
は
異
質
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
。

　

他
方
、
田
辺
も
「
学
と
し
て
の
哲
学
」
と
「
生
の
哲
学
」
の
矛
盾
対
立
に
直
面
し
、
彼
の
歴
史
主
義
の
立
場
か
ら
ハ
イ
デ
ガ
ー
解
釈
学

の
克
服
に
向
か
っ
た
。
田
辺
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
は
、
歴
史
の
本
質
的
構
造
の
解
明
に
あ
り
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
批
判
し
た
「
歴
史
主

義
」
と
は
異
質
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
主
義
克
服
の
岐
路
を
示
唆
す
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
歴
史
主
義
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
、



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

二
四

歴
史
的
生
と
そ
の
体
験
、
体
験
の
表
現
、
表
現
の
解
釈
学
的
理
解
を
通
し
て
、
生
の
体
験
に
よ
っ
て
精
神
科
学
の
普
遍
化
可
能
性
を
追
求

し
た
。
こ
の
場
合
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
境
界
設
定
を
企
て
、
そ
の
前
提
下
で
精
神
科
学
の
固
有
性
を
確
保
し

よ
う
と
し
た
。
彼
の
解
釈
学
の
根
底
に
あ
る
歴
史
意
識
は
、
主
体
に
よ
る
認
識
論
的
観
点
か
ら
の
歴
史
的
世
界
の
構
成
と
、
歴
史
的
生
の

客
観
態
の
存
在
論
的
解
釈
に
も
貫
か
れ
て
い
た
。
だ
が
、
歴
史
認
識
の
学
問
性
を
自
己
解
釈
に
よ
り
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
た
「
歴
史
的
理

性
批
判
」
の
試
み
は
、
歴
史
の
体
系
的
認
識
を
意
図
す
る
限
り
「
歴
史
主
義
」
の
制
限
を
克
服
し
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
田
辺
は
、
徹
底
的
歴
史
主
義
を
標
榜
し
て
歴
史
主
義
に
対
す
る
自
然
主
義
の
前
提
と
そ
の
克
服
を
試
み
た
。
彼
は
、
歴
史
と
自

然
、
歴
史
科
学
と
自
然
科
学
と
の
対
立
と
い
う
西
洋
思
想
の
構
図
と
共
に
「
啓
蒙
の
弁
証
法
」
に
通
じ
る
「
科
学
技
術
の
た
め
に
裏
切
ら

れ
」
た
「
生
の
哲
学
」
の
自
己
矛
盾
を
超
克
し
よ
う
と
し
た
（
一
三
：
一
六
六
）。
要
す
る
に
田
辺
は
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
の
領
域

的
区
別
の
制
約
と
限
界
を
克
服
し
自
身
の
哲
学
の
体
系
化
を
目
指
し
て
、
宗
教
的
体
験
の
無
即
愛
と
学
問
、
感
情
と
理
性
と
の
総
合
統
一

を
試
み
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
田
辺
に
よ
る
時
間
の
三
様
態
と
現
在
重
視
の
時
間
観
は
、
歴
史
的
時
間
に
よ
る
学
問
観
と
そ
の
基
礎
に
あ

る
伝
統
的
な
理
性
主
義
と
を
解
体
す
る
試
み
に
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
田
辺
の
論
述
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
は
異
な
り
「
歴
史
」

概
念
に
必
要
な
時
間
の
持
続
性
や
「
世
代
」
の
説
明
を
欠
く
限
り
）
32
（

、
多
く
の
読
者
に
と
っ
て
理
解
困
難
な
課
題
を
残
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
）
33
（

。

　

要
す
る
に
、
田
辺
の
歴
史
主
義
は
、
歴
史
主
義
克
服
を
目
指
し
た
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
歴
史
意
識
克
服
を
意
図
し
た
。
ま
た

田
辺
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
は
、
人
間
精
神
の
同
型
性
を
踏
ま
え
た
試
み
で
あ
っ
た
。
あ
の
「
い
は
ゆ
る
」
に
は
、
こ
う
し
た
事
態
が

示
唆
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
34
（

。



二
五

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

結
論　

デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
と
の
「
へ
だ
た
り
」
と
「
象
徴
」
を
手
掛
か
り
に
し
て

　

田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
見
解
は
、
歴
史
の
正
し
き
理
解
が
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
に
属
し
、
そ
の
狙
い
が
歴
史
の
本
質
的
構
造
の
解
明

に
あ
る
と
見
な
す
点
で
も
共
通
す
る
。
他
方
、
両
者
の
間
に
は
根
本
的
な
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
が
彼
ら
の
歴
史
理
解
の
「
ズ
レ
」
を
生
じ

た
。
そ
れ
は
、精
神
科
学
の
可
能
性
の
制
約
を
問
う
「
歴
史
的
な
理
性
批
判
」
に
よ
り
歴
史
主
義
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
デ
ィ
ル
タ
イ
と
、

歴
史
主
義
を
標
榜
し
絶
対
批
判
に
よ
る
「
歴
史
的
理
性
の
批
判
」
を
展
開
し
た
田
辺
と
の
根
本
的
相
違
に
由
来
す
る
。
ま
た
本
稿
は
、
彼

ら
の
歴
史
意
識
に
基
づ
く
生
、
生
と
死
、
時
間
の
捉
え
方
の
親
近
性
と
差
異
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
が

弁
証
法
と
解
釈
学
と
い
う
哲
学
的
立
場
の
「
ズ
レ
」「
へ
だ
た
り
」（D

istanz

）
を
超
え
て
歴
史
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
し
た
点
で
類
比
的
関

係
を
表
現
し
て
い
る
。

　

今
日
、「
理
性
」
に
依
拠
し
た
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
で
は
な
く
、「
歴
史
的
構
想
力
の
批
判
」
等
の
試
み
も
見
ら
れ
る
。
だ
が
、
デ
ィ

ル
タ
イ
の
よ
う
に
意
志
・
感
情
・
知
性
の
働
き
を
全
体
と
し
て
解
釈
学
的
に
理
解
す
る
立
場
に
せ
よ
、
田
辺
の
よ
う
に
絶
対
批
判
の
徹
底

と
弁
証
法
に
よ
り
知
・
情
・
意
・
信
を
統
一
的
に
把
握
す
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
歴
史
的
構
想
力
の
働
き
を
軽
視
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
人
間
は
歴
史
の
主
体
と
共
に
歴
史
に
制
約
さ
れ
た
相
互
に
異
質
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
生
は
論
理
的
把
握
に
限
界
が
あ
る
と
い
う
意

味
で
謎
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
象
徴
的
表
現
が
不
可
避
と
な
る
。
二
人
に
は
、「
生
」
の
探
究
の
中
で
挫
折
し
な
お
も
言
語
の
限
界
に
迫
ろ

う
と
す
る
矛
盾
し
た
思
索
が
窺
わ
れ
る
。
本
稿
が
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
「
重
ね
読
み
」
に
よ
っ
て
、
複
雑
化

し
た
文
化
と
言
語
ゲ
ー
ム
の
世
界
の
中
で
「
渦
動
す
る
象
徴
」
と
「
生
の
象
徴
」
を
手
掛
か
り
に
し
て
）
35
（

、
理
解
不
可
能
な
他
者
の
理
解

可
能
性
を
示
唆
で
き
た
と
す
れ
ば
、
筆
者
の
試
み
は
無
益
な
営
み
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

二
六

凡
例

　
『
田
邊
元
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
三
十
八
―
三
十
九
年
）
か
ら
の

引
用
は
、
巻
数
と
頁
数
を（
三
：
一
二
三
）
の
よ
う
に
記
す
。
な
お
原

則
と
し
て
、
漢
字
を
常
用
漢
字
に
変
更
し
た
。

　

ド
イ
ツ
語
版『
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
』（W

ilhelm
 D

ilthey: G
e-

sam
m

elte Schriften.26 B
de. 1914-2006, Vandenhoeck &

 
R

uprecht) 

か
ら
の
引
用
は
、
本
文
及
び
注
に
巻
数
を
ロ
ー
マ
数
字

で
、ペ
ー
ジ
数
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で（G

S:V
30

）の
よ
う
に
表
記
す
る
。

な
お
、日
本
語
訳
は
、原
則
と
し
て
日
本
語
版『
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
』（
西

村
皓
・
牧
野
英
二
編
集
代
表
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
三
年
以
降

刊
行
中
）
の
訳
文
を
使
用
し
た
が
、
未
公
刊
の
文
献
や
既
訳
書
に
つ
い

て
も
適
宜
、
筆
者
独
自
の
訳
を
試
み
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

注（
1
） 

本
稿
は
、「
第
三
十
八
回 

西
田
・
田
辺
記
念
講
演
会
」（
二
〇
二
二

年
六
月
四
日
開
催
）に
お
け
る
口
頭
発
表
用
原
稿「
田
辺
哲
学
と「
歴
史

的
理
性
批
判
」
―
―
田
辺
元
没
後
六
〇
年
を
記
念
し
て
」
に
加
筆
・
修

正
を
施
し
た
論
考
で
あ
る
。
な
お
、
上
原
麻
有
子
教
授
は
、
筆
者
に
本

講
演
会
の
発
表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
本
紀
要
へ
の
寄
稿

を
お
勧
め
く
だ
さ
っ
た
。
上
原
教
授
に
は
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
2
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る「
医
療
の
政
治
化
」

や
自
由
と
安
全
と
の
パ
ラ
ド
ク
ス
及
び
そ
の
解
決
等
に
関
し
て
は
、
次

の
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
牧
野
英
二「
危
機
管
理
の
哲
学
―
―
自

由
と
安
全
の
パ
ラ
ド
ク
ス
の
解
消
に
向
け
て
」（『
理
想
』
七
〇
五
号
、

二
〇
二
一
年
二
月
、
四
―
十
五
頁
）。

（
3
） 

日
本
哲
学
会
で
も
、「
人
新
世（A

nthropocene

）」が
本
格
的
に

論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
日
本
哲
学
会
編『
哲
学
』第
七
十
一
号
所

収〈
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉「
環
境
思
想
の
再
検
討
―
―
「
人
新
世
」
を

め
ぐ
っ
て
」、
二
〇
二
〇
年
）を
参
照
。〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
〉で
は
、

「
日
本
に
限
っ
て
も﹇
…
﹈場
所
や
風
土
を
め
ぐ
る
哲
学
的
思
索（
西
田
・

和
辻
・
ベ
ル
ク
）な
ど
、
関
連
す
る
先
行
的
取
り
組
み
も
少
な
く
な
い
」

（
九
頁
）と
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、田
辺
哲
学
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
点
も
ま
た
、
田
辺
研
究
の
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
4
） 

本
稿
で
は
、「
ズ
レ
」「
へ
だ
た
り
」（D

istanz

）
と
い
う
タ
ー

ム
を
操
作
概
念
と
し
て
使
用
す
る
。
筆
者
は
、
ガ
ダ
マ
ー『
真

理
と
方
法
』
の
用
語
法
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
。V

gl. H
. -G

. 
G

adam
er,W

ahrheit und M
ethode, 1960,5.A

ufl.(durchges.u. 
erw.)1986.Tübingen S.135,137,301f.,448,457. 

本
稿
で
は
、
ガ



二
七

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

ダ
マ
ー
と
同
様
に
過
去
の
歴
史
・
伝
統
・
異
文
化
や
テ
ク
ス
ト
、
他
言

語
及
び
翻
訳
上
の
ズ
レ
・
へ
だ
た
り
・
距
離
等
を
含
む
広
義
の
異
質
な

他
者
の
理
解
に
お
け
る
そ
れ
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
デ
ィ
ル

タ
イ
と
田
辺
の
哲
学
的
特
徴
と
差
異
を
際
立
た
せ
る
狙
い
が
あ
る
。
そ

の
際
、筆
者
も
ま
た
、解
釈
者
と
し
て
上
記
の
解
釈
上
の「
ズ
レ
の
渦
流
」

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。

（
5
） 

田
辺
の
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
執
筆
さ
れ
た
諸
論
考

に
よ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判
に
つ
い
て
は
、
拙
論「
田
辺
と
デ
ィ
ル
タ
イ

に
お
け
る
哲
学
的
思
索
の「
家
族
的
類
似
性
」
―
―
『
デ
ィ
ル
タ
イ
＝

ヨ
ル
ク
往
復
書
簡
集
』と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
影
響
作
用
史
再
考
」（
廖
欽
彬・

河
合
一
樹
編『
田
辺
元
没
後
六
〇
周
年
記
念
論
集
』法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
二
二
年
一
一
月
）を
参
照
。

（
6
） 

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
一
面
的
な
デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
に
つ
い
て
は
、

前
掲
拙
論
を
参
照
。
な
お
、
後
出
の「
歴
史
主
義
」
の
研
究
書
を
刊
行

し
た
シ
ュ
ネ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
評
価
は
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
系
譜
に
属
す
る
解
釈
学
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。V

gl. 
H

erbert Schnädelbach, Philosophie in D
eutschland 1831-

1933, Frankfurt am
 M

ain 1983,S.154.

（
7
） 

本
文
で
後
述
す
る
よ
う
に
、『
存
在
と
時
間
』
で
も
言
及
さ
れ
た

『
体
験
と
創
作
』（
一
九
〇
六
）
の
中
で
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
田
辺
も
注
目

し
た
ド
イ
ツ
の
詩
人
、
ゲ
ー
テ
や
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
等
の
文
学
作
品
と
詩

的
想
像
力
と
の
関
係
を
考
察
し
て
い
る
。
田
辺
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ

る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
作
へ
の
思
索
を
念
頭
に
置
い
て「
マ
ラ
ル
メ
覚

書　

詩
と
哲
学
」や「
生
の
存
在
学
か
死
の
弁
証
法
か
」等
で
言
及
し
て

お
り
、
こ
こ
で
も
デ
ィ
ル
タ
イ
と
田
辺
と
の
隠
さ
れ
た
関
係
が
窺
わ
れ

る
。

（
8
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
バ
ー
ゼ
ル
大
学
就
任
講
義
」（
一
八
六
七
）
の

中
で
、「
哲
学
は
ヘ
ー
ゲ
ル
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
フ
ィ
ヒ
テ
を
超

え
て
カ
ン
ト
に
立
ち
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（G

S:V
13

）
と
述
べ

た
。
だ
が
、
田
辺
の
よ
う
に
ヘ
ー
ゲ
ル
へ
と
再
び
立
ち
帰
っ
た
の
は
晩

年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

（
9
） 

ガ
ダ
マ
ー
は
、
田
辺
の
上
記
論
文
執
筆
数
年
後
に
刊
行
さ

れ
た「
歴
史
的
理
性
批
判
の
限
界
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、「
歴

史
的
理
性
批
判
と
い
う
幻
想
」
と
い
う
表
現
で
デ
ィ
ル
タ
イ
を

批

判

し

た
。V

gl.G
adam

er,D
ie G

renzen der historischen 
Vernunft,1949,S.175-178.In:G

esam
m

elte W
erke, B

d.10.
Tübingen 1995.

（
10
） 
田
辺
と
同
様
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
も
強
い
実
践
的
関
心
に
基
づ
い

て
、「
哲
学
は
、行
為
す
る
生
に
と
っ
て
、様
々
な
重
要
な
方
面
で
、社
会
、

人
倫
的
相
互
作
用
、
教
育
、
法
の
う
ち
で﹇
…
﹈
実
り
豊
か
な
前
提
条



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

二
八

件
を
与
え
る
」（G

S:V
27

）
こ
と
に
よ
っ
て
、
精
神
科
学
の
基
礎
づ
け

を
意
図
し
て
い
た
。

（
11
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
き
わ
め
て
多
様
な
学
問
分
野
の
研
究
に
取
り

組
ん
だ
た
め
に
、『
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
生
涯
』や『
精
神
科
学

序
説
』
等
の
主
要
著
作
は
第
一
巻
で
中
断
し
、
そ
れ
ら
を
完
結
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
は「
第
一
巻
の
男
」
と
も
呼

ば
れ
た
。V

gl. Frithjof R
odi, M

orphologie und H
erm

eneutik: 
Zur M

ethode von D
iltheys Ästhetik, Stuttgart 1969, S11.

（
12
） 

近
代
に
お
け
る「
歴
史
主
義（H

istorism
us

）」
に
は
多
様
な
意

味
が
あ
り
、
こ
の
概
念
の
理
解
に
際
し
て
は
、
差
し
当
た
り「
特
に

歴
史
が
問
題
と
な
る
意
識
な
い
し
思
索
」（Friedrich Jaeger / Jörn 

R
üsen, G

eschichte des H
istorism

us, C
.H

. B
eck 1992.S.5ff.

）

及
び
十
九
世
紀
の
精
神
科
学
に
焦
点
を
当
て
た
用
法
を
看
過
す
べ
き
で

は
な
い
。
こ
の
見
解
を
採
用
す
る
点
で
、
田
辺
や
デ
ィ
ル
タ
イ
も
共
通

の
認
識
を
有
す
る
。な
お
、こ
の「
歴
史
主
義
」の
諸
相
を
考
察
し
た
シ
ュ

ネ
ー
デ
ル
バ
ッ
ハ
の
次
の
研
究
は
、
従
来
曖
昧
な「
歴
史
主
義
」
概
念

を
明
確
に
し
た
点
で
、こ
の
分
野
の
優
れ
た
先
行
研
究
で
あ
る
。
但
し
、

本
書
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
歴
史
主
義
と
の
関
係
に
は
十
分
立
ち
入
っ
て

お
ら
ず
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
主
義
克
服
の
試
み
に
対
す
る
検
討
も
不

十
分
で
あ
る
。V

gl. Schnädelbach, G
eschichtsphilosophie nach 

H
egel:D

ie Problem
e des H

istorism
us, K

arl A
lber 1974. 

そ
の

主
要
な
理
由
は
、
本
書
刊
行
時
に
ド
イ
ツ
語
版
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
の
刊

行
が
第
一
六
巻
ま
で
で
、「
デ
ィ
ル
タ
イ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た『
精
神
科
学
序
説　

第
二
巻
』
遺
稿
の
刊
行（
一
九
八
二
）

以
前
の
文
献
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

（
13
） 

他
方
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
歴
史
的
叙
述
に
関
す
る
論
考
だ
け
を
考

慮
し
た
伝
統
的
な
デ
ィ
ル
タ
イ
評
価
は
、
彼
を
歴
史
家
と
見
な
す
解
釈

も
根
強
か
っ
た
。
例
え
ば
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、「
デ
ィ
ル
タ
イ
は
哲
学

者
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
歴
史
家
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
を
展
開
し
た
。

V
gl. H

einrich R
ickert, D

ie Philosophie des lebens, Tübingen 
1920, S.46.

（
14
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
哲
学
に
お
け
る「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

の
射
程

に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
が
参
考
に
な
る
。V

gl. H
ans-U

lrich 
Lessing,W

ilhelm
 D

iltheys “Einleitung in die G
eistesw

issen-
schaften ” D

arm
stadt 2001. Frithjof R

odi,D
iltheys K

ritik der 
historischen Vernunft-Program

m
 oder System

?, in: D
as struk-

turierte G
anze, G

öttingen 2003, S.36-65.
（
15
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
者
の
間
で
は
、
こ
の「
変
化
」
に
つ
い
て
デ
ィ

ル
タ
イ
が
心
理
学
的
立
場
を
棄
て
解
釈
学
の
立
場
に
変
わ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
解
釈
学
の
立
場
に
移
行
し
て
も
心
理
学
的
な
要
素
を
残
し
て



二
九

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

い
る
と
す
る
見
解
を
取
る
か
に
つ
い
て
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
。

（
16
） V

gl. G
S:X

IX
 X

X
X

X
-X

LI.

（
17
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、「
明
ら
か
に
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
相

違
は
、
二
種
類
の
対
象
を
区
別
す
る
こ
と
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
。
自
然
的
対
象
と
精
神
的
対
象
と
の
相
違
等
の
よ
う
な
も
の
は
存

在
し
な
い
」（G

S:V
 248

）
と
明
言
し
た
。
日
本
の
哲
学
史
受
容
の
過

程
で
、
新
カ
ン
ト
学
派
、
特
に
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
や
リ
ッ
カ
ー
ト
の

影
響
下
で
ド
イ
ツ
哲
学
を
移
入
し
た「
偏
向
し
た
哲
学
及
び
哲
学
史
解

釈
」
が
定
着
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
め
、
こ
う
し
た
誤
っ
た
通
説
が
一
般

化
し
た
。

（
18
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
に
対
す
る
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
影
響
は
、

一
八
九
〇
年
代
ま
で
の
心
理
学
的
諸
論
考
に
見
ら
れ
る
。V

gl.
H

ans-U
lrich Lessing,D

ilthey und Johannes M
üller.Von der 

Sinnesphysiologie zur deskriptiven Psychologie,in:M
.W

agner 
und B

.W
arig-Schm

idt(H
rsg.), Johaness M

üller und die 
Philosophie, B

erlin 1992.

（
19
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
と
ヒ
ス
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
場
合
、
デ
ィ
ル

タ
イ
に
対
す
る
バ
ッ
ハ
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な

お
、
バ
ー
ゼ
ル
大
学
在
職
中
に
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
ヒ
ス
に
対
す
る
関

心
に
つ
い
て
父
親
及
び
友
人
宛
の
書
簡
で
言
及
し
て
い
る
。V

gl.G
. 

K
ühne-B

ertram
 und H

.-U
.Lessing

（H
rsg.

）, W
ilhelm

 D
ilthey 

Briefw
echsel, B

and I:1852-1882. G
öttingen 2011, S.404-405. 

428f.

（
20
） 

田
辺
に
よ
る
カ
ン
ト
の
二
律
背
反
の
解
決
方
法
と
し
て「
平
和
的

解
決
」
を
提
唱
し
た
点
は
、
日
本
の
カ
ン
ト
研
究
史
か
ら
見
て
も
興
味

深
い
。
田
辺
自
身
は
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
を
克
服
す
る
た
め
に「
平

和
的
解
決
」
と
い
う
法
的
・
政
治
的
意
味
を
考
慮
し
て
、『
永
遠
平
和

の
た
め
に
』（Zum

 ewigen Frieden,1795

）
を
想
起
さ
せ
る
表
現
を

使
用
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
日
本
の
カ
ン
ト
哲
学
の
研
究

史
で
も
、
一
時
期『
純
粋
理
性
批
判
』に
お
け
る「
理
性
の
法
廷
」や「
永

遠
平
和
」
と
い
う
用
語
に
よ
っ
て
二
律
背
反
の
解
決
を
試
み
る
傾
向
が

目
立
っ
た
。
こ
の
意
味
で
も
、「
カ
ン
ト
の
目
的
論
」
に
限
ら
ず
、
田

辺
哲
学
は「
哲
学
史
研
究
」
に
多
く
の
思
索
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
宝
庫

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
21
） 

生
と
思
考
と
の
関
係
に
つ
い
て
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
理
性
的
思
考

の
制
限
を
強
調
す
る
見
解
を
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
思

考
は
生
の
う
ち
に
あ
り
、
し
た
が
っ
て
生
そ
れ
自
身
の
背
後
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
生
は
思
考
に
と
っ
て
依
然
と
し
て
究
め
難
く
、
生
は

思
考
そ
れ
自
身
が
そ
こ
で
現
れ
る
事
実
で
あ
る
」（G

S:X
IX

 347

「
生

と
認
識
」）。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

三
〇

（
22
） 
音
楽
に
よ
る
共
同
性
へ
の
影
響
力
は
、
文
化
人
類
学
や
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
研
究
の
領
域
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
宗
教
的
体
験

や
共
同
体
的
感
覚
と
音
楽
と
の
関
係
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
に
限
ら

ず
宗
教
儀
式
に
お
け
る
讃
美
歌
・
読
経
・
念
仏
等
の
役
割
と
の
関
係
を

含
め
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
因
み
に
、
田
辺
の「
実
存
協
同
」
と
の

関
係
か
ら
補
足
す
れ
ば
、
生
者
と
死
者
と
の
関
係
は
、
同
時
に
生
者
相

互
の
媒
介
的
関
係
と
不
可
分
で
あ
る
こ
と
は
贅
言
を
費
や
す
ま
で
も
な

い
だ
ろ
う
。

（
23
）  

田
辺
と
同
様
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
も
音
楽
を
聴
く
こ
と
は
行
為
で

あ
る
と
看
破
し
た
。「
音
楽
と
宗
教
と
は
最
も
親
密
な
姉
妹
で
あ
り
、

音
楽
を
聴
く
こ
と
は
、
音
楽
が
真
の
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
宗
教
的

行
為
で
あ
る
」。V

gl. D
er junge D

ilthey, zusam
m

engestellt von 
C

lara M
isch, Leipzig und B

erlin 1933,S.9.

（
24
） 

筆
者
は
、
論
文「
時
間
図
式
か
ら
世
界
図
式
へ
」
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
。
田
辺
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
現
存
在
の
時
間
性
の
重
要
性
と
共

に
、
現
存
在
を
規
定
す
る
世
界
の
歴
史
的
構
造
の
重
要
性
を
明
確
化
し

た
。「
図
式
時
間
か
ら
図
式
世
界
」で
は
、「
図
式（
世
界
）は
こ
の
意
味

で
い
わ
ゆ
る
歴
史
的
社
会
的
現
実
の
純
粋
形
成
を
意
味
す
る
」と
述
べ
、

そ
れ
を「〈
生
〉の
純
粋
形
成
と
い
っ
て
も
よ
い
」（
六
：
四
十
八
）と
主

張
し
た
。
こ
の
世
界
の
構
造
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
用
語
法
で
言
え
ば
、

歴
史
的
存
在
の
作
用
連
関
に
相
当
す
る
。
但
し
、
こ
の
論
考
の「
世
界

図
式
」
に
お
け
る
時
間
・
空
間
論
と
最
晩
年
の
歴
史
主
義
的
立
場
か
ら

の
時
間
・
空
間
論
を
同
義
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か
は
解

釈
が
分
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
25
） M

artin H
eidegger, Sein und Zeit, 12.A

ufl., Tübingen 
1972, S.247.

（
26
） 

特
に
新
カ
ン
ト
学
派
に
よ
る「
非
合
理
的
で
有
機
体
論
的
な
生

の
哲
学
者
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
評
価
に
負
の
影
響
を

与
え
た
。
フ
ッ
サ
ー
ル『
厳
密
な
学
と
し
て
の
哲
学
』（
一
九
一
一
）
に

よ
る
心
理
主
義
や
相
対
主
義
と
い
う
デ
ィ
ル
タ
イ
批
判
も
、
日
本
の

哲
学
者
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、『
生
の
哲
学
』

（
一
九
二
〇
）
の
中
で
生
の
哲
学
を
流
行
思
想
と
み
な
し
、
デ
ィ
ル
タ

イ
の
生
の
哲
学
は
生
物
学
主
義
で
あ
る
と
断
じ
た
。V

gl. H
einrich 

R
ickert, D

ie Philosophie des lebens, Tübingen 1920, S.46. 

デ
ィ
ル
タ
イ
の「
歴
史
的
理
性
批
判
」
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
三
木
清

も
、
同
じ
誤
り
に
陥
っ
た
。『
三
木
清
全
集
』
岩
波
書
店
、
第
六
巻
、

五
七
頁
以
下
参
照
。

（
27
） V

gl.  Ernst　

W
. O

rth und John M
. K

rois　

(H
rsg.), Ernst 

C
assirer, Sym

bol, Technik, Sprache, Aufsätze aus den Jahren 
1927-1933. Felix M

einer 1985.

『
シ
ン
ボ
ル
・
技
術
・
言
語
』（
篠



三
一

田
辺
哲
学
と
「
歴
史
的
理
性
批
判
」 

　〔
牧
野
〕

木
芳
夫・高
野
敏
行
訳
、法
政
大
学
出
版
局
、一
九
九
九
年
）所
収
の
ジ
ョ

ン
・
ク
ロ
イ
ス
執
筆
の
序
論（
本
訳
書
、
一
二
頁
）を
参
照
。

（
28
） 

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
こ
の
思
想
傾
向
は
、『
形
而
上
学
の
根
本

諸
概
念
』（
一
九
二
九
／
三
十
）第
四
五
節
以
下
の
生
物
学
及
び
生
物
に

対
す
る
論
述
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。特
に
四
六
節
以
後
の
論
述
を
参
照
。

（
29
） 

宗
教
的
体
験
と
そ
の
理
解
の
可
能
性
に
つ
い
て
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、

絶
筆「
宗
教
の
問
題
」（
一
九
一
一
）
に
お
け
る
最
後
の
部
分
で
も
模
索

し
て
い
た（G

S:V
I 304f.

）。

（
30
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
に
お
け
る
時
間
と
体
験
と
の
関
係
及
び
彼
と
ベ
ル

ク
ソ
ン
と
の
微
妙
な「
ズ
レ
」に
つ
い
て
は
、次
の
論
考
が
参
考
に
な
る
。

V
gl.R

udolf A
. M

akkreel, D
ilthey:Philosoph der G

eistesw
is-

senschaften. Ü
bers.von B

abara M
. K

ehn.Frankfurt am
 M

ain 
1991.S.436-439.

（
31
） V

gl.a.a.O
.,S.437.

（
32
） 

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
歴
史
理
解
に
と
っ
て「
世
代（G

eneration
）」

概
念
の
重
要
性
に
触
れ
て
い
る
。「
筆
者﹇
デ
ィ
ル
タ
イ
﹈は
、
世
代
と

い
う
歴
史
的
概
念
及
び
こ
の
概
念
と
関
連
す
る
概
念
を﹇『
体
験
と
創

作
』所
収
の
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
論
文（
一
八
六
五
年
執
筆
）や『
シ
ュ
ラ
ー

ア
ー
マ
ッ
ハ
―
の
生
涯
』第
一
巻
等
で
﹈展
開
し
た
。「
歴
史
的
連
続
性
」

「
歴
史
的
運
動
」「
世
代
」「
時
代
」「
時
期
」等
の
概
念
の
詳
細
な
規
定
は
、

精
神
科
学
の
構
成
の
叙
述
の
な
か
で
初
め
て
可
能
と
な
る
」。（G

S:V
II 

177,A
nm

.

）

（
33
） 

文
脈
が
異
な
る
が
、
筆
者
の
指
摘
と
一
部
重
な
る
田
辺
批
判
に

は
、
次
の
下
村
説
が
あ
る
。「
博
士
の
歴
史
の
概
念
の
核
心
は﹇
…
﹈消

滅
・
創
造
の
面
の
み
が
強
調
せ
ら
れ
、
い
わ
ば
微
視
的
な
歴
史
で
あ
っ

て
巨
視
的
で
な
く
、
歴
史
的
過
程
や
持
続
が
問
題
に
さ
れ
る
こ
と
が
少

な
い
。﹇
…
﹈
の
み
な
ら
ず
持
続
性
の
根
拠
も
簡
単
に
は
見
出
し
難
い
。

そ
れ
故
、
数
学
の
歴
史
主
義
が
強
調
さ
れ
て
も
そ
の
歴
史
性
は「
瞬
間

的
」
な
も
の
で
し
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
持
続
性
の
な
い
歴

史
は
歴
史
で
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
主
義
的
と
言
わ
れ
る
位
相

学（
ト
ポ
ロ
ギ
ー
）の
構
造
も
瞬
間
性
に
対
応
す
る
側
面
に
傾
く
。﹇
…
﹈

種
の
論
理
は
も
っ
ぱ
ら
個
人
と
社
会
と
の
否
定
媒
介
を
核
心
と
す
る
論

理
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
瞬
間
と
持
続
に
対
応
す
る
も
の
あ
ろ
う
が
、
こ

れ
は
未
だ
歴
史
の
論
理
と
し
て
十
分
で
あ
ろ
う
か
。」（『
下
村
寅
太
郎

著
作
集
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
第
一
二
巻「
田
邊
哲
学
に
お

け
る
数
理
哲
学
の
地
位
に
つ
い
て
」四
〇
八
頁
）。

（
34
） 

田
辺
の「
い
わ
ゆ
る
」
の
狙
い
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
が
含
ま

れ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
①「
世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
」、「
哲
学
史

の
常
識
と
し
て
」
と
い
う
意
味
。
②
生
前
の
西
田
幾
多
郎
ら
に
よ
る
推

薦
の
辞
付
き
で『
デ
ィ
ル
タ
イ
著
作
集
』（
創
元
社
）が
一
九
四
六
年（
昭
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三
二

和
二
一
年
）に
第
一
回
配
本『
歴
史
的
理
性
批
判
』と
し
て
刊
行
さ
れ
た

点
を
踏
ま
え
て
い
る
。③
田
辺
は
、デ
ィ
ル
タ
イ
の『
歴
史
的
理
性
批
判
』

構
想
を
自
身
の
立
場
に
引
き
付
け
重
ね
て
解
釈
す
る
こ
と
で
、
絶
対
批

判
の
立
場
か
ら
固
有
の
再
構
成
を
試
み
た
。
④
田
辺
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ

の「
歴
史
的
理
性
批
判
」か
ら「
距
離
」を
取
り
つ
つ
、
そ
れ
を
自
身
の

思
索
に
巻
き
込
む「
ズ
レ
」を
象
徴
す
る「
渦
動
」の
機
能
を
表
現
し
た
。

（
35
） 

両
哲
学
者
と
も「
象
徴（Sym

bol

）」
及
び「
ア
ナ
ロ
ギ
―

（A
nalogie

）」を
多
用
し
て
お
り
、
田
辺
の
表
現
で
は「
比
論
」、
デ
ィ

ル
タ
イ
の
表
現
で
は「
類
推
推
理
」の
検
討
が
肝
要
と
な
る
。
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ハ
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デ
ガ
ー
と
東
ア
ジ
ア
の
対
話

嶺
　

秀

樹

は
じ
め
に

　

一
九
七
〇
年
に
雑
誌
『
理
想
』
が
『
ハ
イ
デ
ガ
ー
生
誕
八
〇
年
記
念
特
集
』
を
組
ん
だ
際
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
求
め
に
応
じ
て
挨
拶
文
を

送
っ
て
い
る
）
1
（

。
そ
の
中
で
彼
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
初
め
に
「
尊
敬
す
る
思
索
家
田
辺
教
授
」
と
出
会
っ
て
以
来
、
自
分
の
「
思
惟
の

道
」
に
と
っ
て
「
東
亜
の
思
惟
と
西
洋
の
思
惟
と
の
あ
い
だ
」
の
対
話
が
重
要
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
こ
の
対
話
が
実
り
豊
か

な
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、「
両
者
の
側
か
ら
現
代
技
術
の
本
質
と
そ
の
権
力
へ
の
問
い
」
が
問
わ
れ
、「
東
亜
語
と
印
欧
語
と
の
根
本
構

造
の
か
か
わ
り
合
い
に
関
す
る
究
明
」
が
「
更
に
一
層
深
い
次
元
」
に
お
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
単

な
る
外
交
辞
令
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、「
言
葉
の
本
質
」
へ
の
問
い
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
後
期
の
「
存
在
の
思
索
」
を
根
本
か
ら
規
定
す

る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
若
い
と
き
か
ら
荘
子
を
ド
イ
ツ
語
訳
で
読
ん
で
お
り
、
禅
仏
教
に
も
親
近
感
を
い

だ
い
て
い
た
。
ま
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
蕭
欣
義
（Paul Shin-yi H

siao

）
と
の
共
同
作
業
で
老
子
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
よ
う
と

試
み
て
い
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
の
思
想
に
対
し
て
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
老
荘
な
ど
の
古
代
中
国
思
想
や
禅
仏
教
が
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
後
期
思
想
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
）
2
（

。
た
と
え
ば
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
メ
イ
は
、
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
を
探
索
し
て
、
禅
思
想
や
老
子
の
思
想
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
後
期
思
想
に
与
え
た
決
定
的
な
影
響
を
、
詳
細
に
論
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証
し
よ
う
と
し
て
い
る
）
3
（

。

　

も
っ
と
も
、わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
の｢

影
響｣

で
あ
っ
た
の
か
を
慎
重
に
見
き
わ
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
は
、
東
ア
ジ
ア
の
思
想
に
つ
い
て
直
接
語
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
す
る
東
ア
ジ
ア
の
影

響
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
宛
の
書
簡
で
）
4
（

、「
そ
の
国
の
土
着
の
言
葉
を
身
に
つ
け
て
い

な
い
も
の
」
に
関
し
て
は
ど
う
し
て
も
「
確
信
を
持
て
ず
懐
疑
的
」
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
東

ア
ジ
ア
の
伝
統
と
の
対
話
の
必
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、｢

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
東
ア
ジ
ア
の
対
話
」
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
東
ア
ジ
ア
の
思
惟
」
へ
の
関
心
の
所

在
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
後
期
の｢

存
在
の
思
索
」
に
と
っ
て
、「
東
ア
ジ
ア
の
思
惟
と
西
洋
の
思
惟
と
の
対
話
」

が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
不
可
欠
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
と
な
る
の
か
。
東
ア
ジ
ア
と
の
対
話
は
そ

も
そ
も
彼
の
思
索
に
内
在
す
る
本
質
的
契
機
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で

「
本
質
的
」
で
あ
る
の
か
。
こ
う
し
た
問
い
を
あ
ら
た
め
て
問
い
直
し
て
み
る
こ
と
が
本
論
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
手
が
か
り
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
著
し
た
「
言
葉
に
つ
い
て
の
対
話
―
―
ひ
と
り
の
日
本
人
と
問
う
人
と
の
間
の
」
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
老
子
に
関
心
を
い
だ
き
、
そ
れ
を
自
ら
翻
訳
し
よ
う
と
試
み
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、

「
東
ア
ジ
ア
の
思
惟
と
西
洋
の
思
惟
と
の
対
話｣

に
は
必
ず
言
語
の
問
題
、
ひ
い
て
は
翻
訳
の
可
能
性
の
問
題
が
絡
み
、
そ
れ
が
思
想
的

対
話
を
困
難
に
す
る
と
同
時
に
、
こ
う
し
た
対
話
に
潜
む
危
険
を
自
覚
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
新
た
な
対
話
の
可
能
性
が
生
ま
れ
る
こ
と

を
学
ぶ
で
あ
ろ
う
。



三
五

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
東
ア
ジ
ア
の
対
話
　〔
嶺
〕

一　

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
東
ア
ジ
ア
の
対
話
の
可
能
性

（
イ
）
対
話
に
潜
在
す
る
危
険

　

｢

言
葉
に
つ
い
て
の
対
話｣
は
、
一
九
五
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
論
集
『
言
葉
へ
の
途
上
』
）
5
（

に
収
録
さ
れ
て
い
る
六
つ
の

論
文
の
一
つ
で
あ
り
、
一
九
五
四
年
に
東
京
大
学
教
授
の
独
文
学
者
手
塚
冨
雄
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
を
訪
問
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
手
塚
に
よ
る
と
）
6
（

、
こ
の｢

言
葉
に
つ
い
て
の
対
話｣

は
、
部
分
的
に
は
手
塚
と
の
実
際
の
対
話
に
依
拠
し
た
と
こ

ろ
が
あ
る
も
の
の
、
か
な
り
の
部
分
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
の
創
作
で
あ
る
。
こ
の
「
対
話
」
は
、
九
鬼
周
造
の
思
い
出
か
ら
は
じ
ま
り
、

彼
の
「
い
き
」
の
問
題
に
及
ん
で
い
る
が
、
九
鬼
の
読
者
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
る｢

い
き
」
の
理
解
が
、
九
鬼
の
著
作
の
内
容

と
は
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
に
す
ぐ
に
気
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
ご
と
く
、「
い
き
」
は
、『
い
き
の
構
造
』
で
は
媚
態
、
意
気
地
、

諦
め
の
三
契
機
に
分
節
さ
れ
、｢

垢
抜
け
し
て
、
張
り
の
あ
る
、
色
っ
ぽ
さ｣

と
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
テ
ク

ス
ト
で
は
こ
う
し
た｢

い
き｣

の
中
心
概
念
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
。
あ
る
箇
所
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
日
本
人
に
、｢〈
い
き
〉

と
は
、
光
り
輝
く
魅
了
の
静
寂
の
風
の
そ
よ
ぎ
で
す
」
）
7
（

な
ど
と
説
明
さ
せ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
九
鬼
の
「
い
き
」
の
思
想
と
の
ず
れ

に
と
ま
ど
い
す
ら
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
対
話
で
ま
ず
九
鬼
を
登
場
さ
せ
、｢

い
き｣

に
つ
い
て
話
題
に
す
る
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
意
図
自
体
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
最
初
の
疑
問
は
、
九
鬼
が
「
い
き
」
の
よ
う
な
日
本
の
特
殊
な
美

意
識
や
芸
術
、
文
学
に
か
か
わ
る
こ
と
を
ド
イ
ツ
語
で
語
り
、
西
洋
の
美
学
的
概
念
で
も
っ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。｢

い

き｣

の
体
験
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
日
本
の
芸
術
の
本
質｣

は
、
美
学
の
助
け
を
借
り
て
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。｢

美
学
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的
な
考
察
」
は
そ
も
そ
も
東
ア
ジ
ア
的
思
考
に
馴
染
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。「
問
う
人
」（
ハ
イ
デ
ガ
ー
）
の
こ
う
し
た
疑
念
に
対
し
て
、

対
話
相
手
の
日
本
人
が
弁
明
し
、｢

日
本
語
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
対
象
を
明
確
に
秩
序
づ
け
て
、
そ
れ
ら
相
互
の
間
の
も
ろ
も
ろ
の
関
係

を
表
象
す
べ
き
、
限
定
す
る
力
が
欠
け
て
」
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
学
は
「
芸
術
と
し
て
、
文
学
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
か
か
わ
り
を
も

つ
も
の
を
捉
え
る
た
め
に
必
要
な
概
念
を
提
供
」
し
て
く
れ
る
の
で
す
と
説
明
し
て
も
、「
問
う
人
」
は
、「
そ
う
い
う
非
力
を
、
あ
な
た

は
本
当
に
あ
な
た
方
の
言
語
の
欠
陥
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か｣

と
、
素
っ
気
が
な
い
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
九
鬼
の
間

で
実
際
に
交
わ
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。「
対
話
」
に
お
け
る
こ
の
く
だ
り
は
、
お
そ
ら
く
手
塚
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
実

際
の
対
話
に
依
拠
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
一
時
間
」
の
中
で
、
手
塚
が
日
本
の
芸
術
の
特
質
に
つ
い
て
、「
感
性
的
」

で
あ
り｢

抽
象
的
な
思
弁
や
把
握
に
弱
く
、
そ
れ
に
対
す
る
動
機
も
う
す
い
」
と
説
明
し
た
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
日
本
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
概
念
体
系
を
追
い
か
け
て
、
東
ア
ジ
ア
的
日
本
的
伝
統
に
基
づ

く
芸
術
現
象
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
で
語
る
こ
と
の
当
否
で
あ
り
、
日
本
芸
術
の
東
ア
ジ
ア
的
本
質
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
表
象
圏
に
移
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
事
柄
の
本
質
が
明
ら
か
に
な
る
よ
り
も
む
し
ろ
隠
蔽
さ
れ
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
方
向
へ
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
単
な
る
異
文
化
間
の
対
話
の
困
難
や
翻
訳
の
可
能
性
の
問
題
と
捉
え
る
と
、
こ
こ
で
の
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
関
心
の
所
在
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
彼
が
こ
こ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
自
国
の
文
化
は
自
国
の
言
葉
で

し
か
語
る
こ
と
は
で
き
ず
理
解
も
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
自
文
化
中
心
主
義
の
問
題
で
は
な
く
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
の
思
索
」
が
ず
っ

と
問
い
続
け
て
き
た
西
洋
の
形
而
上
学
の
世
界
支
配
―
―
つ
ま
り
彼
の
存
在
史
的
思
索
に
よ
っ
て
顕
わ
に
な
っ
た
現
代
世
界
の
命
運
―
―

と
本
質
的
に
か
か
わ
る
事
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
九
鬼
が｢

日
本
の
芸
術
の
東
ア
ジ
ア
的
本
質｣

に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
際
に
、
対
話
の
言
葉
が
ド
イ
ツ
語
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
に
か
か
わ
る
。
九
鬼
が
ド
イ
ツ
語
で｢

い
き｣

の
現
象
を
、｢

感
覚
的

な
輝
き
が
も
た
ら
す
生
き
生
き
と
し
た
魅
了
を
通
し
て
超
感
覚
的
な
も
の
が
輝
き
出
る｣

と
説
明
す
る
と
き
）
8
（

、
た
と
え
そ
れ
が
日
本
の
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芸
術
の
一
側
面
を
言
い
当
て
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ゆ
え
ま
た
「
い
き
」
を
美
学
的
に
説
明
す
る
こ
と
の
誘
惑
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
い
と

し
て
も
、｢
感
覚
的
世
界
と
超
感
覚
的
世
界
と
の
区
別｣

に
も
と
づ
く
限
り
、
九
鬼
の
説
明
は
最
初
か
ら｢

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
表
象
領
域

に
無
理
に
は
め
込
ま
れ
て
」
お
り
、
西
洋
の
形
而
上
学
の
支
配
下
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
し
か
に
こ
こ
に
は
一
つ
の
危
険
が

待
ち
構
え
て
い
る
。

　

日
本
人
が
西
洋
の
形
而
上
学
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れ
た
概
念
を
使
用
し
、
自
国
の
芸
術
や
思
想
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
西
洋
の
形
而
上

学
の
歴
史
に
お
け
る
一
つ
の
出
来
事
で
あ
り
、
突
き
つ
め
て
言
え
ば
、
西
洋
の
形
而
上
学
の
世
界
支
配
が
及
ぼ
し
た
一
つ
の
帰
結
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
西
洋
の
形
而
上
学
が
東
西
を
含
め
て
一
つ
の
表
象
圏
を
形
成
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
東
ア
ジ
ア
や
そ
の
他
の
歴
史
的

文
化
的
伝
統
を
近
代
化
の
中
に
巻
き
込
み
解
体
さ
せ
る
と
と
も
に
、
西
洋
の
形
而
上
学
が
ま
す
ま
す
自
ら
の
元
初
か
ら
遠
ざ
か
り
、
自
ら

の
滞
在
の
場
所
を
喪
失
す
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
。「
い
き
」
を
め
ぐ
る
九
鬼
と
の
対
話
に
含
ま
れ
る
一
つ
の
事
実
、
そ
れ
は
こ
う
し
た

対
話
が
近
代
世
界
を
席
巻
す
る
科
学
技
術
の
支
配
と
け
っ
し
て
無
関
係
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
も
の
が
有
用
性
と
か
効
率

性
と
い
う
尺
度
か
ら
規
定
さ
れ
る
現
代
世
界
に
お
い
て
は
、
物
は
主
観
の
前
に
立
て
ら
れ
、「
表
象
」
さ
れ
た
対
象
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

他
の
も
の
に
用
立
て
ら
れ
る
べ
く
「
製
作
」
さ
れ
「
注
文
」
さ
れ
た｢

用
象
」（B

estand

）
と
い
う
あ
り
方
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

人
間
と
存
在
が
互
い
に
対
し
て
立
て
ら
れ

0

0

0

0

、｢

用
象｣

に
向
か
っ
て
無
制
限
に
駆
り
立
て
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

現
代
世
界
で
は
、
す
べ
て
の
も
の
が
機

能
化
さ
れ
、
計
算
さ
れ
、
価
値
づ
け
ら
れ
、
統
制
さ
れ
、
そ
の
固
有
性
を
奪
わ
れ
て
い
る
）
9
（

。
地
上
に
お
け
る
人
間
の
言
葉
は
ま
す
ま
す

乏
し
さ
を
加
え
、
一
般
的
な
水
平
化
に
向
か
っ
て
突
き
進
み
、
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
本
来
民
族
の
歴
史
的
伝
統
に
根

差
す｢

言
葉
の
本
質
」を
見
失
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
世
界
の
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
に
お
い
て
、「
東
ア
ジ
ア
の
思
惟
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
思
惟
と
の
間
の
実
り
豊
か
な
対
話
」
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
両
者
の
側
か
ら
「
現
代
技
術
の
本
質
と
そ
の
権
力
へ

の
問
い
」
を
十
分
な
形
で
問
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、「
東
ア
ジ
ア
の
言
語
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
の
根
本
構
造
の
関
わ
り
合
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い
」
が
「
一
層
深
い
次
元
」
で
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
危
機
意
識
を
も
っ
て
「
言
葉
の
本
質
」
を
問
お
う
と
す
る
ハ
イ

デ
ガ
ー
か
ら
見
る
と
、
日
本
語
に
、「
対
象
を
明
確
に
秩
序
づ
け
て
、
そ
れ
ら
相
互
の
間
の
関
係
を
表
象
す
べ
き
、
限
定
す
る
力
が
欠
け

て
」
い
る
と
い
う
指
摘
は
、一
面
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
そ
れ
は
日
本
語
が
形
而
上
学
的
言
語
で
は
な
い
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、

｢

欠
陥｣

を
意
味
す
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
根
本
的
関
心
が
理
解
で
き
る
な
ら
ば
、｢

い
き｣

に
つ
い
て
の
美
学
的
解
釈
の
危
険
を
指
摘
す
る
場
合

に
も
、
単
純
に
九
鬼
の
試
み
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
容
易
に
見
て
取
れ
よ
う
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
、
み
ず
か
ら
の
「
存

在
の
思
索
」
が
形
而
上
学
を
斥
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
い
つ
も
強
調
し
て
い
た
。
彼
は
、『
存
在
と
時
間
』
で
は
、
存

在
者
の
存
在
を
問
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
存
在
そ
の
も
の
の
意
味
を
問
わ
ず
に
放
置
し
て
き
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
形
而
上
学
の
「
存
在
忘

却
」
を
一
種
の
怠
慢
と
理
解
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
見
方
を
転
換
し
、｢

存
在
忘
却｣

を
「
存
在
が
存
在
者
か
ら
立
ち
去
る
」
と
い
う

意
味
で
の｢

存
在
離
却
」
と
み
な
そ
う
と
す
る
。
存
在
が
存
在
者
か
ら
脱
去
す
る
の
は
、
存
在
者
が
隠
蔽
さ
れ
ざ
る
も
の
と
し
て
開
示
さ

れ
ん
が
た
め
で
は
な
い
の
か
、
そ
の
意
味
で
形
而
上
学
の
本
質
に
は
「
存
在
そ
の
も
の
の
脱
去
」
が
属
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
こ

の
よ
う
に
、
形
而
上
学
が
問
わ
ず
に
お
い
た
も
の
に
帰
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
脱
去
す
る
存
在
」
の
内
に
存
在
者
を
そ
の
真
性
に
も

た
ら
す
出
来
事
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
か
ら
ニ
ー
チ
ェ
に
い
た
る
形
而
上
学
や
現
代
世
界
に
お
け
る
技
術
の
本
質

の
内
に
「
存
在
の
歴
運｣

（Seinsgeschick

）
を
見
て
取
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
史
的
思
索
」
は
、
そ
の
具
体
的
遂
行
で
あ
っ
た
。
形

而
上
学
か
ら
「
退
歩
」
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
の
こ
う
し
た
動
向
か
ら
み
れ
ば
、
九
鬼
の
試
み
に
対
す
る
疑
念
が
、
単
な
る
批
判
と
は

ま
た
違
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
東
ア
ジ
ア
の
芸
術
や
文
学
に
つ
い
て
西
洋
語
で
語

ろ
う
と
す
る
九
鬼
の
試
み
を
、
西
洋
の
形
而
上
学
の
一
つ
の
帰
結
と
し
て
認
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
危
険
を
自
覚
し
つ
つ
、
芸

術
や
「
言
葉
の
本
質
」
へ
の
問
い
を
あ
ら
た
め
て
問
う
必
要
性
を
喚
起
さ
せ
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
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イ
デ
ガ
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と
東
ア
ジ
ア
の
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話
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〕

（
ロ
）
言
語
の
源
泉
へ
の
問
い

　

異
な
る
言
語
間
の
対
話
に
は
数
々
の
困
難
が
と
も
な
う
。
対
話
が
一
方
の
言
語
で
し
か
行
わ
れ
ず
、
ど
ち
ら
か
が
自
ら
の
言
語
で
は
な

く
他
者
の
言
語
で
語
ら
ず
を
え
な
い
場
合
、
自
国
語
で
し
か
表
現
で
き
な
い
こ
と
を
別
の
言
語
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歪
み
が
生

じ
る
こ
と
は
多
々
あ
る
。
対
話
者
の
橋
渡
し
が
翻
訳
や
通
訳
を
通
し
て
し
か
可
能
で
な
い
場
合
に
は
、
対
話
は
よ
り
大
き
な
困
難
に
ぶ
ち

あ
た
る
だ
ろ
う
。
主
語
・
述
語
の
関
係
を
軸
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
と
そ
れ
と
は
別
な
文
法
構
造
を
も
つ
東
ア
ジ
ア
の
言
語
の
違
い

を
考
え
れ
ば
、両
言
語
の
翻
訳
は
か
な
り
困
難
で
あ
り
、言
語
に
よ
っ
て
本
質
的
に
規
定
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
の
芸
術
や
文
学
に
つ
い
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
で
対
話
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
さ
え
思
え
て
く
る
。
し
か
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
関
心
事
は
、｢

東
ア
ジ
ア｣

の
芸

術
や
言
語
に
つ
い
て
語
り
あ
う
こ
と
を
通
し
て
、言
語
そ
の
も
の
の
「
本
質
」
に
突
き
進
む
こ
と
に
あ
る
。
両
言
語
が
別
の
本
質
を
も
ち
、

構
造
上
ど
れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
よ
う
と
も
、そ
の
由
来
を
辿
っ
て
い
け
ば
、｢

あ
る
唯
一
の
源
泉｣

が
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
経
験
に
含
ま
れ
る
閉
鎖
性
を
打
ち
破
っ
て
、
対
話
を
開
か
れ
た
場
所
に
導
く
こ
と
も
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
が
形
而
上
学
の
支
配
圏
に
あ
る
西
洋
の
言
語
の
源
泉
を
問
い
求
め
た
こ
と
、
そ
れ
は
東
ア
ジ
ア
の
言
語
の
源
泉
を
尋
ね
る

こ
と
と
対
応
す
る
。
東
ア
ジ
ア
と
の
対
話
を
ド
イ
ツ
語
と
い
う
彼
自
身
の
母
語
の
中
で
西
か
ら
東
へ
の
方
向
で
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
し

て
も
、
そ
れ
が
両
者
の
言
語
の
本
源
を
問
う
と
い
う
仕
方
で
行
わ
れ
る
限
り
、「
西
か
ら
東
へ
」
の
方
向
が
「
東
か
ら
西
へ
」
の
方
向
を

呼
び
寄
せ
、
互
い
に
一
つ
の
開
か
れ
た
場
に
導
か
れ
る
と
い
う
可
能
性
も
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は｢

言
葉
に
つ
い
て

の
対
話｣

の
中
で
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
期
待
を
込
め
て
「
問
う
人
」
に
、
こ
の
「
対
話
」
全
体
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
次
の
よ
う
な
問
い

を
尋
ね
さ
せ
て
い
る
。
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問
う
人
： 

日
本
的
世
界
は
、
言
語
（Sprache

）
と
い
う
こ
と
で
何
を
理
解
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
慎
重
に
お
尋
ね
し

ま
す
と
、
あ
な
た
が
た
の
言
語
で
は
、
わ
れ
わ
れ
がSprache

と
名
づ
け
て
い
る
も
の
に
対
す
る
「
語
」（W

ort

）
を
持
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
持
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
が
た
は
こ
ち
ら
で
言
語
と
い
わ
れ
る
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
経

験
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
）
10
（

。

　

こ
う
し
た
問
い
の
背
景
に
は
、
東
ア
ジ
ア
の
言
語
に
は
西
洋
の
形
而
上
学
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
言
語
理
解
と
は
異
な
る
本
質
が
あ
る

は
ず
だ
と
い
う
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
い
が
あ
る
。「
言
語
」
を
表
すSprache

やlanguage

の
よ
う
な
西
洋
語
に
は
、
文
字
や
音
声
の
よ
う

な
感
覚
的
形
象
が
―
―
音
と
し
て
発
せ
ら
れ
、
文
字
と
し
て
書
か
れ
た
記
号
と
し
て
―
―
超
感
性
的
な
意
味
内
容
を
表
現
す
る
、
と
い
う

言
語
理
解
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
語
」（W

ort, w
ord

）
は
一
般
に
、
主
観
の
内
な
る
も
の
、
心
的
な
も
の
の
表
出
で
あ
り
、
体
験
を
表
現

す
る
意
味
記
号
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
形
而
上
学
的
な
言
語
理
解
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
に
遡
り
、
近
代
の
主
観
性
の
哲
学
の
圏
内
で
よ
り
明
確
に
な
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
の
言
語
理
解
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

は
異
な
る
伝
統
の
上
に
立
ち
、
別
な
由
来
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
こ
に
ど
の
よ
う

な
存
在
経
験
が
潜
ん
で
い
る
の
か
。｢

問
う
人
」
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
対
話
相
手
の
日
本
人
か
ら
聞
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、｢

言
葉
に
つ
い
て
の
対
話｣

で
は
、｢

問
う
人｣
の
問
い
に
対
し
て
、「
日
本
人
は
目
を
閉
じ
、
頭
を
垂
れ
て
、
長
く
沈
思
」

し
、「
問
う
人
は
こ
の
客
人
が
再
び
口
を
開
く
ま
で
待
つ｣

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
日
本
人
に
と
っ
て
、
自
分
に
向
け
ら
れ
た
問
い
が
あ

る
種
、
意
外
の
も
の
で
あ
り
、
十
分
に
熟
慮
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
問
い
を
受
け
取
っ
た
日
本
人
が
、

｢

問
う
人｣

の
意
図
を
十
分
察
知
し
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
日
本
人
が
最
初
の
応
答
と
し
て
、「
日
本
語
に
は〈
話
す
こ
と
〉（sprechen

）

と
〈
話
さ
れ
る
言
葉
〉（Sprache

）
と
を
言
い
あ
ら
わ
す
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
〈
言
葉
の
本
質
〉（das W

esen 
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を
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
る
語
が
あ
り
ま
す
」
と
口
を
開
い
た
と
き
、｢

問
う
人｣

が
、「
そ
れ
は
事
柄
が
そ
う
求
め
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
も
し
言
葉
の
本
質
が
な
に
か
言
語
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
な
ら
ば
ね
。〈
存
在
の
家
〉
と
い
う
言
い
回
し

に
つ
い
て
も
同
様
で
す｣

、
と
歓
迎
の
意
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。｢

問
う
人｣

の
問
い
に
対
し
て
、
日
本
人

が
ま
さ
に
対
話
相
手
の
期
待
に
応
え
る
形
で
答
え
よ
う
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
こ
の
対
話
に
お
い
て
、「
言
葉
の
本
質
」
へ
の
問
い
が
「
問

い
」
と
し
て
顕
わ
に
な
り
、
対
話
者
同
士
が
真
に
出
会
う
「
場
所
」
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

｢

言
葉
に
つ
い
て
の
対
話｣
で
は
、
そ
の
後
、
日
本
人
が
直
ぐ
に
答
え
を
出
す
こ
と
を
た
め
ら
い
、
対
話
の
流
れ
は
い
っ
た
ん
主
題
か

ら
逸
れ
て
い
く
。
ち
な
み
に
、
手
塚
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
実
際
の
対
話
で
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
問
い
に
対
し
、
手
塚
は
、｢

お
た
ず
ね
の
こ

と
ば
は
、Kotoba

と
い
い
ま
す
。（･･･
）お
そ
ら
くK

oto

は
、事
、事
柄
の
こ
と
と
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ba

はha

の
転
音
で
、〈
お

お
い
〉
と
か
〈
し
げ
し
〉
と
か
い
う
意
味
と
思
わ
れ
、そ
れ
は
、木
の
は
（
葉
）
な
ど
か
ら
も
察
せ
ら
れ
ま
す
。
も
し
こ
の
考
え
が
あ
た
っ

て
い
れ
ば
、〈
言
〉
と
〈
事
〉
は
、
同
一
の
も
の
の
両
面
で
、
事
が
発
し
て
こ
と
ば

0

0

0

と
な
る
。
そ
う
い
う
発
想
か
ら
来
た
こ
と
ば
な
の
で

は
あ
り
ま
す
か
い
か
」
）
12
（

、
と
説
明
し
た
ら
し
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
対
話
」
に
お
い
て
も
、
日
本
人
に
こ
の
答
え
を
直
ぐ
に
提
示
さ
せ
、

そ
の
説
明
に
進
ん
で
い
く
と
い
う
よ
う
に
構
成
す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
は
ず
だ
が
、
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

（
ハ
）
解
釈
学
的
関
連
と
言
葉
の
本
質

　

｢

い
き｣

に
つ
い
て
九
鬼
が
美
学
の
助
け
を
借
り
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、｢

言
葉
の
本
質｣

を
問
う
途
上
に
も
、
必

ず
形
而
上
学
的
表
象
に
囚
わ
れ
る
危
険
が
待
ち
受
け
て
い
る
。K

otoba

に
つ
い
て
の
説
明
は
、
ド
イ
ツ
語
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
限
り
、
そ
の
語
に
含
ま
れ
る
経
験
を
歪
め
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
異
な
る
言
語
間
の
対
話
の
場
合
、
一
方
の
言
語
（
こ
こ
で
は
ド
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イ
ツ
語
）
で
行
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
以
上
、
避
け
ら
れ
な
い
危
険
で
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
危
険
を
危
険
と
し
て
自
覚
し
、
形
而
上
学
的

表
象
の
罠
を
か
い
く
ぐ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
な
り
の
準
備
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
な
に
よ
り
も
言
葉
を
め
ぐ
る
対
話
で
あ
れ
ば
、
対

話
者
は
「
言
葉
の
本
質
」
を
問
う
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
引
き
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
言
葉
に
つ
い
て
の
対
話
」
に
お
い
て
、

ふ
た
り
の
対
話
者
の
話
題
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
の
思
索
」
の
問
い
と
し
て
の
性
格
を
形
づ
く
る｢

解
釈
学
的
な
も
の｣

や
「
解
釈

学
的
立
場｣

に
及
び
、
さ
ら
に
は
解
釈
学
的
「
関
連
」（B

ezug

）
の
説
明
や
、
ギ
リ
シ
ア
的
思
考
と
近
代
の
主
観
性
の
形
而
上
学
の
違
い

な
ど
に
話
が
進
ん
で
い
く
の
は
、
す
べ
て
そ
の
危
険
に
対
応
す
べ
く
、「
言
葉
の
本
質
」
へ
の
問
い
を
問
う
た
め
の
準
備
の
意
味
を
も
つ

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、『
存
在
と
時
間
』
以
来
の
解
釈
学
的
現
象
学
に
お
い
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
本
来
目
指
し
て
い
た
「
存
在
の
思
索
」

が
困
難
に
ぶ
ち
当
た
り
、
そ
の
道
行
き
が
紆
余
曲
折
を
経
て
「
言
葉
の
本
質
」
の
問
題
に
至
っ
た
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
の
事
態
で
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
経
緯
を
く
わ
し
く
論
じ
る
余
裕
は
な
い
が
、｢

言
葉
の
本
質｣

へ
の
問
い
の
真
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、ハ
イ
デ
ガ
ー

の
現
象
学
の
特
質
を
表
す｢

解
釈
学
的｣
の
意
味
に
ご
く
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、｢

解
釈
学
的｣

（herm
eneutisch

）
と
い
う
表
現
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
動
詞｢

ヘ
ル
メ
ー
ネ
ウ
エ
イ
ン
」
に
由

来
す
る
。
こ
の
語
は
名
詞｢

ヘ
ル
メ
ー
ネ
ウ
ス
」（
解
釈
者
、
通
訳
者
）
と
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
が
、
ヘ
ル
メ
ス
神
の
名
前
と
も
連
関
が

あ
る
。
ヘ
ル
メ
ス
は
命
運
の
「
言
づ
て
」（B

otschaft

）
や
「
便
り
」（K

unde

）
を
も
た
ら
す
神
々
の
使
者
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
の

「
ヘ
ル
メ
ー
ネ
ウ
エ
イ
ン
」
の
根
源
的
意
味
を
手
が
か
り
と
し
て
、｢

存
在
者
の
存
在｣

を
現
出
さ
せ
る
方
法
と
し
て
解
釈
学
を
採
用
し
た

の
で
あ
る
）
13
（

。

　

も
っ
と
も
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
釈
学
的
現
象
学
は
、
存
在
者
を
そ
の
存
在
に
お
い
て
捉
え
る
と
い
う
課
題
を
た
だ
ち
に
解
決
で
き
た
わ

け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
存
在
を
存
在
者
の
根
拠
と
し
て
表
象
す
る
と
い
う
よ
う
な
形
而
上
学
的
な
や
り
方
を
避
け
、｢

存
在
そ
の

も
の
が
輝
き
現
れ
る
」
よ
う
に
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
控
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
最
大
の
困
難
は
、
存
在
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そ
の
も
の
を｢

現
前
す
る
も
の
の
現
前｣

（A
nw

esen des A
nw

esenden

）
と
し
て
問
い
、｢

存
在
そ
の
も
の
が
輝
き
出
る｣

よ
う
に
思
索

す
る
に
は
、
そ
も
そ
も
語
彙
が
不
足
し
、
文
法
が
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
表
象
的
思
惟
に
基
づ
く
言
語
理
解
で
は
、
現
前
す
る
「
存

在
者
」
と
「
現
前
す
る
こ
と
」
を
ど
う
し
て
も
区
別
し
て
し
ま
い
、
こ
の
区
別
を
前
提
と
し
た
上
で
両
者
の
関
係
を
考
え
る
と
い
う
道
を

取
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
、「
現
前
す
る
も
の
」
は
、
ど
う
し
て
も
主
観
の
前
に
立
て
ら
れ
〈
表
象
さ
れ
〉、
対
象
化
さ

れ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
「
現
前
す
る
も
の
」
が
表
象
さ
れ
主
観
の
一
定
の
視
点
の
も
と
で
固
定
化
さ
れ
る
と
、
そ
の｢

輝
き｣

は
失

わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

存
在
が
存
在
と
し
て
輝
き
出
る
よ
う
に
す
る
に
は
、｢

現
前
す
る
も
の｣

（A
nw

esendes

）と｢

現
前（
す
る
こ
と
）」（A

nw
esen

）と
を「
一

体
」（Einfalt

）
と
し
て
、
し
か
も
こ
の
「
一
体
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
い
立
っ
た｢

二
重
の
襞｣

（Zw
iefalt

）
と
し
て
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
）
14
（

。
そ
の
た
め
に
は
、
形
而
上
学
的
表
象
的
思
惟
か
ら
一
歩
退
き
、
わ
れ
わ
れ
の
思
索
を
呼
び
求
め
る
「
事
柄
」
―
―
こ
こ
で
は

現
前
す
る
も
の
の
現
前 ̶

 

に
即
し
て
、そ
の
呼
び
求
め
に
呼
応
す
る
と
い
う
仕
方
で
思
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
存

在
の
思
索
」
に
お
い
て
「
人
間
の
本
質
」
を
「
存
在
の
現
成
」
の
場
と
し
て
の
「
空
け
開
け
」（Lichtung

）
に
立
つ
こ
と
―
―
す
な
わ
ち
「
脱

–
存
」（Ek-sistenz

）
―
―
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、「
言
葉
の
本
質
」
と
い
う
こ
と
か
ら
い
え
ば
、表
象
的
思
惟
か
ら
離
脱
し
、

「
現
前
す
る
も
の
」
と
「
現
前｣

の
「
二
重
の
襞｣

の｢

呼
び
か
け
（
要
請
）」（Zuspruch

）
に
「
呼
応
」（entsprechen

）
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
脱
我
的
に
「
二
重
の
襞
」
が
現
成
す
る｢

現｣

（D
a

）
の
場
に
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
「
二
重
の
襞
」
の
「
言

づ
て
」
を
受
け
取
る
と
い
う
仕
方
で
存
在
に
「
帰
属｣

し
、「
言
づ
て
」
を
知
ら
せ
る
と
い
う
仕
方
で
存
在
に
「
用
い
ら
れ
る｣

こ
と
と

も
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
人
間
と
「
二
重
の
襞
」
の
こ
う
し
た
相
即
の
関
係
こ
そ
、「
解
釈
学
的
関
連
」
と
い
う
こ
と
で
ハ
イ
デ
ガ
ー

が
言
わ
ん
と
し
た
こ
と
で
あ
り
、「
言
葉
の
本
質
」
と
し
て
の
「
存
在
の
家
」
の
本
来
の
意
味
で
あ
っ
た
。「
現
前
す
る
も
の
」
と
「
現
前
」

の｢

二
重
の
襞｣

は
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
包
み
隠
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
覆
蔵
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
人
間
に
向
か
っ
て
呼
び
か
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け
、
ま
さ
に
呼
び
か
け
と
い
う
仕
方
で
到
来
し
て
く
る
。
こ
の
「
呼
び
求
め
」
と
し
て
の｢

言
づ
て｣

に
聴
き
従
っ
て
い
る
限
り
、
人
間

は
人
間
と
な
り
、「
言
葉
に
よ
っ
て
存
在
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
住
ま
う
」
）
15
（

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
ニ
）
言
語
の
源
泉
と
対
話
に
お
け
る
「
こ
と
」
の
実
現　

　
「
言
葉
の
本
質
」
を
め
ぐ
る
以
上
の
よ
う
な
「
存
在
の
思
索
」
を
ず
っ
と
追
求
し
て
い
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
、
手
塚
と
の
対
話
は

非
常
に
刺
激
的
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
ド
イ
ツ
語
のSprache

に
あ
た
る
日
本
語
を
手
塚
に
尋
ね
た
際
に
、
そ
れ
がK

otoba

で
あ
る
こ
と
、

そ
し
てK

oto

が
事
や
事
柄
に
つ
な
が
り
、B

a

が
「
木
の
葉
」
の
「H

a

」（「B
a

」
の
転
音
）
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
「
言
」
と
「
事
」

と
が
「
同
一
の
も
の
の
両
面
」
で
あ
っ
て
、「
事
」
が
発
し
て
「
言
葉
」
に
な
る
と
告
げ
ら
れ
た
と
き
、K

otoba

が
二
重
の
襞
の
一
体
性

を
支
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
直
ち
に
理
解
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。「
事
」
か
ら
発
し
て
「
言
葉
」（K

otoba

）
に
な
る
事
態
、そ
れ
は
「
事

が
開
花
す
る
」
こ
と
と
し
て
、
と
り
わ
け
詩
作
に
お
い
て
生
起
す
る
出
来
事
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
九
鬼
の
「
い
き
」
の
説
明
か
ら
受

け
取
っ
た
日
本
的
美
の
本
質
、
す
な
わ
ち
「
ひ
か
り
輝
く
魅
了
の
静
寂
の
風
の
そ
よ
ぎ
」
と
か
「
感
覚
的
な
輝
き
が
も
た
ら
す
生
き
生
き

と
し
た
魅
了
を
通
し
て
超
感
覚
的
な
も
の
が
輝
き
出
る
」
と
い
う
表
現
も
、K

otoba

の
説
明
を
受
け
た
後
は
、
形
而
上
学
的
表
象
の
枠

に
止
ま
ら
な
い
「
言
葉
の
本
質
」
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
詩
的
言
語
に
お
け
る
存
在
経
験
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
、
よ
り
明
瞭
に

な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
がK

oto
の
説
明
と
し
て
日
本
人
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
る
だ
ろ
う
。

「
い
き
」
と
は
呼
び
か
け
る
静
寂
に
よ
る
純
粋
な
魅
了
で
し
た
。
こ
の
呼
び
か
け
る
魅
了
を
生
じ
さ
せ
る
（
性
起
さ
せ
る
）
静
寂
の
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そ
よ
ぎ
が
、
そ
の
魅
了
を
到
来
さ
せ
統
轄
し
て
い
ま
す
。
し
か
しK

oto

は
、
同
時
に
い
つ
も
、
そ
の
時
々
に
お
い
て
魅
了
す
る
も

の
そ
れ
自
体
を
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
魅
了
す
る
も
の
は
、
た
だ
繰
り
返
し
え
な
い
瞬
間
瞬
間
に
お
い
て
の
み
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り

の
優
美
さ
の
は
た
ら
き
を
そ
な
え
て
輝
き
現
れ
て
く
る
の
で
す
）
16
（

。

　
「
い
き
」やK

oto
の
こ
う
し
た
表
現
に
は
、た
し
か
に
形
而
上
学
に
お
け
る「
ア
イ
ス
テ
ー
ト
ン
」（
感
性
的
な
も
の
）と「
ノ
エ
ー
ト
ン
」

（
思
惟
的
な
も
の
）
の
区
別
に
対
応
す
る
美
学
的
表
象
と
し
て
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
事
が
言
葉
の

内
に
実
現
さ
れ
る
現
場
に
思
い
を
致
す
と
き
、
そ
こ
に
存
在
の
現
成
の
「
空
け
開
け
」
の
場
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
「
空

け
開
け
」
の
場
が
ま
さ
に
「
色
」
と
相
即
す
る
「
空
」
の
開
け
に
対
応
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
）
17
（

。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
色
」

と
「
空
」
の
両
方
の
語
が
秘
匿
し
て
い
る
「
目
配
せ
」（W

ink

）
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
現
前
す
る
も
の
」
と
「
現
前
」
の
「
二
重
の
襞
」

の
一
体
性
の
現
れ
、す
な
わ
ち
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
性
起
」（Ereignis

）
が
、「
色
即
是
空
」
の
出
来
事
と
別
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

「
色
」
と
相
即
す
る
「
空
」
の
「
開
け
」
こ
そ
、
詩
作
の
言
葉
が
成
り
立
つ
「
言
葉
の
本
質
」
の
「
場
処
」（O

rtschaft

）
で
あ
る
こ
と
を
、

見
て
取
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
「
言
葉
に
つ
い
て
の
対
話
」
の
中
で
は
、
最
後
に
、「
言
葉
の
本
質
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
、
学
術
論
文
の
よ
う
な
形
で
は
な
く
、
対

話
に
お
い
て
は
じ
め
て
言
い
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
事
」
の
現
れ
に
呼
応
す
る
「
言
づ
て
」
の
使
者
は
、
言
葉
に

つ
い
て

0

0

0

表
象
し
つ
つ
語
る
の
で
は
な
く
、
言
葉
か
ら

0

0

聴
い
て
語
る
、
す
な
わ
ち
、
言
葉
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
「
言
葉
の
本
質
」
に
導
か
れ

る
と
い
う
仕
方
で
語
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
は
「
言
葉
の
本
質
」
が
現
成
す
る
場
に
す
で
に
立
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
に
は
明
ら
か
に
循
環
が
あ
る
。「
言
づ
て
」
の
使
者
は
ま
ず
「
言
づ
て
」
か
ら
や
っ
て
き
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
使
者
は
ま
ず
「
言
づ
て
」
の
方
へ
向
か
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
循
環
の
可
能
性
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は
、
対
話
の
可
能
性
と
直
接
に
繋
が
っ
て
い
よ
う
。「
存
在
の
家
」
と
し
て
言
葉
を
異
に
す
る
対
話
者
の
間
に
は
、
ま
さ
に
言
葉
の
本
質

に
帰
属
す
る
と
い
う
仕
方
で
対
話
の
場
処
が
開
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
処
に
両
者
が
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、「
言
葉
の
本
質
」
を

め
ぐ
る
対
話
は
「
存
在
の
家
」
に
住
ま
う
こ
と
に
な
り
、「
言
葉
の
本
質
を
目
指
し
て
の
集
い
」
）
18
（

と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

二　

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
老
子

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
が
老
子
に
興
味
を
い
だ
い
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
直
接
に
言
及
し
た
箇
所
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、

後
期
の
重
要
な
著
作
『
言
葉
へ
の
途
上
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
「
言
葉
の
本
質
」
の
重
要
な
箇
所
で
老
子
の
「
道
」（Tao

）
に
触

れ
、
ま
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
講
演
「
思
考
の
原
則
」
で
は
老
子
の
『
道
徳
経
』（
以
下
、『
老
子
』）
の
第
二
十
八
章
か
ら
、「
其
の
白
を
知
り

て
、
其
の
黑
を
守
る
」
と
い
う
言
葉
を
引
い
て
い
る
）
19
（

。
そ
の
他
に
も
、
た
と
え
ば
知
人
ブ
レ
ー
ゼ
の
七
十
歳
の
誕
生
日
を
祝
う
手
紙
の

中
で
）
20
（

、『
老
子
』
第
九
章
か
ら
「
功
遂
げ
て
身
退
く
は
、
天
の
道
な
り
」
）
21
（

と
い
う
言
葉
、
あ
る
い
は
第
十
五
章
か
ら
「
孰
か
能
く
濁
り

て
以
て
之
を
靜
め
、
徐
に
清
さ
ん
や
。
孰
か
能
く
安
ら
か
に
し
て
以
て
之
を
動
か
し
、
徐
に
生
ぜ
ん
や
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
を
め
ぐ
る
試
論
「
詩
人
の
比
類
の
な
さ
」
で
は
、『
老
子
』
の
第
十
一
章
の
よ
く
知
ら
れ
た
言
葉
「
三
十
の
輻
、

一
轂
を
共
に
す
。
其
の
無
に
當
た
り
て
、
車
の
用
有
り
。
埴
を
埏
ね
て
以
て
器
を
爲
る
。
其
の
無
に
當
た
り
て
、
器
の
用
有
り
。
戸
牖
を

鑿
ち
て
以
て
室
を
爲
る
。
其
の
無
に
當
た
り
て
、
室
の
用
有
り
。
故
に
有
の
以
て
利
を
爲
す
は
、
無
の
以
て
用
を
爲
せ
ば
な
り
」
を
取
り

上
げ
て
、
存
在
の
「
目
立
た
な
い
単
純
さ
」
に
注
意
深
く
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
こ
そ
、
存
在
者
と
区
別
さ
れ
る｢

存
在｣

の
呼
び
か
け
に

応
え
う
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
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（
イ
）
老
子
を
翻
訳
す
る
試
み

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
が
老
子
に
大
き
な
関
心
を
い
だ
い
て
い
た
こ
と
は
、
蕭
欣
義
（H

siao Shin-yi

）
と
『
老
子
』
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。
蕭
欣
義
（
一
九
一
一
―
一
九
八
六
）
は
中
国
の
輔
仁
大
學
で
中
国
文
学
、
哲
学
、
心
理
学
を
学

び
、 

一
九
三
八
年
に
ミ
ラ
ノ
で
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。
そ
の
後
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
移
り
、
一
九
四
二
年
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
授
業
に
参
加

し
て
以
来
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
知
人
と
な
っ
て
い
る
。
戦
中
、
一
時
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
を
離
れ
て
い
た
が
、
戦
後
、
占
領
軍
の
中
国
軍
将
校
と

し
て
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
着
任
し
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
も
再
会
し
、
老
子
の
翻
訳
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
追
悼
論
集
へ
の
寄
稿
「
わ
れ
わ
れ
は
ホ
ル
ツ
マ
ル
ク
ト
広
場
で
出
会
っ
た
」
に
く
わ
し
い
）
22
（

。
そ
れ
に
よ
る
と
、蕭
欣
義
は
、

一
九
四
六
年
の
夏
休
み
に
毎
週
土
曜
日
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
ト
ー
ト
ナ
ウ
ベ
ル
ク
の
山
荘
を
訪
れ
、『
老
子
』
八
十
一
章
の
内
八
章
を
翻
訳
す

る
作
業
を
共
に
し
た
と
い
う
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
彼
に
こ
う
し
た
作
業
を
提
案
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
蕭
欣
義
が
思
う
に
、
彼
が
イ
タ
リ
ア

で
出
版
し
た
『
老
子
』
の
翻
訳
を
献
呈
し
、
そ
れ
が
お
そ
ら
く
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
注
目
を
引
い
た
こ
と
に
よ
る
。

　

翻
訳
作
業
は
、
ま
ず
『
老
子
』
の
も
っ
と
も
困
難
で
か
つ
も
っ
と
も
重
要
と
思
わ
れ
る
章
を
選
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
他
の
ド
イ

ツ
語
訳
や
注
釈
書
を
一
切
参
照
せ
ず
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
老
子
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
蕭
欣
義
に
い
ろ
い
ろ
と
質
問
す
る
と
い
う
仕
方
で
、

非
常
に
ゆ
っ
く
り
と
進
め
ら
れ
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
個
々
の
漢
字
に
含
ま
れ
る
部
首
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
や
そ
の
組
み
立
て
方
、
漢
字

ど
う
し
の
意
味
連
関
な
ど
、
微
に
入
り
細
に
入
り
尋
ね
た
よ
う
だ
。
漢
字
や
中
国
語
の
テ
ク
ス
ト
の
多
層
な
意
味
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ

を
ド
イ
ツ
語
に
移
し
て
い
く
際
に
、
妥
協
を
許
さ
ず
、
飽
く
こ
と
な
く
粘
り
強
く
尋
ね
、
事
柄
を
追
求
す
る
さ
ま
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思

索
の
本
領
発
揮
で
あ
り
、「
問
う
こ
と
は
思
索
の
敬
虔
さ
で
あ
る
」
）
23
（

と
い
う
彼
の
言
葉
を
地
で
行
く
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ギ
リ

シ
ア
哲
学
の
読
解
の
際
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
翻
訳
や
解
釈
に
は
い
つ
も
独
特
の
も
の
が
あ
り
、
通
常
の
翻
訳
方
式
か
ら
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か
な
り
外
れ
る
場
合
が
多
い
。
老
子
を
翻
訳
す
る
場
合
に
も
お
そ
ら
く
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
文
献
学
者
と
し
て
の
蕭
欣
義
を
す
こ
し

不
安
に
さ
せ
た
よ
う
だ
。
そ
の
せ
い
か
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
共
同
作
業
は
―
―
蕭
欣
義
に
と
っ
て
彼
の
思
索
を
知
る
上
で
非
常
に
貴
重
な

機
会
で
あ
っ
た
が
―
―
そ
の
夏
の
あ
と
、
も
は
や
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
蕭
欣
義
と
共
に
行
っ
た
試
訳
を
自
分

の
手
も
と
に
と
ど
め
、
彼
に
渡
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。『
老
子
』
の
訳
文
や
注
釈
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
遺
稿
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
翻
訳
で
あ
っ
た
の
か
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
知
る
す
べ
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
一
つ
の
手
が
か
り
は
、
一
九
四
七
年
八
月
九
日
付
け
の
蕭
欣
義
宛
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
手
紙
で
あ
り
、
そ
の
中
に
ブ
レ
ー

ゼ
宛
の
手
紙
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
第
十
五
章
の
言
葉
の
ド
イ
ツ
語
訳
が
引
か
れ
て
い
る
）
24
（

。
ち
な
み
に
日
本
語
訳
で
は
、「
い
っ
た
い

誰
が
、
濁
っ
て
い
る
も
の
を
静
か
に
さ
せ
て
、
す
っ
き
り
と
澄
ま
せ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
誰
が
、
じ
っ
と
安
定
し
て
い
る

も
の
を
動
か
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
活
動
さ
せ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

“W
er kann still sein und aus der Stille durch sie auf den W

eg bringen (bew
egen) etw

as so, dass es zum
 erscheinen 

kom
m

t?”

﹇W
er verm

ag es, stillend etw
as ins Sein zu bringen? D

es H
im

m
els Tao.

﹈

（
イ
タ
リ
ッ
ク
は
筆
者
）

手
紙
の
文
面
に
、「
あ
な
た
が
書
き
記
し
て
下
さ
っ
た
箴
言
に
つ
い
て
よ
く
考
え
て
い
ま
す
」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
前
者
は
蕭
欣
義
が

提
案
し
た
訳
か
も
し
れ
な
い
が
、
イ
タ
リ
ッ
ク
の
部
分
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
な
語
法
が
見
ら
れ
、
特
に
後
者
（
角
括
弧
内
）
の
ド
イ
ツ
語
訳
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は
、ハ
イ
デ
ガ
ー
の
手
に
よ
る
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
何
か
を
そ
れ
が
現
出
に
至
る
よ
う
に
道
に
も
た
ら
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
動
か
す

0

0

0

）」
と
か
「
何0

か
を
存
在
に
も
た
ら
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
と
い
う
、
ド
イ
ツ
語
と
し
て
も
い
く
ぶ
ん
硬
い
表
現
に
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
の
手
が
か
り
は
、
先
に
触
れ
た
試
論
「
詩
人
の
比
類
の
な
さ
」
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い
る
『
老
子
』
第
十
一
章
の
ド
イ
ツ

語
訳
で
あ
る
。
こ
の
章
は
、
一
九
四
九
年
の
ブ
レ
ー
メ
ン
講
演
「
物
」（D

ing

）
に
お
い
て
、「
瓶
の
空
洞
」、
つ
ま
り
「
瓶
の
こ
の
無
の

部
分
こ
そ
、
納
め
る
働
き
を
す
る
容
器
と
し
て
の
瓶
の
本
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
い
う
叙
述
に
対
応
し
て
お
り
）
25
（

、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
老

子
か
ら
影
響
を
受
け
た
証
拠
と
し
て
よ
く
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

D
reißig Speichen treffen die N

abe,
 

A
ber das Leere zw

ischen ihnen gew
ährt das Sein des R

ades.
A

us dem
 Ton ent-stehen die G

efäße,
 

A
ber das Leere in ihnen gew

ährt das Sein des G
efäßes.

M
auern und Fenster und Türen stellen das H

aus dar,
 

A
ber das Leere zw

ischen ihnen gew
ährt das Sein des H

auses.
D

as Seiende ergibt die B
rauchbarkeit.

 
D

as N
icht-Seiende gew

ährt das Sein.

）
26
（
　

 

こ
こ
に
見
ら
れ
る
「〈
存
在
〉（Sein

）
を
〈
許
し
与
え
る
〉（gew

ähren

）」
と
い
う
よ
う
な
表
現
が
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
の
思
索
」

に
由
来
す
る
こ
と
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
識
者
な
ら
誰
も
が
認
め
る
で
あ
ろ
う
）
27
（

。
訳
者
の
名
を
記
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
蕭
欣
義
と
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ハ
イ
デ
ガ
ー
の
試
訳
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
以
上
の
よ
う
な
翻
訳
を
通
し
て
、
蕭
欣
義
と
の
共
同
作
業
の
成
果
の
み
な
ら
ず
、
老
子
に
対
す
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
関
心
の

所
在
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
自
身
、
東
ア
ジ
ア
と
の
対
話
の
可
能
性
を
ど
こ

に
見
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
端
緒
を
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
ロ
）「
存
在
の
空
け
開
け
」（Lichtung des Seins

）
と
「
道
」（Tao

）

　

ま
ず
、
老
子
の
こ
の
第
十
一
章
が
、
ど
う
い
う
文
脈
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
も
う
す
こ
し
く
わ
し
く
見
て
み
よ
う
。
試
論

「
詩
人
の
比
類
な
さ
」
と
い
う
表
題
は
、
神
々
が
立
ち
去
っ
た
世
界
の
中
で
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
詩
人
の
使
命
を
ど
こ
に
見
出
し
て
い
る

か
と
い
う
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
主
題
に
関
わ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
思
想
の
独
自
性
は
、「
神
の
欠
如
」（Fehl des 

G
ottes

）
そ
の
も
の
が
人
間
の
助
け
と
な
る
こ
と
を
洞
察
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
人
間
は
神
の
欠
如
を
純
粋
に
経
験
し
、
神
な
き
こ
と

そ
の
も
の
の
う
ち
に
世
界
の
「
命
運
」
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
神
々
の
立
ち
去
り
」
は
、神
々
が
な
お
「
現
前
」（A

nw
esung

）

（
居
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
）
と
「
非
現
前
」（A

bw
esung

）（
も
は
や
居
合
わ
せ
て
い
な
い
こ
と
、あ
る
い
は
、ま
だ
到
来
し
て
い
な
い
こ
と
）

の
も
と
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
）
28
（

。
そ
れ
ゆ
え
神
々
も
、「
現
前
」
と
「
非
現
前
」
の
上
に
現
成
し
て
い
る
「
真
有
」（Seyn

）
そ

の
も
の
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
、「
神
の
欠
如
」
と
は
単
に
神
が
い
な
い
こ
と
で
は
な
い
。「
神
々
が
立
ち

去
っ
た
こ
と
」
に
は
、
わ
れ
わ
れ
に
「
神
が
居
合
わ
せ
て
い
な
い
」
こ
と
を
寂
し
く
思
わ
せ
る
と
い
う
仕
方
で
、
神
の
「
現
前
」
を
自
覚

さ
せ
る
は
た
ら
き
が
あ
る
。
神
の
「
非
現
前
」
が
わ
れ
わ
れ
を
し
て
「
現
前
」
の
声
に
注
意
深
く
耳
を
傾
け
さ
せ
、「
欠
如
」
と
い
う
仕

方
で
神
が
「
到
来
」
し
て
い
る
こ
と
を
教
え
る
の
で
あ
る
。
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ハ
イ
デ
ガ
ー
が
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
の
対
話
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
、
そ
れ
は
欠
如
や
不
在
に
注
意
深
く
眼
差
し
を
向
け
る

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
で
あ

り
、「
神
々
の
立
ち
去
り
」
が
わ
れ
わ
れ
に
呼
び
か
け
る
声
に
聴
き
入
る

0

0

0

0

0

0

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
、
形
而
上
学
に

お
け
る
「
存
在
忘
却
」
の
歴
史
を
、
存
在
そ
の
も
の
の
「
隠
れ
」（
自
ら
を
覆
い
隠
す
こ
と
）
と
し
て
、
す
な
わ
ち
自
ら
を
退
去
さ
せ
る
と

い
う
仕
方
で
自
ら
を
送
り
与
え
る
「
存
在
の
歴
運
」
に
固
有
な
事
態
と
し
て
認
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
詩
人
は｢

聖
な

る
も
の｣

を
名
づ
け
、
思
索
者
は｢

存
在｣

を
思
索
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
詩
人
と
思
索
者
の
間
に
は
、
た
し
か
に
違
い
は
あ
る
。
だ
が

両
者
は
、｢

欠
如｣

の
中
に｢
合
図｣

を
聴
き
取
り
、
神
々
の
「
蝕
」
や
存
在
の
「
退
去
」
の
中
に
拒
絶
や
留
保
の
働
き
を
注
意
深
く
見

て
取
ろ
う
と
す
る
点
で
は
同
じ
な
の
で
あ
る
。
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
言
葉
に
応
答
す
る
思
索
者
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
、
そ
の
根
本
語
の
一
つ

で
あ
っ
た
「
存
在
の
真
性
」（W

ahrheit des Seins

）
に
、｢

自
ら
を
覆
蔵
す
る
こ
と
に
と
っ
て
の
空
け
開
け
」（Lichtung für die Sich-

Verbergung

）
の
意
味
を
付
与
し
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
者
を
隠
れ
か
ら
露
わ
に
せ
し
め
つ
つ
、
自
ら
自
身
は
覆
蔵
す
る
と

い
う
「
真
有
」（Seyn

）
の
「
現
成
」（W
esung
）
の
根
本
動
向
を
言
い
表
そ
う
と
し
た
こ
と
も
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
と
の
対
話
に
も
と
づ
く
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
西
洋
の
形
而
上
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
「
最
初
の
元
初
」
か
ら
現
代
に

お
け
る｢

別
の
元
初｣

へ
の
転
換
を
準
備
す
る｢
最
も
将
来
的
な
者｣

で
あ
り
、
そ
の
意
味
で｢

比
類
な
き｣

詩
人
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の｢

比
類
の
な
さ｣
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
な
ぜ
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
こ
の
試
論
で
老
子
を
引
用

し
よ
う
と
し
た
の
か
も
、
す
ぐ
に
わ
か
る
の
で
は
な
い
か
。『
老
子
』
第
十
一
章
で
は
、「
す
べ
て
形
あ
る
も
の
が
役
に
立
つ
の
は
、
形
な

き
無
が
そ
の
働
き
を
な
す
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
詩
的
な
言
葉
で
語
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
三
十
本
の
輻
（
や
）
が
一
つ

の
轂
（
こ
し
き
）
に
集
ま
っ
て
い
る
車
で
は
、「
車
輪
の
空
虚
な
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
車
と
し
て
の
働
き
」
が
あ
る
。
粘
土
を
捏
ね
て
作
っ

た
器
で
は
、
そ
の
「
空
虚
な
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
器
と
し
て
の
働
き
」
が
あ
る
。
ま
た
戸
や
窓
を
く
り
ぬ
い
て
作
っ
た
部
屋
で
は
、
そ
の
何

も
な
い
空
間
の
「
空
虚
な
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
部
屋
と
し
て
の
働
き
」
が
あ
る
。
こ
う
し
た｢

空
虚
の
働
き｣

を
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
の
言
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葉
で
語
れ
ば
、「
空
け
開
け
」
の
場
に
こ
そ
、「
隠
さ
れ
た
存
在
者
の
覆
い
を
取
っ
て
露
わ
に
す
る
」
と
い
う
存
在
開
示
の
働
き
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

か
つ
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
お
け
る
教
授
就
任
講
義
「
形
而
上
学
と
は
何
か
」（
一
九
二
九
年
）
に
お
い
て
、
存
在

者
を
存
在
者
と
し
て
露
わ
に
す
る｢

無｣

の
根
源
的
な
「
開
示
性
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
。
し
か
し
「
存
在
の
真
性
」
を
も
は
や
形
而

上
学
で
は
な
い
仕
方
で
問
お
う
と
す
る
そ
の
後
の「
存
在
の
思
索
」に
お
い
て
は
、「
無
」の
働
き
は「
存
在
の
覆
蔵
」と
し
て
理
解
さ
れ
、「
存

在
の
空
け
開
け
」
と
い
う
一
つ
の
出
来
事
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
今
や
「
空
け
開
け
」
は
、
存
在
が
現
成
す
る
「
場
処
」
の
意
味

を
付
与
さ
れ
、「
現
存
在
」と
し
て
の
人
間
の
本
質
も「
存
在
の
牧
人（
守
り
手
）」と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
存
在
の
空
け
開
け
」

は
、
現
存
在
の
「
現
」
と
し
て
か
つ
て
「
存
在
開
示
」
の
場
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
別
の
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
、
存
在
の
呼
び
求

め
に
応
え
、
存
在
の
真
性
を
守
る
べ
く
帰
属
す
る
場
所
と
し
て
、
存
在
の
真
性0

が
生
起0

す
る
「
性
起
の
出
来
事
」（Ereignis

）
と
な
る
の

で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
こ
う
し
た
「
存
在
の
空
け
開
け
」
に
お
い
て
、世
界
が
ど
の
よ
う
に
開
示
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、ブ
レ
ー
メ
ン
講
演
「
物
」

の
中
で
語
ら
れ
る
「
四
方
界
」（G

eviert

）
の
思
想
が
も
っ
と
も
よ
く
示
し
て
い
る
。「
四
方
界
」
は
、
現
代
世
界
を
支
配
す
る
「
集
立
」

を
ネ
ガ
と
す
れ
ば
、
ポ
ジ
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
世
界
が
世
界
と
な
り
、
物
が
物
と
な
る
と
こ
ろ
、
物
の
固
有
性
が
顕
わ
と
な
り
、
物

の
近
さ
が
経
験
さ
れ
る
場
処
で
あ
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
挙
げ
る
容
器
（
瓶
）
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
、物
の
近
さ
が
出
会
わ
れ
る
「
方
域
」

（G
egend

）
と
し
て
の
「
四
方
界
」
の
あ
り
方
を
、老
子
と
の
関
連
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
、で
き
る
だ
け
簡
単
に
叙
述
し
て
み
よ
う
。『
老

子
』
で
は
、
瓶
が
瓶
と
な
る
の
は
瓶
の
空
虚
な
と
こ
ろ
の
働
き
に
よ
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
と
、
瓶
の
よ
う
な

物
は
、
注
ぎ
入
れ
ら
れ
た
も
の
を
納
め
る
器
と
し
て
は
じ
め
て
物
と
な
る
。
瓶
の
働
き
は
、
た
と
え
ば
水
や
ワ
イ
ン
を
保
存
し
、
そ
こ
か

ら
汲
み
出
す
こ
と
に
あ
る
。
人
々
は
そ
う
し
た
仕
方
で
水
を
飲
ん
だ
り
、
ワ
イ
ン
を
神
々
に
献
げ
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
瓶
に
納
め
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ら
れ
た
水
や
ワ
イ
ン
は
、
人
々
の
喉
の
乾
き
を
し
ず
め
る
飲
み
物
と
な
り
、
供
物
と
し
て
神
々
に
献
げ
る
神
酒
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
ワ
イ
ン
を
納
め
献
げ
る
器
と
し
て
の
瓶
は
、
さ
ら
に
ワ
イ
ン
を
生
み
出
す
ブ
ド
ウ
の
実
や
、
ブ
ド
ウ
を
育
て
る
大
地

や
天
空
の
太
陽
と
結
び
つ
く
。
瓶
の
空
虚
な
と
こ
ろ
に
は
、
ワ
イ
ン
を
通
し
て
大
地
や
天
空
が
集
め
ら
れ
一
つ
と
な
る
の
だ
が
、
こ
の
空

虚
の
働
き
を
通
し
て
、
瓶
は
死
す
べ
き
人
々
や
神
々
が
集
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
瓶
を
瓶
と
し
て
物
た

ら
し
め
る
「
空
虚
な
と
こ
ろ
」
に
は
、
大
地
と
天
空
、
人
間
と
神
々
と
が
集
め
ら
れ
る
。
こ
の
四
者
は
、
そ
の
一
つ
が
考
え
ら
れ
る
場
合

に
は
残
り
の
三
者
も
共
に
考
え
ら
れ
る
と
い
う
仕
方
で
瓶
の
空
虚
な
と
こ
ろ
に
宿
り
続
け
、
相
互
に
帰
属
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
物
の
空
虚
な
と
こ
ろ
が
も
つ
働
き
に
注
視
し
つ
つ
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
四
者
を
集
め
宿
り
続
け
さ
せ
る
世
界
を
「
四
方
界
」
と
名
づ
け

た
。「
四
方
界
」
は
、「
天
と
地
、
神
的
な
も
の
と
死
す
べ
き
も
の
」
と
が
お
の
ず
か
ら
一
つ
に
な
り
つ
つ
相
互
に
連
関
す
る
世
界
で
あ
り
、

同
時
に
ま
た
こ
の
「
四
方
界
」
の
出
来
事
と
し
て
、
物
が
物
と
な
り
、
世
界
が
世
界
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
瓶
と
し
て
の
物
の
出
来
事
と
「
四
方
界
」
と
い
う
世
界
の
あ
り
方
を
見
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
た
だ
ち
に
『
老
子
』

第
二
五
章
に
お
い
て
語
ら
れ
る「
世
界
を
生
み
出
す
大
い
な
る
母
」と
し
て
の「
道
」の
こ
と
を
思
い
出
す
で
あ
ろ
う
。
老
子
は
言
う
。「
こ

の
世
界
に
は
四
つ
の
大
な
る
も
の
が
あ
り
、
王
は
そ
の
一
つ
を
占
め
て
い
る
。
人
は
地
の
あ
り
方
を
手
本
と
し
、
地
は
天
の
あ
り
方
を
手

本
と
し
、
天
は
道
の
あ
り
方
を
手
本
と
し
、
道
は
自
ず
か
ら
然
る
あ
り
方
を
手
本
と
す
る
」
）
29
（

と
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
は
、
老
子
の
こ
の
言

葉
が
「
性
起
の
出
来
事
」
と
同
じ
次
元
に
立
っ
て
語
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
は
ず
だ
。
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
メ
イ
の
よ
う
な
人
は
、
ハ
イ

デ
ガ
ー
の
四
方
界
の
思
想
に
老
子
の
影
響
を
見
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
盗
作
の
嫌
疑
を
さ
え
か
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ

こ
ま
で
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、｢

別
の
元
初｣
に
つ
い
て
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
の｢

存
在
の
思
索｣

が
ヘ
ル
ダ
ー

リ
ン
の
詩
句
と
響
き
合
っ
て
い
る
こ
と
を
見
て
き
た
よ
う
に
、「
空
虚
」
の
う
ち
に
「
道
」（Tao

）
の
合
図
を
見
て
取
り
、「
道
」
と
し
て

の
「
無
の
働
き
」
に
つ
い
て
語
る
老
子
の
言
葉
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
の
空
け
開
け｣

の
思
索
に
呼
応
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
認



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

五
四

め
る
こ
と
で
十
分
で
は
な
い
か
。

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
の
思
索
」
は
、「
形
而
上
学
の
元
初
」（
第
一
の
元
初
）
を
問
い
求
め
、
形
而
上
学
的
表
象
的
思
惟
と
の
対
決
を

通
し
て
、「
別
の
元
初
」
へ
の
移
行
を
準
備
す
る
「
元
初
的
思
索
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
存
在
者
が
根
無
し
草
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
る

現
代
世
界
の
「
存
在
喪
失
＝
歴
史
喪
失
」
の
只
中
に
あ
っ
て
、「
歴
史
か
そ
れ
と
も
歴
史
喪
失
か
」
と
い
う
決
断
の
場
に
立
ち
続
け
よ
う

と
す
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
の
課
題
は
、西
洋
の
存
在
の
歴
史
を
弁
明
す
る
こ
と
に
あ
り
、そ
の
意
味
で
彼
は
、徹
頭
徹
尾
、西
洋
の
「
思

索
者
」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
の
思
索
」
に
と
っ
て
東
ア
ジ
ア
と
の
対
話
は
、
あ
く
ま
で
西
洋
的
思
惟
の
元
初
を

問
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
。ハ
イ
デ
ガ
ー
か
ら
見
れ
ば
、ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
西
洋
の
歴
史
の
中
で
、西
洋
の
形
而
上
学
と
は「
別

の
元
初
」
を
準
備
す
る
「
将
来
的
な
者
」
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
に
固
有
の
元
初
的
経
験
を
響
か
せ
る
老
子
の
言
葉
は
、
西
洋
の

形
而
上
学
と
は
「
別
の
元
初
」
を
開
い
た
も
の
と
し
て
、
同
じ
「
将
来
的
な
者
」
と
い
う
意
味
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
死
の
直
前
、
全
集
第
一
巻
の
最
初
の
頁
に
手
書
き
で
、｢

道
―
―
作
品
で
は
な
い｣

（W
ege

―
―nicht W

erke

）
と
記

し
た
。ハ
イ
デ
ガ
ー
が
生
前
に
出
版
し
た
重
要
な
論
集
に
も
、『
杣
径
』（H

olzw
ege

）や『
道
標
』（W

egm
arken

）な
ど
、表
題
に「
道
」（W

eg

）

を
含
む
も
の
が
あ
る
。｢

道｣

は
、
彼
の
思
索
の
道
程
を
表
す
の
み
な
ら
ず
、
論
文｢

言
葉
へ
の
道｣

（W
eg zur Sprache

）
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
思
索
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
論
文｢
言
葉
の
本
質｣

で
は
、
老
子
の｢

道｣

（Tao)

に
こ
と
さ
ら
言
及
し
、

｢

お
そ
ら
く
〈
道
〉
と
い
う
語
は
、
熟
考
す
る
人
間
に
語
り
か
け
る
言
語
の
根
本
語
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ

る
と
、
老
子
の
中
心
概
念
で
あ
るTao

は｢

す
べ
て
を
動
か
す
道｣

で
あ
り
、｢
理
性
・
精
神
・
意
味
・
ロ
ゴ
ス
が
、
本
来
、
何
を
言
お
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う
と
し
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
場
合
の
原
点
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
こ
の
語
に
は
、「
思
索
し
つ
つ

言
う
」
こ
と
の
も
つ
、「
あ
ら
ゆ
る
秘
密
の
中
の
最
た
る
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
ま
た
別
の
箇
所
で
、
老
子
の
「
お
の
れ
の
明
る
さ
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
お
の
れ
の
暗
や
み
の
中
へ
身
を
隠
す
」
と
い

う
言
葉
を
引
用
し
、
ど
の
よ
う
な
思
考
の
中
に
も
働
い
て
い
る
暗
や
み
に
注
視
し
、
暗
や
み
を
不
可
避
の
も
の
と
し
て
承
認
す
る
こ
と
に

こ
そ
、思
索
を
本
質
と
す
る
人
間
が
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
た
）
30
（

。ハ
イ
デ
ガ
ー
が
語
る
こ
う
し
た
暗
や
み
は
、「
自

ら
を
覆
蔵
す
る
存
在
」
の
「
空
け
開
け
」
の
場
の
こ
と
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
存
在
の
空
け
開
け
」
を
思
索
す
る
こ
と
を
通

し
て
開
か
れ
る
一
つ
の
「
領
域
」（B

ereich

）
こ
そ
、
老
子
が
語
るTao

に
通
じ
る
「
道
」（W

eg

）
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て

思
索
す
る
こ
と
は
「
道
を
拓
く
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
「
道
」
の
途
上
に
お
い
て
は
じ
め
て
、「
存
在
の
思
索
」
と
い
う
「
変
容
し
た
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
思
惟
」
を
「
東
ア
ジ
ア
の
思
惟
と
の
対
決
に
も
た
ら
す
」
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
老
子
の
解
釈
に
対
し
て
、「
ハ
イ
デ
ガ
ー
さ
ん
、
あ
な
た
は
自
ら
の
思
索
が
東
ア
ジ
ア
の
思
索
と
ま
っ
た
く
異
な
る
西

洋
の
ロ
ゴ
ス
的
伝
統
に
立
つ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
老
子
の
こ
と
が
わ
か
る
の
で
す
か
」
と
尋
ね
る
人
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
疑
問
に
対
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、「
そ
う
尋
ね
ら
れ
る
あ
な
た
は
、
私
で
も
な
い
の
に
、
私
が
老
子
の
こ

と
が
わ
か
ら
な
い
と
ど
う
し
て
わ
か
る
の
で
す
か
」
と
、
問
い
返
す
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
ひ
と
は
荘
子
の
有
名
な
話
を
思
い
出
す
で

あ
ろ
う
。
荘
子
が
恵
子
と
一
緒
に
連
れ
立
っ
て
川
に
架
か
る
石
橋
を
ぶ
ら
つ
い
て
い
た
と
き
、
荘
子
が
橋
の
上
で
、
魚
が
ゆ
っ
た
り
と
泳

ぎ
回
っ
て
い
る
の
を
眺
め
て
、「
魚
も
楽
し
ん
で
い
る
の
だ
ね
」
と
い
う
と
、
恵
子
が
「
あ
な
た
は
魚
で
も
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
そ
ん

な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
」
と
詰
問
し
た
の
に
対
し
、
荘
子
が
「
そ
う
い
う
あ
な
た
も
私
で
は
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
私
に
、
魚
が
楽
し
ん

で
い
る
の
が
わ
か
ら
な
い
と
、
わ
か
る
の
か
ね
」
と
言
い
返
し
た
と
い
う
有
名
な
話
で
あ
る
。
本
源
に
立
ち
返
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
恵

子
が
荘
子
に
対
し
て
「
ど
う
し
て
魚
の
こ
と
が
わ
か
る
の
か
」
と
尋
ね
る
こ
と
自
体
、魚
の
楽
し
さ
が
荘
子
に
は
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
、
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恵
子
自
身
も
ど
こ
か
で
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
の
話
を
好
ん
で
お
り
、
ブ
レ
ー
メ
ン
講
演
の
あ
と
の
参

加
者
た
ち
と
の
懇
親
会
で
、「
他
者
の
立
場
に
は
た
し
て
自
分
は
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
他
者
理
解
の
可
能
性
が
話
題
に
あ

が
っ
た
際
に
、
皆
に
紹
介
し
て
解
説
し
た
そ
う
だ
）
31
（

。
西
洋
の
伝
統
に
立
っ
て
い
る
西
洋
人
は
、
東
ア
ジ
ア
の
人
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

東
ア
ジ
ア
の
伝
統
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
は
ず
だ
と
い
う
疑
念
は
、
異
な
る
も
の
を
あ
ら
か
じ
め
二
つ
に
分
け
、
そ
の
枠
を
固
定
す
る
こ

と
に
も
と
づ
く
。
こ
う
し
た
表
象
か
ら
離
れ
て
、
差
異
が
差
異
と
し
て
現
れ
る
本
源
に
立
ち
帰
っ
て
み
れ
ば
、
異
な
る
も
の
が
異
な
っ
た

ま
ま
一
つ
で
あ
り
、両
者
が
対
立
し
つ
つ
互
い
に
帰
属
し
あ
う
「
自
己
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
対
話
の
場
が
開
け
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と0

東
ア
ジ
ア
」
の
「
と0

」
に
も
、
西
田
幾
多
郎
が
好
ん
で
引
用
し
た
大
燈
国
師
の
言
葉
「
億
劫
相
別
れ
て
須
臾
も
離
れ
ず
、

尽
日
相
対
し
て
刹
那
も
対
せ
ず
」
が
響
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
田
は
、
東
洋
文
化
の
根
底
に
は
「
形
な
き
も
の
の
形
を
見
、
声

な
き
者
の
声
を
聞
く
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
潜
ん
で
い
る
と
語
っ
た
が
）
32
（

、
老
子
の
「
道
」（Tao

）
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
の

言
葉
を
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
西
洋
の
哲
学
者
の
誰
よ
り
も
よ
く
理
解
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

注（
1
） 

雑
誌『
理
想
』
第
四
四
四
号『
ハ
イ
デ
ガ
ー
生
誕
八
十
年
記
念
特

集
』（
一
九
七
〇
年
）参
照
。

（
2
） 

パ
ー
ク
ス（G

raham
 Parkes

）
が
編
纂
し
た
論
集H

EID
EG

-
G

ER and ASIAN
 TH

O
U

G
H

T,  H
onolulu 1987

を
参
照
。
こ
の

中
に
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
老
子
の
翻
訳
を
試
み
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
蕭
欣
義
の
エ
ッ
セ
ー
や
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
研
究
者
と
し
て
も

著
名
な
ペ
ゲ
ラ
ー（O

tto Pöggeler

）の
論
文｢

東
西
の
対
話̶

̶

ハ
イ

デ
ガ
ー
と
老
子｣

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
ド
イ
ツ
や
ア
メ

リ
カ
を
は
じ
め
諸
国
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
東
ア
ジ
ア
の
影
響
関
係
に
つ
い

て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

（
3
） Reinhard M

ay, H
eideggers W

erk unter ostasiatischem
 

Einfluss （Franz Steiner Verlag W
iesbaden G

M
B

H
, Stuttgart 
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1989
）.

（
4
） 
一
九
四
九
年
八
月
十
二
日
付
け
の
ヤ
ス
パ
ー
ス
宛
の
書
簡
参
照
。

（
5
） 

現
在
で
は
、G

A
.12, U

nterw
egs zur Sprache, S.79 ~ 146

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
） 

理
想
社
版
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
選
集
二
十
一『
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
対

話
』（
手
塚
冨
雄
訳
）に
収
録
さ
れ
て
い
る
訳
者
の
解
説
、
お
よ
び
訳
者

の
エ
ッ
セ
ー「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
一
時
間
」を
参
照
。

（
7
） M

.H
eidegger, G

A
.12, S.133.

（
8
） G

A
.12, S.96. 

こ
れ
も
、
か
つ
て
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
九
鬼
の
対

話
で
実
際
に
語
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

手
塚
に
よ
る
と
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
対
話
の
中
で
、
日
本
芸
術
の「
感

覚
的
性
格
を
超
え
た
象
徴
的
性
格
」あ
る
い
は「
精
神
的
性
格
」が
話
題

に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
9
） 

周
知
の
よ
う
に
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
こ
う
し
た
現
代
世
界
の
あ

り
方
をG

estell

と
名
づ
け
て
い
る
。G

estell

は
、｢

集
立｣
と
か

「
総
か
り
立
て
体
制｣

と
訳
さ
れ
、
機
能
的
視
点
か
ら
物
を「
表
象
」

（Vorstellen

）し「
製
作
」（H

erstellen

）し「
注
文
」（B

estellen

）す
る

と
い
う
仕
方
に
含
ま
れ
る「
立
て
る
」（Stellen

）
こ
と
に
着
目
し
て
作

ら
れ
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
造
語
で
あ
り
、
現
代
技
術
の
本
質
を
言
い
表
し

て
い
る
。

（
10
） G

A
.12, S.108. 

こ
の
問
い
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
手
塚
と
の
対
話

の
中
で
実
際
に
尋
ね
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
別
な
問
い（
注

17
参
照
）と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
者
の
問
い
は
、

｢

言
葉
に
つ
い
て
の
対
話｣

の
中
で
は「
問
い
」
と
い
う
形
で
こ
と
さ
ら

尋
ね
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
日
本
の
芸
術
経
験
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
の

中
で
登
場
さ
せ
る
と
い
う
ふ
う
に
、
巧
妙
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。

（
11
） W

esen 

が
原
文
で
イ
タ
リ
ッ
ク
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ

が
言
葉
の「
本
質｣

を
表
す
よ
り
も
、｢

言
葉
が
立
ち
現
れ
る
、
現
成
す

る
」
と
い
う
動
詞
的
意
味
が
付
け
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た

い
。

（
12
） 

前
掲
書「
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
の
一
時
間
」
一
六
〇
頁
以
下
。
こ
の
説

明
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
意
に
適
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。た
だ
、

｢

お
も
し
ろ
い
。
で
は
、
き
み
、
日
本
語
の
こ
と
ば
の
意
味
は
、D

ing

（
物
）だ
ね
」と
い
う
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
反
応
に
は
す
こ
し
お
ど
ろ
か
さ
れ

る
。
こ
れ
は｢

物｣

と｢

言
葉｣

の
本
質
的
連
関
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
ど
の

よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
を
暗
示
す
る
発
言
で
あ
り
、
深
く
考
え
さ
せ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
13
） G

A
.12, S.115

参
照
。

（
14
） 
同 S.116.

（
15
） 

同 S.85.
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（
16
） 
同S.134.

（
17
） 
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
手
塚
と
の
対
話
で
は
、
日
本
的
形
而
上
学
性
を

め
ぐ
っ
て
の
話
の
中
で
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
日
本
語
に
お
い
て「
現
象
」

（Erscheinung
）と「
本
質
」（W

esen

）を
表
す
も
っ
と
も
普
通
の
こ
と

ば
に
つ
い
て
尋
ね
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
前
掲
書
一
六
二

頁
）。
こ
の
質
問
に
対
し
て
手
塚
は
、
通
常
語
で
は
な
い
も
の
の
一
般

に
流
布
し
て
い
る
こ
と
ば
と
し
て
、
仏
教
語
の「
色
」と「
空
」を
挙
げ
、

色
即
是
空
、
空
即
是
色
と
し
て
対
立
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
同
一
的

に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。「
色
は
い
ろ
、色
彩
、し
た
が
っ

て
現
象
。
空
は
本
来Leere

で
し
ょ
う
が
、
ま
た〈
そ
ら
〉（H

im
m

el

）

で
あ
り
、das O

ffene

（
ひ
ら
い
た
世
界
）で
も
あ
り
ま
す
。
一
面
で
は

空
無
で
す
が
、
そ
の
空
無
は
、
消
極
的
意
味
ば
か
り
で
な
く
、
万
物
の

根
源
的
な
あ
り
か
た
、
し
た
が
っ
て
ま
た
理
想
と
し
て
追
求
さ
れ
る
状

態
を
指
向
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」、と
説
明
を
受
け
て
、ハ
イ
デ
ガ
ー

が
非
常
に
興
味
を
か
き
立
て
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
18
） G

A
.12, S143.

（
19
） G

A
.79, S.93. 

ハ
イ
デ
ガ
ー
はV

ictor von Strauss

の
訳
を

使
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
日
本
語
に
す
る
と「
お
の
れ
の
明
る

さ
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
お
の
れ
の
暗
や
み
の
中
へ
身
を
隠
す
」（
森

一
郎
訳
、
創
文
社
版
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
全
集
第
七
十
九
巻
一
一
四
頁
）
と

な
ろ
う
。
し
か
し
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
引
用
は
、原
文
の「
知
其
白
、守
其
黑
、

爲
天
下
式
」
の
最
後
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
お
り
、
意
味
が
か
な
り
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。色
々
な
解
釈
が
可
能
で
あ
り
訳
は
様
々
で
あ
る
が
、

た
と
え
ば
岩
波
文
庫
の
蜂
屋
邦
夫
訳
で
は
、「
賢
明
な
あ
り
方
を
知
り

な
が
ら
、
暗
愚
の
立
場
を
守
っ
て
い
く
と
、
世
の
中
の
人
々
が
仰
ぎ
見

る
模
範
と
な
る
」と
な
っ
て
い
る
。以
下
、老
子
の
日
本
語
訳
と
し
て
は
、

蜂
屋
訳
に
加
え
て
、
福
永
光
司
訳
を
使
用
す
る
。

（
20
） 

一
九
六
五
年
八
月
八
日
づ
け
のSiegfried B

röse

宛
の
手
紙

（G
A

.16, S.617f.

）。
こ
こ
で
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
はv. J. U

lenbrook

の

翻
訳
を
使
っ
て
い
る
。

（
21
） 

功
遂
身
退
、
天
之
道
。

（
22
）  Paul Shin-yi H

siao, "W
IR

 T
R

A
FE

N
 U

N
S A

M
 

H
O

LZM
A

R
K

TPLATZ" in Erinnerung an M
artin H

eideg-
ger, Verlag G

ünter N
eske Pfullingen 1977. 

な
お
こ
の
文
の
英

語
版
は
、
後
にG

raham
 Parkes

が
編
纂
し
た
前
掲
書H

EID
EG

-
G

ER and ASIAN
 TH

O
U

G
H

T

の
中
に
、”H

eidegger and O
ur 

Translation of the Tao Te C
hing"

と
い
う
表
題
で
、
少
し
形
を
変

え
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
23
） G

A
.7, S.36.

（
24
） G

raham
 Parkes

編
の
前
掲
書P.102

〜103

。
老
子
の
こ
の



五
九

ハ
イ
デ
ガ
ー
と
東
ア
ジ
ア
の
対
話
　〔
嶺
〕

言
葉
が
大
変
気
に
入
っ
た
の
か
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
蕭
欣
義
に
こ
の
言
葉

を
揮
毫
し
て
も
ら
い
、
書
斎
の
壁
に
飾
っ
て
い
た
と
い
う
。

（
25
） G

A
.79, S.7f. 

創
文
社
版
全
集
七
十
九
巻
一
〇
頁
。

（
26
） G

A
.75, S.43.

（
27
） 

志
野
好
伸
は
論
文「〈
無
〉
を
め
ぐ
る
ハ
イ
デ
ガ
ー
思
想
と
中

国
学
の
対
話
」（
明
治
大
学
教
養
論
集
通
巻
五
二
二
号
、
二
〇
一
七

年
）
に
お
い
て
、
老
子
の「
道
」
の
思
想
を
取
り
上
げ
、
ブ
レ
ー
メ

ン
講
演「
物
」
や「
言
葉
に
つ
い
て
の
対
話
」
に
認
め
ら
れ
る「
集
約
」

（Versam
m

lung

）
に
注
目
し
て
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
存
在
理
解
、
ロ
ゴ

ス
の
理
解
、
と
り
わ
け「
四
方
界
」（G

eviert
）と
老
子
の「
道
」の
思
想

を
く
わ
し
く
比
較
検
討
し
て
い
る
。

（
28
） G

A
.75, S.39

参
照
。

（
29
） 

域
中
有
四
大
、
而
王
居
其
一
焉
。
人
法
地
、
地
法
天
、
天
法
、

法
自
然
。

（
30
） 

注
19
参
照
。

（
31
） 

荘
子
外
篇
秋
水「
莊
子
與
惠
子
於
濠
梁
之
上
」。 H

.W
.Petzet, 

Auf einen Stern zugehen, Frankfurt a.M
. 1983, S.24 

参
照
。

（
32
） 

西
田
幾
多
郎
新
版
全
集
第
三
巻
二
五
五
頁
。
ま
た『
老
子
』
第

十
四
章
を
参
照
。



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

六
〇

「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て

―
―
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ド 

　
　
『
生
き
て
い
る
こ
と　

動
く
、
知
る
、
記
述
す
る
』 

　
　
（
柴
田
崇
／
野
中
哲
士
／
佐
古
仁
志
／
原
島
大
輔
／
青
山
慶
／ 

　
　

柳
澤
田
実
訳
、
左
右
社
、
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
日
刊
） 

　
　

を
出
発
点
に

稲

賀

繁

美

　

原
著Being Alive

は
二
〇
一
一
年
刊
。
当
時
著
者
イ
ン
ゴ
ル
ドTim

 Ingold

は
六
三
歳
。
現
在
の
評
者
と
ほ
ぼ
同
年
齢
で
あ
る
。
そ

の
た
め
評
者
は
十
年
の
遅
延
を
伴
い
つ
つ
、
異
な
る
専
門
分
野
に
属
し
、
違
っ
た
道
程
を
辿
り
な
が
ら
も
、
な
ぜ
か
き
わ
め
て
近
い
思
考

を
紡
い
で
き
た
著
者
の
航
跡
を
後
追
い
す
る
、
希
有
な
体
験
を
得
た
。
冒
頭
よ
り
私
事
に
わ
た
り
恐
縮
だ
が
、
本
書
評
の
性
格
に
関
わ
る

た
め
一
言
注
記
す
る
。
本
稿
で
は
、
和
訳
で
六
百
頁
近
い
本
書
全
体
に
言
及
す
る
こ
と
は
放
棄
し
、
評
者
と
の
接
点
と
、
そ
れ
ゆ
え
の
違

和
感
と
に
的
を
絞
り
つ
つ
、
本
書
の
扱
う
話
題
と
思
索
と
に
私
見
を
交
え
て
考
察
を
進
め
た
い
。



六
一

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

一

最
初
に
筆
者
と
交
錯
す
る
論
点
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。
第
一
部
は
「
地
面
を
切
り
拓
く
」
と
題
さ
れ
る
が
、
手
や
腕
に
よ
る
世
界
操

作
で
は
な
く
「
足
」
に
よ
る
知
覚
世
界
を
「
歩
く
」
意
味
が
問
わ
れ
る
。
対
す
る
に
評
者
は
、『
接
触
造
形
論
』
に
お
い
て
、
素
足
で
の

武
術
の
稽
古
に
つ
い
て
考
察
を
巡
ら
せ
て
き
た
。
第
二
部「
メ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ク
」。
評
者
も
日
本
語
で
は「
蜘
蛛
の
巣
」と
呼
ば
れ
る
ウ
ェ
ッ

ブ
に
生
き
る
蜘
蛛
の
生
態
を
暗
喩
と
し
て
情
報
科
学
の
常
識
を
問
い
直
す
共
同
研
究
を
進
め
つ
つ
あ
る
。
流
行
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ェ

ルA
lfred G

ell

のagency

理
論
や
ブ
リ
ュ
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ルB

runo Latour

ら
のactor-netw

ork

理
論
に
本
質
的
な
疑
念
を
抱
き
、

華
厳
教
学
の
因
陀
羅
網
に
頼
っ
て
、
ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
クN

am
-jun Paik

を
含
む
現
代
藝
術
の
一
群
の
創
作
を
分
析
し
て
き
た
評

者
と
し
て
は
、
著
者
のm

esh

論
は
無
視
で
き
な
い
）
1
（

。
第
三
部
「
大
地
と
天
空
」。
こ
こ
で
凧
あ
げ
の
意
味
が
問
わ
れ
る
。
評
者
も
ま

た
従
来
の
認
識
主
体
と
対
象
物
と
の
区
別
に
立
脚
す
る
観
察
方
法
へ
の
抜
本
的
な
問
い
直
し
の
き
っ
か
け
と
し
て
「
和
凧
」
に
関
す
る
国

際
会
議
に
関
与
し
て
き
た
）
2
（

。
さ
ら
に
そ
の
延
長
上
で
、「
稽
古
」
に
お
け
る
身
体
接
触
を
通
じ
た
伝
授
に
注
目
し
、
能
動
と
受
動
と
の

区
別
を
超
え
た
、
い
わ
ば
中
動
態
的
な
相
互
作
用
に
、
従
来
の
情
報
理
論
の
致
命
的
盲
点
を
指
摘
し
て
き
た
）
3
（

。
第
四
部
「
物
語
ら
れ
た

世
界
」。
こ
こ
で
は
直
接
体
験
・
観
察
行
為
・
そ
の
記
述
と
い
う
古
典
的
な
位
相
差
に
疑
義
が
呈
さ
れ
る
。
こ
れ
は
西
ア
フ
リ
カ
の
神
話

的
世
界
の
学
術
的
扱
い
に
疑
念
を
抱
い
て
き
た
評
者
に
と
っ
て
も
、
切
実
な
方
法
論
的
問
い
だ
っ
た
）
4
（

。
口
頭
伝
承
を
文
字
記
述
に
回
収

す
る
編
集
作
業
は
、
神
話
の
生
態
を
裏
切
り
、
生
き
た
語
り
を
死
体
へ
と
屠
殺
す
る
。
こ
こ
で
学
術
業
績
は
遺
体
処
理
の
墓
地
管
理
業
に

酷
似
し
た
醜
態
を
晒
す
。
そ
れ
を
受
け
た
第
五
部
は
、
前
著
「
ラ
イ
ン
ズ
」
と
も
輻
輳
し
つ
つ
「
線
描
」
の
生
態
に
迫
る
。
こ
こ
で
筆
者

が
言
及
す
る
東
洋
の
「
書
」
に
関
し
て
は
、
評
者
も
、
お
そ
ら
く
偶
然
に
は
留
ま
ら
ぬ
事
情
か
ら
、
ノ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
イ
ソ
ンN

orm
an 



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

六
二

B
ryson

や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ル
キ
ン
スJam

es Elkins

と
い
っ
た
、
著
者
の
取
り
上
げ
る
数
人
の
論
敵
と
も
密
接
な
交
友
が
あ
り
）
5
（

、

彼
ら
と
の
対
峙
の
中
で
水
墨
画
の
筆
遣
い
や
）
6
（

、
織
物
と
し
て
のtext

の
生
成
に
、
美
学
的
あ
る
い
は
現
象
学
的
な
考
察
を
加
え
て
き

た
）
7
（

。
事
は
漢
語
の
「
道
」
の
洞
察
に
至
る
が
、
原
著
者
は
、
矢
代
幸
雄
が
特
筆
し
た
荊
浩
の
『
筆
法
記
』
に
言
及
す
る
一
方
で
「
世

界
内
存
在
」In-der-W

elt-Sein, being-in-the-w
orld

（
三
七
七
）
と
い
う
天
心
・
岡
倉
覚
三
経
由
で
ハ
イ
デ
ガ
ーM

artin H
eidegger

も
考
察
し
た
概
念
に
ま
で
接
近
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
「
道
」W

eg

お
よ
び
、
過
程
と
し
て
の
「
道
行
」in the passage

に
つ
い
て
も
、
評
者
は
国
際
的
な
学
会
の
場
で
、
す
で
に
複
数
の
見
解
表
明
を
な
し
て
い
る
）
8
（

。

二

　

以
上
の
見
取
り
図
を
前
提
と
し
て
、
以
下
、
著
者
の
見
解
と
評
者
の
そ
れ
と
撚
り
合
わ
せ
た
い
。
そ
れ
は
糸
を
紡
ぐ
営
み
で
あ
り
、
そ

こ
に
はnetw

ork

で
は
な
くm

esh

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。
網netw

ork

が
そ
の
「
節
」nod

を
い
わ
ば
前
提
の
主
体
と
し
て
関
係

を
組
み
上
げ
る
の
に
対
し
、
む
し
ろ
組
み
上
げ
ら
れ
た
編
み
目m

esh

の
う
え
に
座
を
占
め
る
の
が
、
因
陀
羅
網
の
比
喩
だ
ろ
う
。
蜘
蛛

の
巣
の
上
に
朝
露
が
結
ぼ
れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
露
に
は
他
の
露
た
ち
の
姿
が
写
り
込
み
、
ひ
と
つ
の
水
滴
の
姿
は
、
他
の
す
べ
て
の
水

滴
の
表
面
に
微
細
な
映
像
を
投
射
し
て
い
る
）
9
（

。A
gency

やactor

を
前
提
と
す
る
立
論
で
は
な
く
、
関
係
の
錯
綜
の
う
ち
に
、
主
体

は
あ
く
ま
で
事
後
的
に
、
そ
の
関
係
項
か
ら
な
るm

esh

の
環
境
条
件
に
適
合
し
た
形
象
と
し
て
析
出
す
る
。
こ
の
発
想
の
転
換
は
、
個

人
の
尊
厳
を
出
発
点
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
を
引
き
ず
る
西
側
世
界
で
は
、
未
だ
に
容
易
に
は
受
け
入
れ
な
い
。
評
者
は
こ
の
困
難

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
気
象
学
的
構
想
力
を
提
唱
し
て
き
た
。
台
風
ひ
と
つ
見
て
も
、
上
昇
気
流
の
巨
大
な
渦
巻
の
発
生
が
台
風
の
目

を
空
洞
と
し
て
形
成
す
る
。
そ
れ
は
初
期
の
ジ
ョ
ル
ジ
ォ
・
ア
ガ
ン
ベ
ンG

iorgio A
gam

ben

が
処
女
作
『
中
身
の
な
い
人
間
』
で
ヘ
ー



六
三

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

ゲ
ルG

.W
.F. H

egel

を
読
み
替
え
つ
つ
提
起
し
た
藝
術
創
造
の
主
体
像
に
酷
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
地
殻
変
動
に
感
応
す
る
地
学
的
想

像
力
を
評
者
も
提
唱
し
て
き
た
）
10
（

。

　

著
者
は
ア
ラ
ス
カ
の
民
コ
ユ
コ
ン
や
、
南
ア
フ
リ
カ
の
民
コ
イ
サ
ン
が
風
に
意
識
を
注
ぎ
「
気
象
世
界
」
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
、
ハ

イ
デ
ガ
ー
を
受
け
て
、「
気
象
す
る
」w

eathering

と
表
現
す
る
（
二
九
一
）。
か
れ
ら
の
住
居
は
流
通
を
招
じ
入
れ
る
「
空
隙
」
あ
る
い

は
記
載
を
乗
せ
る
「
空
欄
」
で
な
け
れ
ば
な
い
。
評
者
な
ら
ず
と
も
海
上
を
帆
走
す
る
帆
船
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
が
、風
上
に
向
か
う
「
間

切
り
」
を
含
め
、
一
見
気
ま
ぐ
れ
な
帆
走
の
航
跡
は
、
風
向
き
を
始
め
と
し
た
気
象
条
件
を
満
た
し
、
そ
れ
と
一
体
と
な
る
こ
と
で
描
か

れ
る
軌
跡
で
あ
り
、「
風
待
ち
」
は
「
日
和
見
」
だ
が
、
そ
こ
に
は
天
候
を
予
見
す
る
経
験
知
が
不
可
欠
で
あ
る
。
風
の
体
験
は
音
に
結

び
つ
く
が
、soundscape

はlandscape

と
い
う
視
覚
に
よ
る
領
略
を
転
用
し
た
比
喩
と
し
て
、
筆
者
は
こ
れ
を
退
け
る
。
コ
ユ
コ
ン
に

は
暖
気
・
冷
気
の
皮
膚
感
覚
、
コ
イ
サ
ン
に
は
風
の
運
ん
で
く
る
様
々
な
臭
気
が
大
切
だ
ろ
う
が
、
視
覚
の
隠
喩
は
こ
れ
ら
を
見
捨
て
て

し
ま
う
。

　

著
者
は
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズG

illes D
eleuze

の
条
理
空
間
／
平
滑
空
間
の
対
比
を
援
用
す
る（
三
一
五
）。
こ
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、

し
ば
し
ば
見
落
と
さ
れ
る
の
で
補
っ
て
お
け
ば
、
解
剖
学
用
語
で
は
条
理strié

は
横
紋
筋
、
平
滑lisse

は
平
滑
筋
を
意
味
し
、
前
者
は

骨
格
筋
で
随
意
運
動
に
応
じ
、
後
者
は
内
蔵
筋
で
自
律
神
経
系
の
支
配
下
に
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
は
、
前
者
を
意
識
あ
る
い
は
定

住
者
、
後
者
を
無
意
識
あ
る
い
は
遊
牧
民
へ
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
、
固
定
し
た
分
類
枠
に
種
別
を
登
記
す
る
型
の
分
類

学
的
思
考
・
系
統
発
生
学
的
な
モ
デ
ル
を
な
す
「
条
理
空
間
」
の
傍
ら
に
、
そ
れ
に
は
馴
染
ま
な
い
浮
遊
性
の
生
命
を
「
平
滑
空
間
」
に

位
置
づ
け
る
。
固
定
し
た
属
性
や
同
一
性
に
よ
っ
て
括
ら
れ
管
理
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
こ
れ
ら
の
生
命
の
生
息
地
は
、
所
有
権
が
不
明
な

限
り
で
、「
無
主
地
」（
三
九
二
）
呼
ば
れ
る
が
、こ
れ
は
「
海
賊
行
為
」
を
軸
に
世
界
文
化
史
を
再
考
し
た
評
者
な
り
に
言
い
換
え
れ
ば
「
海

賊
」「
山
賊
」
な
い
し
は
お
好
み
な
ら
「
馬
賊
」
の
出
没
す
る
海
域
あ
る
い
は
土
地
で
あ
る
）
11
（

。
前
者
が
「
名
詞
」
的
存
在
な
ら
ば
、
後
者



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

六
四

は
「
動
詞
」
的
（
四
一
二
）、
前
者
が
「
活
字
」
な
ら
後
者
は
「
線
描
」、
前
者
が
「
音
程
」
な
ら
後
者
は
「
声
」（
四
四
四
）
と
、
イ
ン
ゴ

ル
ド
は
議
論
を
横
滑
り
に
「
平
滑
」
さ
せ
て
ゆ
く
。

　

同
様
の
二
項
対
立
が
、
完
成
し
た
「
油
彩
画
」
と
線
に
よ
る
「
素
描
」
に
も
適
用
さ
れ
る
（
第
十
六
章
「
精
神
の
歩
き
方
」）。
こ
こ

で
著
者
は
西
洋
中
世
の
修
道
院
の
記
憶
術
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ーW

. K
an-

dinsky

の
画
論
、
さ
ら
に
は
荊
浩
に
帰
さ
れ
五
代
か
ら
宋
代
に
成
っ
た
『
筆
法
記
』
に
ま
で
縦
横
に
結
び
つ
け
る
。
評
者
は
華
厳
教
学

を
導
き
と
し
て
同
様
の
試
み
を
現
代
美
術
論
に
お
い
て
試
み
た
が
、
英
語
圏
の
査
読
者
か
ら
は
理
論
的
な
根
拠
に
欠
け
る
連
想
に
す
ぎ
な

い
、
と
し
て
何
度
も
掲
載
を
拒
絶
さ
れ
た
体
験
が
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
章
は
と
り
わ
け
興
味
深
い
）
12
（

。
評
者
の
議
論
に
強
引
に
引
き
つ
け

る
な
ら
ば
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
表
面
の
形
態
的
相
似
の
底
に
は
心
的
な
深
層
が
隠
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
聖
書
の
想
起
で
あ
っ
た
り
、

祖
先
の
記
憶
で
あ
っ
た
り
、
夢
の
形
象
で
あ
っ
た
り
も
し
て
、「
精
神
の
眼
」
に
拓
か
れ
る
世
界
、
魂
に
触
れ
る
次
元
で
あ
る
。
荊
浩
は

絵
画
に
「
精
神
、
共
鳴
、
思
考
、
主
題
、
筆
、
墨
」
の
「
六
要
」
を
指
摘
す
る
（
オ
ズ
ヴ
ァ
ル
ド
・
シ
レ
ンO

.Sirén

訳
：
四
七
八
）。

原
語
漢
文
で
は
「
気
、
韻
、
思
、
景
、
筆
、
墨
」
で
あ
り
、
最
初
の
「
気
韻
」
は
、
一
般
に
は
「
気
韻
生
動
」
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、

そ
の
内
実
や
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
煩
を
厭
っ
て
、
い
ま
は
措
く
）
13
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
淵
源
す
る
「
形
相
」
と
「
質
量
」
と
の
対
比
、
頭
脳
に
宿
っ
た
イ
デ
ア
を
物
質
に
型

押
し
す
る
と
い
う
、
西
側
世
界
で
の
伝
統
的
な
発
想
と
は
異
質
な
思
考
が
躍
動
し
て
い
る
点
に
、
著
者
の
関
心
は
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
文

脈
で
筆
者
が
ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ーV

ilém
 Flusser

に
注
目
し
て
い
る
こ
と
も
、
評
者
に
は
納
得
が
ゆ
く
。
フ
ル
ッ
サ
ー
は
そ
の
特

異
な
デ
ザ
イ
ン
論
で
、
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
か
ら
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
主
義
に
支
配
さ
れ
た
、
こ
う
し
た
思
考
法
に
根
源
的
な
疑
念
を
投
げ
か
け

て
い
た
か
ら
で
あ
る
）
14
（

。
ま
た
そ
こ
に
は
素
材
の
癖
に
寄
り
添
う
「
工
藝
」
的
思
考
の
横
溢
す
る
こ
と
を
、著
者
は
見
逃
さ
な
い
（
四
八
五

―
七
）
）
15
（

。
こ
こ
で
著
者
は
「
観
念
は
結
晶
構
造
を
持
ち
、
現
実
は
液
体
で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
現
代
の
建
築
書
か
ら
引
く
。
建
築
が
理



六
五

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

念
と
い
う
容
器
な
ら
ば
、
そ
こ
に
住
ま
う
こ
と
が
現
実
だ
ろ
う
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
引
か
な
い
が
、「
暗
黙
知
」
を
提
唱
す
る
マ
イ
ケ
ル
・

ポ
ラ
ン
ニ
ーM

ichael Polanyi

な
らindw

elling

と
呼
ん
だ
現
象
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
評
者
は
「
棲
み
込
み
」
と
訳
し
て
き
た
）
16
（

。
さ

ら
に
我
田
引
水
と
な
る
が
、
こ
の
「
結
晶
」
と
「
液
体
」
と
の
相
互
関
係
を
理
解
す
る
に
は
、
本
邦
の
真
言
宗
開
祖
・
空
海
が
練
り
上
げ

た
両
界
曼
荼
羅
の
世
界
観
が
有
効
だ
ろ
う
。
金
剛
界
曼
荼
羅
は
多
く
の
透
明
な
結
晶
が
ク
ウ
ォ
ー
ツ
の
よ
う
に
一
定
の
周
波
で
微
細
に
振

動
し
て
い
る
水
晶
的
世
界
。
そ
れ
と
対
を
な
す
胎
蔵
界
曼
荼
羅
は
、
阿
頼
耶
識
と
呼
ば
れ
る
意
識
の
流
れ
の
世
界
、
液
状
に
流
転
し
、
刹

那
滅
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
両
者
は
メ
ビ
ウ
ス
の
帯
の
よ
う
に
表
裏
を
な
し
て
相
互
に
転
換
を
や
め
な
い
。
両
界
は
不
同
な
が
ら
不
二
で

あ
り
、
密
教
の
修
法
が
実
践
的
に
教
え
る
よ
う
に
、
相
互
に
障
碍
は
な
く
、
ま
た
こ
こ
で
は
因
果
を
越
え
た
縁
起
が
現
象
間
を
結
び
つ
け

る
ゆ
え
に
、
時
間
軸
に
沿
っ
た
因
果
関
係
も
、
も
は
や
絶
対
で
は
な
い
。
華
厳
教
学
は
、
因
果
や
主
客
、
過
去
現
在
未
来
の
通
念
か
ら
の

脱
却
を
図
る
の
だ
か
ら
）
17
（

。

　

話
題
が
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
も
は
や
「
旧
来
の
因
果
の
言
語
」（
四
九
〇
）
で
は
対
処
で
き
な
い
。
こ
の
文
脈
で
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
ド
ゥ

ル
ー
ズ
と
ガ
ダ
リ
の
『
千
の
高
原
』
を
手
が
か
り
に
、
奇
し
く
も
凧
揚
げ
の
話
題
を
持
ち
出
す
（
四
九
一
―
三
）。
凧
は
地
上
の
操
作
手

が
操
作
し
て
空
中
を
舞
う
わ
け
で
は
な
い
。
空
気
の
流
動
に
よ
っ
て
賦
活
さ
れ
る
凧
は
、
凧
と
操
作
手
と
を
結
ぶ
糸
か
ら
は
「
逃
走
」
す

る
方
向
に
舞
い
、
独
自
の
旋
律
を
航
跡
に
残
し
つ
つ
揺
蕩
う
。
そ
れ
は
操
作
手
が
主
体
と
な
っ
て
作
り
出
す
軌
跡
で
は
な
い
線
描
を
絶
え

間
な
く
創
出
し
て
ゆ
く
。
凧
は
複
数
の
変
数
の
相
乗
か
ら
な
る
連
続
的
な
変
化
に
身
を
任
せ
て
巡
行
し
、
操
作
手
は
そ
の
状
況
に
即
応
し

て
絶
え
間
な
い
微
調
整
を
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
が
サ
ー
フ
ィ
ン
に
お
け
る
身
の
こ
な
し
や
帆
走
す
る
ヨ
ッ
ト
の
操
船
に
似
た
行
で
あ
る
こ

と
も
、
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
明
ら
か
だ
ろ
う
）
18
（

。

　

果
た
し
て
此
処
で
な
さ
れ
る
操
作
は
パ
ー
スC

.S. Peirce

の
い
う
意
味
の
「
仮
説
的
推
論
」abduction

な
の
か
、あ
る
い
は
「
即
興
」

im
provisation

な
の
か
（
四
九
五
）。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
両
者
を
「
縒
り
合
わ
す
」
糸
を
語
る
が
、
こ
れ
が
本
書
最
後
の
第
五
部
で
「
線
を
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束
ね
る
」
行
為
と
し
て
の
「
記
述
」
へ
と
「
撚
り
合
」
わ
さ
れ
る
。
撚
り
糸
や
織
物
の
比
喩
は
、
織
り
つ
つ
織
り
込
ま
れ
る
相
互
作
用
の

直
喩
と
な
る
。
こ
こ
で
、
現
場
に
参
画
す
る
「
行
為
」
か
ら
「
観
察
」
さ
ら
に
は
「
記
述
」
の
三
つ
巴
が
問
題
と
な
る
。
た
だ
し
こ
れ
に

続
く
行
文
で
は
、
著
者
が
映
像
人
類
学
や
視
覚
文
化
論
を
論
敵
と
し
て
議
論
を
す
す
め
る
た
め
、
行
文
に
は
錯
綜
が
顕
著
と
な
る
。
可
能

な
範
囲
で
整
理
し
よ
う
。
人
類
学
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
で
採
取
す
る
口
頭
伝
承
の
神
話
は
、
じ
っ
さ
い
に
は
語
り
の
度
に
、
聴
衆
の
求
め
と

も
相
関
し
て
微
妙
に
変
異
す
る
。
そ
れ
を
活
字
に
よ
る
決
定
版
へ
と
洗
練
し
て
印
行
す
る
の
が
、
か
つ
て
は
文
化
人
類
学
者
の
使
命
だ
っ

た
。
口
頭
の
語
り
が
連
綿
と
続
く
線
条
な
ら
ば
、
活
字
へ
の
分
節
は
、
聞
き
手
か
ら
の
分
離
を
意
味
す
る
。
手
書
き
の
手
稿
が
キ
ー
ボ
ー

ド
の
鍵
盤
に
よ
っ
て
タ
イ
プ
さ
れ
る
段
階
で
、
手
仕
事
の
痕
跡
は
消
去
さ
れ
る
。
文
字
に
よ
る
分
節
は
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の

電
子
機
器
の
技
術
革
新
に
よ
り
、「
他
者
性
」
へ
の
乖
離
を
さ
ら
に
促
進
す
る
）
19
（

。

　

原
初
の
「
共
在
性
」togatherness
（
五
〇
九
）
は
、
和
辻
哲
郎
が
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
対
抗
し
て
練
り
上
げ
たM

itsein

の
英
訳
で
も
あ

ろ
う
が
）
20
（

、
そ
れ
は
「
観
察
」
と
「
記
述
」
と
い
う
学
術
過
程
で
疎
外
さ
れ
て
ゆ
く
。
な
ぜ
な
ら
「
観
察
」
も
「
記
述
」
も
主
体
と
客
体

と
の
分
離
を
前
提
と
す
る
の
だ
か
ら
。
和
辻
の
「
共
在
」
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
死
に
向
か
う
」「
時
間
内
存
在
」
に
対
抗
し
て
、
空
間
に

投
げ
出
さ
れ
た
現
存
在
に
注
目
し
、
個
人
と
個
人
の
「
間
柄
」
に
倫
理
の
基
礎
を
据
え
る
「
人
間
学
」
の
基
礎
を
な
す
概
念
だ
っ
た
。
さ

ら
に
い
え
ばM

itsein

の
環
境
か
ら
事
後
に
析
出
す
る
の
が
「
個
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
言
う
メ
ッ
シ
ュ
の
絡
ま
り
に
生
じ

る
「
節
」
と
の
比
較
を
促
す
。
だ
が
同
時
に
、
和
辻
の
見
る
「
環
世
界
」U

m
w

elt

の
孕
む
環
境
学
的
な
生
態
学
的
空
間
性
に
対
し
て
イ

ン
ゴ
ル
ド
のlines

が
な
お
、
き
わ
め
て
切
り
詰
め
ら
れ
た
一
次
元
の
線
条
性
の
比
喩
に
傾
い
て
い
る
兆
候
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
―

両
者
は
と
も
に
ハ
イ
デ
ガ
ー
が
参
照
し
た
ユ
ク
ス
キ
ュ
ルJakob von Ü

ksküll

の
議
論
に
依
拠
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
21
（

。

　

さ
ら
に
「
観
察
」
と
「
記
述
」
に
は
「
枠
付
け
」
―
―
特
定
の
座
標
軸
の
優
先
的
選
択
と
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
範
囲
の
確
定
―
―
が
不

可
避
の
前
提
条
件
と
な
る
が
、
和
辻
と
同
時
代
人
の
鼓
常
良
が
同
じ
ド
イ
ツ
留
学
の
過
程
で
、
日
本
美
学
の
特
質
と
し
て
「
枠
な
し
性
」



六
七

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

R
ahem

enlosigkeit

を
唱
え
、
一
定
の
評
価
を
得
た
の
も
、
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
）
22
（

。
も
と
よ
り
東
洋
の
水
墨
に
よ
る
運
筆
は
補
筆
修
正

を
許
さ
な
い
―
―
少
な
く
と
も
通
念
と
し
て
は
。
こ
こ
で
、
上
塗
り
の
修
正
に
よ
る
「
仕
上
げ
」
を
求
め
る
西
洋
の
油
彩
画
と
の
本
質
的

な
違
い
を
見
出
す
ノ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
イ
ソ
ン
の
所
論
に
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
着
目
す
る
。
墨
跡
が
生
命
の
軌
跡
を
直
に
紙
面
に
定
着
す
る
の

に
対
し
（
五
一
三
）、
西
側
世
界
の
「
完
成
」fini/finish

の
理
念
は
、
そ
う
し
た
生
成becom

ing

の
痕
跡
を
消
去
す
る
「
お
化
粧
」
に

重
き
を
置
く
。
そ
こ
に
、
額
縁
で
縁
取
ら
れ
、
虚
構
の
完
結
性
を
強
い
ら
れ
た
「
作
品
」ergon

が
、
は
じ
め
て
そ
れ
自
体
で
「
自
律
」

autonom
y

を
獲
得
し
た
存
在
と
し
て
の
資
格
で
「
完
璧
」
に
成
立
す
る
―
歴
史
的
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、
時
の
摩
耗
を
超
え
て
。

　

―
―
こ
の
よ
う
に
著
者
の
見
解
を
要
約
す
る
と
、
あ
た
か
も
西
側
世
界The W

est

の
学
術
は
、（
東
洋
や
日
本
を
含
む
）
そ
れ
以
外

The R
est

の
地
域
の
「
生
」
な
原
料
を
加
工
し
て
、「
製
品
」
と
名
付
け
ら
れ
た
人
工
物
へ
と
調
理
す
る
「
彫
琢
」
で
あ
り
、
そ
れ
が

「
文
明
化
」
の
定
義
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
招
く
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
「
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
参
与
観
察
の
文
脈
と

は
か
け
離
れ
た
」「
書
斎
へ
の
撤
退
」
だ
と
形
容
す
る
（
五
一
五
）。「
フ
ィ
ー
ル
ド
」field

と
は
記
述
者
が
現
場
の
観
察
か
ら
目
を
逸
し
、

「
回
顧
的
に
創
造
す
る
た
め
の
特
殊
用
語
」（
五
五
二
）
に
他
な
ら
な
い
―
―
こ
の
皮
肉
な
観
察
は
、「
肘
掛
椅
子arm

chair

で
の
思
索
」

（
五
四
三
）
へ
と
退
却
す
る
植
民
地
的
学
術
に
対
す
る
、
図
星
を
指
し
た
糾
弾
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
最
終
章
は
、
学
術
的
規
律
と
し
て
の
人
類
学
の
方
法
論
史
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
上
記
の
よ
う
な
「
エ
ス

ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」ethnography

が
本
来
の
線
条
のgraphism
を
忘
却
し
た
逸
脱
に
陥
っ
て
い
る
現
状
を
糾
弾
し
、
か
え
す
刀
で
本
来

の
あ
る
べ
き
「
人
類
学
」anthropology

へ
の
復
帰
を
訴
え
る
。
そ
れ
は
、
現
場
と
「
と
も
に
あ
る
こ
と
」togathering

（
五
一
〇
）
に

よ
り
「
不
可
分
の
連
続
体
」（
五
二
〇
）
に
随
伴
し
て
「
手
仕
事
」
と
し
て
の
「
線
描
」
を
「
絶
え
間
な
い
微
調
整
」
と
と
も
に
「
巡
行
」

し
「
遂
行
」
し
て
い
く
「
継
続
」
の
「
職
人
仕
事
」（
四
九
八
）
と
な
る
。
も
と
よ
り
定
義
か
ら
し
て
、「
生
活
世
界
」Lebensw

elt

（
五
一
一
）

に
、
動
態
と
は
無
縁
の
固
定
し
た
静
態
的
「
完
成
図
」
な
ど
、
あ
り
え
な
い
。
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だ
が
、
こ
の
あ
た
り
で
、
著
者
の
論
述
は
息
切
れ
し
、
ま
た
強
引
な
議
論
に
綻
び
目
も
目
立
ち
始
め
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
本
書
日
本
語

訳
に
寄
せ
ら
れ
た
野
中
哲
士
氏
の
優
れ
た
解
説
に
依
り
つ
つ
、
た
だ
し
そ
の
議
論
と
繰
り
返
し
に
な
る
こ
と
は
避
け
て
、
議
論
を
進
め
た

い
。
ま
ず
前
提
と
し
て
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
現
象
学
で
い
う
な
ら
ば
「
と
も
に
あ
る
」
現
場
の
「
生
活
世
界
」
の
回
復
を
め
ざ
し
、
そ
れ
を

従
来
の
学
術
的
な
「
観
察
」
の
枠
組
み
や
「
記
述
」
と
は
峻
別
す
る
。
そ
こ
に
無
意
識
と
意
識
の
位
相
差
も
重
ね
合
わ
さ
れ
る
。
日
常
生

活
が
多
く
無
意
識
な
慣
習
行
動
な
ら
、
観
察
や
記
述
は
こ
と
さ
ら
意
識
的
な
注
目
を
前
提
と
す
る
か
ら
だ
。
だ
が
こ
こ
に
は
、
一
九
八
〇

年
代
に
流
行
し
た
現
象
学
の
「
生
活
世
界
」
論
に
よ
る
日
常
の
過
剰
な
美
化
が
顔
を
出
し
、
ま
た
同
時
代
の
構
造
主
義
で
流
行
し
た
意
識

と
無
意
識
と
の
二
分
法
の
残
滓
と
い
う
印
象
を
も
拭
い
難
い
。
さ
ら
に
も
っ
と
素
朴
な
比
喩
で
ゆ
け
ば
、
た
と
え
ば
デ
ィ
オ
ニ
ソ
ス
的
な

混
沌
を
ア
ポ
ロ
ン
的
な
理
性
で
整
理
す
る
と
い
っ
た
、
ニ
ー
チ
ェ
に
淵
源
を
求
め
う
る
区
分
に
も
重
な
り
得
て
、
こ
れ
は
二
〇
世
紀
知
性

史
に
通
底
す
る
理
論
的
問
題
に
逆
戻
り
す
る
）
23
（

。
そ
の
う
え
で
以
下
、一
．
変
化
と
不
変
。　

二
．
一
次
元
的
線
条
性
と
二
次
元
図
像
。
三
．

条
理
空
間
と
平
滑
空
間
の
区
別
に
、
踏
み
込
み
た
い
。

　

そ
も
そ
も
変
化
と
不
変
と
を
二
項
対
立
と
し
て
把
握
す
る
限
り
、
上
記
の
ジ
レ
ン
マ
は
乗
り
越
え
が
た
い
。
流
転
し
て
や
ま
な
い
万
物

と
、
そ
れ
を
把
捉
す
る
固
定
し
た
法
則
や
定
式
を
志
向
す
る
「
理
論
」
と
の
あ
い
だ
で
、
葛
藤
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
「
理

論
」
的
に
あ
り
え
ま
い
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
に
「
不
変
を
変
化
の
対
極
に
位
置
付
け
」
よ
う
と
す
る
二
項
対
立
志
向
の
傾
向
を
認
め
る
野
中
氏

は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツLeibniz

に
つ
い
て
ラ
ッ
セ
ルB

. R
ussel

が
述
べ
る
言
葉
を
引
用
す
る
。「
変
化
は
、
変
化
す
る
何
か
を
含
意
す
る
」

som
ething w

hich changes

。
つ
ま
り「
変
化
は
、そ
れ
が
変
質
す
る
な
か
で
、そ
の
同
一
性
が
保
た
れ
る
よ
う
な
基
体
を
含
意
す
る
」と
。



六
九

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

野
中
は
「
変
化
下
で
の
持
続
」 persistance under change

を
説
く
ギ
ブ
ソ
ンJ. G

ibson

を
再
評
価
す
る
（
五
六
四
）。
た
し
か
に
こ
れ

は
、そ
れ
と
し
て
極
め
て
健
全
な
見
識
だ
が
、affordance

の
追
認
に
留
ま
る
の
で
は
、事
態
の
打
開
は
あ
り
え
ま
い
。
思
う
に
ド
ゥ
ル
ー

ズ
の
『
差
異
と
反
復
』
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
も
目
配
せ
す
る
一
方
、
ス
ト
ア
派
の
議
論
に
遡
り
、
こ
の
ア
ポ
リ
ア
を
乗
り
越
え
よ
う
と

す
る
試
み
だ
っ
た
は
ず
だ
。
十
分
な
哲
学
的
論
証
に
は
、
集
合
論
や
無
限
小
に
関
す
る
数
学
基
礎
論
に
踏
み
込
む
必
要
が
生
じ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
割
愛
す
る
ほ
か
な
い
が
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
「
同
一
性
」
は
、「
差
異
」
の
な
か
に
「
喪
失
」
と
し
て
事
後
的
に
認
知
さ
れ
る
「
権

利
問
題
」
で
し
か
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
神
学
的
な
議
論
も
加
わ
る
が
、
も
と
よ
り
単
体
の
「
一
者
」
は
自
ら
が
自
ら
と
同
一
で
あ
る
こ
と

を
認
証
す
る
能
力
や
根
拠
そ
の
も
の
を
欠
く
。「
反
復
」
が
そ
れ
と
し
て
認
知
で
き
る
の
は
、
そ
こ
に
「
差
異
」
が
認
め
ら
れ
る
限
り
に

お
い
て
の
こ
と
。
こ
こ
で
、イ
ン
ゴ
ル
ド
の
い
さ
さ
か
な
ら
ず
過
度
に
楽
観
的
な
「
と
も
に
あ
る
」
と
は
違
っ
て
、「
距
離
を
取
っ
た
観
測
」

と
い
う
条
件
が
再
帰
を
果
た
す
。
な
ぜ
な
ら
距
離
の
な
い
流
れ
の
な
か
で
は
、
我
と
い
う
「
自
覚
」
そ
の
も
の
も
覚
醒
は
で
き
な
い
の
だ

か
ら
）
24
（

。

　

こ
の
点
が
、
次
に
網
状
組
織
の
相
互
連
関
に
か
ん
す
る
問
い
に
結
び
つ
く
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
ラ
イ
ン
思
考
と
メ
ッ
シ
ュ
構
造
と
に
、
権

力
関
係
に
は
巻
き
取
ら
れ
な
い
モ
デ
ル
を
牧
歌
的
に
期
待
す
る
が
、
こ
れ
は
出
口
顕
氏
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
そ
れ
自
体
が
虚
構
だ
ろ

う
）
25
（

。
こ
こ
に
は
能
動
態
か
受
動
態
か
の
対
立
に
拘
束
さ
れ
た
思
考
の
限
界
が
露
呈
す
る
。
だ
が
西
欧
近
代
が
抹
殺
し
た
「
中
動
態
」
は
、

無
人
称
の
行
為
が
そ
れ
ゆ
え
に
ひ
と
し
れ
ず
権
威
へ
と
変
身
を
遂
げ
る
機
構
を
託
さ
れ
たvoice

す
な
わ
ち
「
態
」
に
し
て
「
発
声
」
に

よ
る
権
力
行
使
だ
っ
た
。
都
合
、
メ
ッ
シ
ュ
か
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
は
些
末
な
区
別
に
過
ぎ
ず
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、
観
察
上
の
視
点
の

違
い
か
ら
結
果
す
る
「
差
異
と
反
復
」
し
か
な
い
。
そ
も
そ
も
フ
ラ
ン
ス
語
のréseau

に
は
、
意
志
的
構
築
か
自
生
的
な
錯
綜
か
の
区

別
は
な
い
。
結
果
的
に
成
立
し
た
網
状
組
織
は
、
あ
た
か
も
そ
こ
に
原
初
か
ら
な
ん
ら
か
の
意
志
が
貫
徹
さ
れ
た
目
的
合
理
性
が
備
わ
っ

て
い
た
か
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
見
せ
る
が
、
こ
う
し
た
「
後
付
け
の
合
理
化
」
に
、
事
後
の
遡
及
的
再
構
成
で
し
か
な
い
「
仮
説
的
推



日
本
哲
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七
〇

論
」abduction

と
、
現
場
で
の
皮
膚
感
覚
と
し
て
の
「
即
興
」im

provisation

と
の
、
時
差
を
伴
っ
た
「
縺
れ
」「
絡
み
」
あ
る
い
は
よ

り
正
確
に
は
、
時
間
軸
に
乗
る
体
験
と
遡
及
す
る
事
後
反
省
と
の
「
捩
れ
」、
両
者
の
螺
旋
が
紡
ぐ
運
動
の
動
態
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
映
像
人
類
学
や
視
覚
文
化
論
へ
の
対
抗
上
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
線
条
性
の
無
限
開
放
運
動
に
ひ
た
す
ら
拘
る
が
、
二
次
元
上
の

操
作
を
一
次
元
的
線
条
へ
と
還
元
す
る
の
は
、
い
か
に
も
強
引
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
を
、
静
止
画
像
で
あ
れ
動
画
で

あ
れ
、「
線
描
の
道
具
」（
五
二
一
）
と
み
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
だ
が
そ
の
結
果
と
し
て
の
映
像
を
い
か
に
知
性
が
処
理
す
る
か
、

と
な
る
と
こ
れ
を
線
条
の
論
理
に
押
し
込
む
の
は
、
無
理
だ
ろ
う
。
だ
が
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
考
察
は
こ
の
局
面
を
あ
え
て
捨
象
す
る
。
二
次

元
上
の
任
意
の
複
数
の
点
を
ど
の
よ
う
に
繋
ぐ
か
に
は
、
枠
組
み
を
撤
廃
す
れ
ば
無
限
の
可
能
性
が
開
け
る
が
、
こ
れ
は
線
の
自
在
な
延

長
へ
と
回
収
し
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
別
次
元
の
余
剰
を
抱
え
て
い
る
。
裏
返
し
て
み
れ
ば
、
肉
筆
の
線
条
の
延
長
の
う
ち
に
記
述
行

為
の
可
能
性
を
託
す
思
考
そ
の
も
の
が
、
音
声
言
語
の
モ
デ
ル
を
無
意
識
の
う
え
で
な
ぞ
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
映
像
を
極
端
に
卑
下
し

か
ね
な
か
っ
た
文
章
優
位
の
文
化
的
感
性
が
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
自
己
否
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
尾
を
引
い
て
い
る
。

　

そ
れ
が
第
三
に
、
条
理
空
間
か
ら
脱
却
し
て
平
滑
空
間
へ
の
回
帰
を
目
指
す
論
点
に
も
重
な
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
は
、
先
に
触
れ
た
両

界
曼
荼
羅
の
相
補
性
に
注
目
し
た
ほ
う
が
有
効
で
は
な
い
か
。
金
剛
界
曼
荼
羅
は
、
い
わ
ば
理
論
的
結
晶
の
集
積
で
あ
り
、
そ
の
定
常
的

な
振
動
の
リ
ズ
ム
は
、
デ
ジ
タ
ル
回
路
を
機
能
さ
せ
る
た
め
の
必
要
条
件
で
も
あ
れ
ば
、
分
節
化
さ
れ
た
数
理
的
処
理
の
限
界
を
露
呈
す

る
兆
候
で
も
あ
る
。
―
―
ち
な
み
に
、
熟
練
の
職
人
仕
事
に
「
リ
ズ
ム
」
が
あ
り
、
そ
れ
が
媒
体
に
寄
り
添
う
微
調
整
を
司
る
こ
と
は
、

イ
ン
ゴ
ル
ド
も
説
得
的
に
描
き
出
す
と
こ
ろ
だ
（
第
四
章
お
よ
び
、
四
九
七
）。
こ
れ
に
対
し
て
胎
蔵
界
曼
荼
羅
は
、
分
節
化
さ
れ
た
数

値
処
理
に
は
馴
染
ま
な
い
流
動
体
だ
が
、「
万
物
流
転
」
の
生
態
を
反
映
す
る
。

　

こ
こ
で
「
万
物
流
転
」
と
「
永
劫
回
帰
」
と
は
異
質
と
す
る
議
論
に
一
言
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
両
者
の
異
質
性
を
強
調
す



七
一

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

る
議
論
そ
の
も
の
が
、
例
の
二
項
対
立
の
志
向
に
囚
わ
れ
た
習
癖
だ
ろ
う
。
先
述
の
通
り
、「
反
復
」
を
嫌
う
進
化
論
的
な
発
展
史
観
は
、

ひ
た
す
ら
「
差
異
」
に
注
目
す
る
傾
向
を
呈
す
る
。
だ
が
む
し
ろ
「
差
異
」
を
認
知
す
る
か
ら
こ
そ
「
反
復
」
が
反
復
と
し
て
理
解
さ
れ

る
。
一
方
的
に
「
流
れ
去
る
」
現
象
の
み
か
ら
な
る
単
体
の
世
界
は
、
自
ら
の
同
一
性
を
認
識
す
る
根
拠
そ
の
も
の
を
な
お
獲
得
し
て
い

な
い
の
だ
か
ら
。
華
厳
教
学
に
み
え
る
有
名
な
比
喩
だ
が
、
滝
と
し
て
の
形
象
の
同
一
性
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る
水
流
が
不
断
に
流
転
す

る
か
ら
こ
そ
、
維
持
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
金
剛
界
（
滝
）
と
胎
蔵
界
（
水
流
）
と
は
同
一
の
現
象
の
表
裏
で
あ
り
、「
同
一
」
か

つ
「
異
質
」、
言
い
換
え
れ
ば
「
不
二
」
の
現
象
と
し
て
意
識
に
性
起
す
る
。「
靑
山
常
運
歩
」
と
は
道
元
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
も
ひ
か
れ

た
禅
語
だ
が
、
こ
こ
で
「
陸
」
の
固
定
性
と
「
海
」
の
揺
蕩
い
も
、
互
換
性
を
獲
得
す
る
（
三
一
五
， 

五
六
四
）。
す
く
な
く
と
も
意
識

に
映
ず
る
世
界
像
の
次
元
に
限
れ
ば
、「
刹
那
滅
」
の
瞬
時
的
反
復
の
絶
え
間
な
い
継
続
と
重
層
と
が
、意
識
上
の
世
界
の
恒
常
性
を
司
る
。

そ
れ
が
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
説
く
「
純
粋
持
続
」
の
実
態
で
あ
る
は
ず
だ
。「
残
像
」
はghost

す
な
わ
ち
幽
霊
と
呼
ば
れ
る
が
、こ
の
「
幽
霊
」

の
お
陰
で
、
人
は
一
瞬
前
の
世
界
が
次
の
瞬
間
に
も
持
続
す
る
と
い
う
迷
妄
を
提
供
さ
れ
、
そ
の
余
得
で
自
己
同
一
性
と
い
う
幻
想
を
確

保
し
、
惰
性
あ
る
い
は
慣
性
の
連
続
性
に
、
無
根
拠
な
信
頼
を
寄
せ
、
か
く
し
て
狂
気
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
。

四

　

以
上
の
考
察
を
下
敷
き
と
し
て
、
最
後
に
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
が
こ
れ
も
妥
協
不
可
能
な
「
対
立
」
と
し
て
描
く
ア
リ
と
ク
モ
の
世
界
観
の

対
比
を
「
楽
曲
」
と
し
て
撚
り
合
わ
せ
、
両
者
に
架
橋
を
試
み
た
い
。

　
「
蟻
と
蜘
蛛
の
出
会
い
」（
第
七
章
）
は
そ
も
そ
も
冗
談
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
。
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
を
も
じ
っ
て
ア
リant

に
と
っ
て
の
世

界
を
「
自
然
」nature

な
ら
ぬ
「
ア
リ
界
」anture

と
呼
ぶ
な
ら
（
二
二
二
）
そ
れ
を
顕
揚
す
る
の
がA

N
T

つ
ま
りA

ctor N
etw

ork 
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二

Theory

の
蟻
塚tow

er

だ
が̶

A
N

T

の
提
唱
者
ラ
ト
ゥ
ー
ルLa Tour

は
英
語
に
直
訳
す
れ
れ
ば
「
塔
」
を
意
味
す
る
―
―
、
そ
れ
に

対
し
て
、
著
者Ingold

が
金
科
玉
条gold

と
す
る
の
は
蜘
蛛
つ
ま
りspider

が
そ
こ
に
棲
む
、Skilled Practice involves D

evelop-
m

entally Em
bodied R

esponsiveness

の
世
界
だ
、
と
い
う
駄
洒
落
で
あ
る
（
二
三
〇
）。「
熟
練
し
た
実
践
は
発
達
を
通
し
て
身
に
つ

け
た
身
体
の
感
受
性
を
伴
う
」
と
い
う
命
題
だ
が
、
先
に
も
簡
略
に
触
れ
た
と
お
り
、
イ
ン
ゴ
ル
ド
の
ラ
ト
ゥ
ー
ル
へ
の
批
判
に
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
原
文
のréseau

がnetw
ork

と
英
訳
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
「
ズ
レ
」
も
見
逃
せ
な
い
（
二
〇
九
）。
菌
糸
の
比
喩
を
好
む
イ
ン

ゴ
ル
ド
に
寄
り
添
う
な
ら
ば
、
む
し
ろ
南
方
熊
楠
に
肖
っ
て
、
粘
菌
を
想
起
す
べ
き
だ
ろ
う
。
変
形
体
は
ゾ
ル
と
ゲ
ル
の
原
形
質
流
動
を

手
段
に
網
状
組
織
を
展
開
し
て
移
動
す
る
が
、
生
育
環
境
に
よ
っ
て
多
細
胞
性
の
子
実
体
を
形
成
す
る
。
学
術
分
類
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
粘

菌
は
、
分
類
学
的
整
理
を
嫌
悪
す
る
イ
ン
ゴ
ル
ド
に
も
相
応
し
か
ろ
う
）
26
（

。

　

蟻
と
蜘
蛛
に
話
を
戻
す
な
ら
ば
、
ア
リ
の
群
れ
が
形
作
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
事
物
を
組
み
合
わ
せ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
下
に
巨
大
な

流
通
網
を
設
け
、
時
に
そ
れ
は
地
上
に
蟻
塚
と
呼
ば
れ
る
「
塔
」
と
し
て
佇
立
す
る
。
そ
こ
に
は
機
材
や
資
源
を
集
約
さ
せ
る
化
学
工
場

が
出
現
す
る
）
27
（

。
他
方
、
ク
モ
が
自
分
の
腹
部
か
ら
分
泌
す
る
糸
に
よ
っ
て
構
成
す
る
網
状
組
織
は
、
ク
モ
に
と
っ
て
の
感
覚
器
が
外
部

に
延
長
さ
れ
た
知
覚
媒
体
、
振
動
検
知
装
置
の
外
延
部
で
あ
り
、
ま
た
捕
捉
さ
れ
た
獲
物
へ
と
接
近
す
る
場
合
の
経
路
と
も
な
る
。
こ
の

次
元
に
限
定
す
れ
ば
、
ア
リ
の
交
通
網
が
集
約
的
な
「
塔
」
や
「
地
下
茎
」
を
な
す
の
に
対
し
、
毎
日
の
よ
う
に
修
復
さ
れ
更
新
さ
れ
る

ク
モ
の
「
網
」
は
発
散
系
を
な
す
。
ク
モ
に
よ
っ
て
は
自
ら
の
糸
を
風
に
か
ざ
し
て
飛
翔
に
利
用
し
、
長
大
な
距
離
を
移
動
す
る
種
類
も

あ
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
経
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
多
角
的
な
機
能
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
あ
る

ま
い
。

　

だ
が
ク
モ
の
作
る
網
状
の
捕
食
装
置
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
次
元
の
役
割
も
果
た
す
。
捕
食
用
の
罠
の
中
心
に
花
模
様
を
装
っ
て
佇
む

ク
モ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
目
印
に
獲
物
を
引
き
つ
け
る
囮
を
演
じ
る
。
粘
着
性
の
あ
る
罠
の
網
は
、
時
に
同
心
円
状
の
渦
を
巻
く
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 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

が
、
こ
れ
は
餌
食
に
は
罠
と
し
て
は
不
可
視
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
網
は
一
種
の
「
篩
」
と
し
て
の
選
択
的
透
過
性
を
発
揮
す

る
。
す
な
わ
ち
網
の
目
に
比
べ
て
小
さ
す
ぎ
る
対
象
は
や
り
過
ご
し
、
網
の
目
の
密
度
と
強
度
に
合
致
し
た
獲
物
を
捕
捉
す
る
。
巨
大
過

ぎ
る
獲
物
は
網
を
破
壊
し
て
し
ま
う
た
め
、
ク
モ
は
そ
の
補
修
に
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
篩
の
升
目
の
寸
法
は
、
特
定
の
理
論

が
何
を
対
象
と
し
て
把
捉
し
、
何
を
微
小
す
ぎ
る
と
し
て
却
下
し
、
逆
に
何
を
想
定
外
の
大
物
と
し
て
忌
避
す
る
か
、
の
計
測
基
準
と
な

る
。
網
の
目
は
そ
れ
を
透
過
す
る
大
気
や
微
生
物
の
流
動
性
を
担
保
し
つ
つ
、
通
過
し
よ
う
と
す
る
要
素
の
う
ち
、「
有
意
」
な
対
象
の

み
を
検
出
す
る
。
さ
ら
に
生
態
学
的
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
ク
モ
は
生
態
系
の
清
掃
係
を
も
以
て
任
じ
て
い
る
）
28
（

。

　

こ
れ
を
物
質
循
環
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
ど
う
か
。
捕
食
者
と
し
て
ク
モ
は
、
網
を
張
っ
て
誂
え
も
の
の
獲
物
を
待
ち
受
け
る
研
究
者

の
比
喩
と
な
る
。
消
化
し
た
栄
養
物
が
糸
と
し
て
分
泌
さ
れ
、
そ
れ
が
幾
何
学
図
形
を
描
き
、
有
効
な
対
象
や
情
報
を
獲
得
す
る
た
め
の

理
論
の
網
目
、
準
拠
枠
を
な
す
。
こ
の
網
に
か
か
っ
た
獲
物
が
（
人
類
学
な
ら
人
類
学
分
野
と
い
う
）
学
術
の
研
究
対
象
と
な
る
が
、
か

か
る
学
術
の
目
的
は
果
た
し
て
次
の
「
網
」
と
い
う
理
論
武
装
を
彫
琢
す
る
に
あ
る
の
か
、
次
世
代
へ
と
そ
の
学
術
的
遺
産
を
継
承
す
る

に
あ
る
の
か
。
学
術
的
遺
産
と
は
、
ク
モ
の
網
に
か
か
る
獲
物
な
の
か
、
獲
物
を
栄
養
と
し
て
消
化
し
た
結
果
編
み
上
げ
ら
れ
る
「
網
」

の
姿
な
の
か
、そ
れ
と
も
そ
の
営
み
の
「
主
」
よ
ろ
し
く
構
え
る
ク
モ
自
身
の
生
態
、あ
る
い
は
そ
の
営
み
が
形
作
る
構
造
と
し
て
の
「
巣
」

の
新
陳
代
謝
な
の
か
）
29
（

。
―
―
こ
の
よ
う
な
問
い
に
、
ま
だ
イ
ン
ゴ
ル
ド
のspider’s w

eb

のm
esh

論
は
、
ま
っ
た
く
踏
み
込
ん
で
い

な
い
。

　
「
蜘
蛛
の
巣
」
に
陣
取
る
ク
モ
は
、
あ
た
か
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
、
結
節
点
を
な
す
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
群
れ
の
ボ
ス
や
家

族
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に
も
、
あ
る
程
度
妥
当
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
周
辺
に
は
必
然
的
に
位
階
構
造
や
上
下
限
関
係
、
権
力
構
造
が
組
み
上

げ
ら
れ
る
。
観
察
者
や
記
録
者
が
そ
れ
と
無
縁
で
は
あ
り
え
ぬ
事
も
、
こ
の
四
〇
年
ほ
ど
の
脱
構
造
主
義
や
脱
植
民
地
主
義
理
論
が
執
拗

に
教
え
て
き
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
イ
ン
ゴ
ル
ド
は
ひ
た
す
ら
現
場
に
お
け
る
同
伴
性
に
重
き
を
置
く
が
、
そ
れ
で
問
題
が
解
決
さ
れ
る
わ
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け
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で
ク
モ
の
生
態
を
な
ぞ
っ
て
み
た
だ
け
で
も
、
す
で
に
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

関
係
性
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
過
程
で
生
成
さ
れ
る
結
節
点
。
そ
の
特
異
性
を
考
え
る
の
に
、
こ
こ
で
発
想
を
転
換
し
た
い
。
生
成
で

は
な
く
、
喪
失
に
よ
っ
て
な
に
が
発
生
す
る
か
？

そ
れ
を
問
う
て
み
よ
う
。
枢
要
な
地
位
に
あ
り
権
能
を
担
っ
て
い
た
人
物
が
逝
去
す

る
と
、
そ
こ
に
生
じ
た
欠
落
か
ら
、
そ
れ
ま
で
円
滑
に
機
能
し
て
い
た
人
脈
や
流
通
網
が
一
挙
に
崩
壊
す
る
。
見
事
に
組
み
合
わ
さ
れ
て

い
た
「
動
的
平
衡
」
の
多
重
活
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
ひ
と
つ
の
節
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
、
み
る
ま
に
解
け
て
、
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う

―
―
生
前
に
は
そ
の
人
物
に
そ
こ
ま
で
の
凝
集
力
が
あ
る
な
ど
と
は
、
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
の
に
。

　

こ
こ
で
仏
教
の
駄
洒
落
を
弄
す
る
な
ら
、現
世
の
実
存
か
ら
開
放
さ
れ
て
人
は（
和
辻
哲
郎
の
定
義
す
る
）「
人
間
」で
あ
る
こ
と
を
や
め
、

人
界
か
ら
「
ほ
ど
け
る
」
こ
と
で
「
ほ
と
け
」
の
世
界
へ
と
移
行
し
、
無
人
称
の
存
在
へ
と
昇
華
あ
る
い
は
消
化
さ
れ
る
。
あ
た
か
も
ク

モ
の
巣
に
掛
か
っ
た
獲
物
が
ク
モ
に
消
化
さ
れ
て
消
滅
す
る
こ
と
で
、
ク
モ
の
糸
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
網
目
の
構
成
要
素
へ
と
還
元
さ
れ

る
の
に
も
似
て
。
こ
こ
で
「
く
も
の
糸
」
と
は
、
芥
川
龍
之
介
が
そ
の
短
編
で
描
い
て
み
せ
た
、
救
済
の
命
綱
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
鈴
木

大
拙
経
由
で
芥
川
の
原
典
と
な
っ
た
漢
訳
仏
典
や
、
そ
れ
を
さ
ら
に
遡
る
バ
ラ
モ
ン
の
教
え
に
は
、
世
界
の
運
行
を
司
る
ナ
ー
ガ
龍
が
自

ら
の
尾
を
口
に
咥
え
る
「
永
劫
回
帰
」
の
円
環
の
内
部
に
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
し
て
の
蜘
蛛
が
、
迷
妄
の
巣
を
張
り
巡
ら
す
、
と
い
う
図
像

も
知
ら
れ
る
。
思
え
ば
人
類
は
、
自
ら
が
開
発
し
たW

orld W
ide W

eb, internet

の
メ
ッ
シ
ュ
に
絡
み
取
ら
れ
て
、
も
は
や
「
ネ
ッ
ト

カ
ル
マ
」（
佐
々
木
閑
）
の
劫
罰
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
も
能
わ
な
い
。
自
ら
の
頭
脳
が
生
ん
だ
電
子
の
「
蜘
蛛
の
巣
」
に
幽
閉
さ
れ
た
人
類

と
は
、「
蜘
蛛
の
巣
」
の
女
主
な
の
か
、
そ
れ
と
も
捕
食
さ
れ
る
餌
食
な
の
か
？

　

捕
食
者
か
そ
の
餌
食
か
も
分
別
不
可
能
な
蜘
蛛
と
し
て
、
網
の
目
の
結
節
点
の
中
心
を
占
め
た
生
体
を
、
他
に
適
切
な
語
彙
が
な
い
た

め
、
と
り
あ
え
ずagent

と
名
付
け
て
お
く
こ
と
に
、
も
は
や
格
別
な
障
碍
は
な
か
ろ
う
。
だ
が
そ
こ
に
映
ず
る
世
界
の
姿
は
、
冒
頭
に

示
唆
し
た
と
お
り
、
ク
モ
の
網
が
適
度
の
湿
度
に
晒
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
結
ぼ
れ
る
無
数
の
朝
露
に
も
似
た
儚
い
水
滴
の
水
鏡
、
に
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 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

他
な
る
ま
い
。
た
ま
た
ま
枢
要
な
結
節
点
を
占
め
た
露
は
、
そ
れ
な
り
の
役
割
を
メ
ッ
シ
ュ
構
造
全
体
に
及
ぼ
し
も
す
る
だ
ろ
う
。
重
す

ぎ
る
た
め
す
ぐ
に
落
下
す
る
大
き
な
水
滴
も
あ
れ
ば
、
軽
い
が
ゆ
え
に
長
く
と
ど
ま
り
、
日
光
を
受
け
て
輝
く
小
柄
な
水
滴
も
あ
ろ
う
。

ま
た
そ
れ
ら
の
連
鎖
が
お
も
わ
ぬ
効
能
を
育
む
折
も
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。「
随
伴
」
に
せ
よ
「
縁
起
」
に
せ
よ
、
そ
う
し

た
事
態
を
形
容
す
る
語
彙
で
あ
り
、agent

と
い
っ
て
も
網
状
構
造
の
場
の
主
導
権
を
握
っ
た
り
、
特
権
的
な
支
配
権
を
掌
握
し
た
り
す

る「
人
格
的
行
為
者
」を
意
味
す
る
と
は
限
る
ま
い
。
む
し
ろ
超
越
的
な
権
能
は「
ほ
と
け
」へ
と「
ほ
ど
け
る
」消
滅
の
相
に
お
い
て
、「
成

就
」
さ
れ
る
の
だ
か
ら
。
さ
ら
に
そ
こ
で
は
行
為
が
「
能
動
」「
受
動
」
の
相
を
脱
し
、
い
わ
ば
「
中
動
態
」
と
化
す
こ
と
に
も
、
注
意
を

払
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
淫
靡
な
権
力
構
造
が
無
人
称
の
装
い
を
纏
っ
て
発
生
す
る
機
構
に
つ
い
て
は
、
ま
た
場
所
を
あ
ら
た

め
て
検
討
し
た
い
）
30
（
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arsaw
–Toru ń, 2019, pp.21-27.

（
7
）  

稲
賀
繁
美「
奈
落
と
渦
巻
」『
接
触
造
形
論: 

触
れ
あ
う
魂
、
紡

が
れ
る
形
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
第
二
部
第
二
章
、

と
り
わ
け
一
八
六
―
一
八
八
頁
。
本
章
は
国
際
会
議
で
の
フ
ラ
ン
ス
語

に
よ
る
未
刊
の
コ
メ
ン
ト
に
依
拠
す
る
。

（
8
）  Shigem

i Inaga,　

“Yukio Yashiro(1890-1975) betw
een 

the East and the W
est in Search of an A

esthetic D
ialogue, ” 

K
rystyna W

ilkoszew
ska ed., A

esthetics and C
utures, 

U
niversitas, K

rakow
, 2012, pp.43-59. Shigem

i Inaga, „W
eg 

(D
ō) – R

ahm
enlosigkeit – Verlauf: Eine R

eflexion auf 
‚Japanisches ‘ in der K

unst“ In: Yasuhiro Sakam
oto, Felix 

Jäger, Jun Tanaka (H
rsg.): Bilder Als D

enkform
en: Bildw

is-
senschaftliche D

ialoge Zw
ischen Japan U

nd D
eutschland. 

B
erlin: D

e G
ruyter, 22.Juni.2020, pp.127-144.

」岡
倉
覚
三『
茶

の
本
』の
道
徳
経
英
訳
に
つ
い
て
は“K

uki Shūzō and the Idea of 
M

etem
psychosis: R

econtextualizing K
uki ’s Lecture on Tim

e 
in the Intellectual M

ilieu B
etw

een the Tw
o W

orld W
ars, ” 

Japan Review
, N

o.31, International R
esearch C

enter for 
Japanese Studies, 2017, pp.105-122.

（
9
）  

小
泉
八
雲
こ
とLafcadio H

earn

が
愛
し
た
こ
の
朝
露
の
水
滴

の
比
喩
に
つ
い
て
は
、
稲
賀
繁
美（
編
）『
映
し
と
移
ろ
い: 

文
化
伝
播

の
器
と
蝕
変
の
実
相
』 

花
鳥
社　

二
〇
一
九
年
、
冒
頭
／
扉
裏
の
注
記



七
七

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）  
大
気
圏
の
対
流
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著『
接
触
造
形
論
』

一
三
八
―
一
四
一
頁
。
地
学
的
想
像
力
も
含
め『
絵
画
の
臨
界
』
名
古

屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
提
唱
。
そ
の
意
味
は

本
書
評
の「
三
」の
末
尾
に
い
さ
さ
か
敷
衍
す
る
。

（
11
）  Shigem

i Inaga, ‘A
 “Pirates’ V

iew
”of A

rt H
istory,” 

Review
 of Japanese C

ulture and Society, vol.X
X

V
I, Josai 

U
niversity, D

ecem
ber 2014, pp.65-79. Shigem

i Inaga (ed.) 
A

 Pirate ’s V
iew

 of W
orld H

istory
―A Reversed Perception 

of the O
rder of Things From

 a G
lobal Perspective, The 50th 

International R
esearch Sym

posium
 

第
五
十
回
国
際
研
究
集
会
，

International R
esearch C

enter for Japanese Studies 

国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー, 2017

。
お
よ
び
稲
賀
繁
美（
編
）『
海
賊
史
観
か

ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築
：
交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
』

思
文
閣
出
版 

二
〇
一
七
年
。

（
12
）  Shigem

i Inaga　

前
掲（
注
1
）“K

egon/H
uayan 

華
厳 

V
iew

 and C
ontem

porary East A
sian A

rt:　

冒
頭
注
参
照
。

（
13
）  

稲
賀
繁
美「
感
情
移
入
と
気
韻
生
動
と
の
あ
い
だ
―
―
発
散

と
収
束
：
重
訳
の
重
畳
と
訳
し
戻
し
の
逸
脱
と
の
あ
い
だ
」Around 

Einfühlung and Q
iyun Shendong

『
比
較
文
学
研
究
』
一
〇
七
号　

二
〇
二
二
年
一
月
二
十
日　

三
十
四
―
五
十
一
頁 ; pp.2-3.

（
14
）  

稲
賀
に
よ
る
フ
ル
ッ
サ
ー
批
判
は
、
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究

会
ア
ー
ト
分
科
会
編『
物
気
色 (M

O
N

O
K

EIR
O

)

』
美
学
出
版
：
日

英
語
併
記
、
二
〇
一
〇
年
十
二
月
一
日
に
収
録
の
論
考
：「
モ
ノ
の

気
色
：
物
質
性
よ
り
立
ち
昇
る
精
神
の
様
相
」“Spirits (K

eshiki) 
Em

anating from
 O

bjecthood (M
ono): O

r the D
estiny of the 

In-form
ed M

ateriality, ” pp.64-82

。

（
15
）  

評
者
に
よ
る「
工
藝
」
復
権
の
提
唱
は
、
前
掲『
接
触
造
形
論
』

第
3
部
第
5
章
お
よ
び『
伝
統
工
藝
再
考
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
七

年
。
国
際
学
会
で
の
英
語
基
調
講
演
と
し
て
は“Tow

ard a Social 
D

esign in the Era of G
lobalization: A

 N
ew

 Task of the D
esign 

H
istory, ”IC

D
H

S (The International C
onference on D

esign 
H

istory and D
esign Studies), D

epartm
ent of Industrial and 

C
om

m
ercial D

esign, N
ational Taiw

an U
niversity of Science 

and Technology, Taipei, Taiw
an, O

ctober 26-28,2016 

（
16
）  

稲
賀
繁
美「
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
こ
と
な
ど
」麗
澤
大
学

比
較
文
明
研
究
セ
ン
タ
ー
編『
伊
東
俊
太
郎
博
士
古
稀
記
念
文
集
』
行

人
社　

二
〇
〇
〇
年　

一
九
二
―
一
九
五
頁
。

（
17
）  
こ
の
場
で
は
意
を
尽
く
せ
な
い
が
、
以
下
の
拙
文
書
評
を
参
照

さ
れ
た
い
。「
収
斂
と
発
散
、
反
転
す
る「
両
界
曼
荼
羅
」：「
阿
頼
耶



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

七
八

識
」「
如
来
蔵
」
か
ら
発
芽
す
る
霊
性
―
―
安
藤
礼
二
著『
熊
楠
―
―
生

命
と
霊
性
』（
河
出
書
房
新
社
）を
読
む
」『
図
書
新
聞
』三
四
九
四
号（
連

載
二
一
六
）二
〇
二
一
年
五
月
一
日「「
二
而
不
二（
ニ
ニ
フ
ニ
）」と「
豪

猪（
ヤ
マ
ア
ラ
シ
）
の
ジ
レ
ン
マ
」
土
宜
法
龍（
ど
き
・
ほ
う
り
ゅ
う
）

と
い
う
産
婆
が
孵
化
さ
せ
た
熊
楠
曼
荼
羅
の
舞
台
裏
―
―
小
田
龍
哉
著

『
ニ
ニ
フ
ニ
―
―
南
方
熊
楠
と
土
宜
法
龍
の
複
数
論
理
思
考
』（
左
右
社
）

を
読
む
」『
図
書
新
聞
』三
五
〇
〇
号（
連
載
二
一
八
）二
〇
二
一
年
六
月

十
九
日
。　

（
18
）  

前
掲（
注
2
）Shigem

i Inaga, “Ikanobori et tako

…”

参
照
。

お
よ
び
公
開
講
演
：「
稽
古
論
」
第
六
十
九
回
日
文
研
学
術
講
演
会
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
一
月
七
日
。

（
19
）  

評
者
に
よ
る
同
様
の
問
題
意
識
へ
の
言
及
は
：Shigem

i 
Inaga, “C

ultural G
ap, M

ental C
revice, and C

reative 
Im

agination: V
ision, A

nalogy, and M
em

ory in C
ross-C

ultural 
C

hiasm
s, ” Journal of Aesthetics and P

henom
enology, 

London:R
outledge, 09

Jun 2020, Published online, 18pp.

お
よ

び「
超
越
視
覺
文
化
的
觸
覺
感
知
：
重
新
定
義
博
物
館
學
中
的
數
位
化

的
全
球
尺
度
模
型　

H
aptic Sensations B

eyond V
isual C

ulture: 
R

edefining “M
odernity”in M

useology so as to R
eadjust the 

D
igitized G

lobal Scale M
odel

」『
現
代
美
術　

M
odern　

A
rt

』北

雙
特
刊　

Taipei B
iennal 2016 

第183

号　

中
華
民
國
一
〇
五
年　

季
刊
・
十
二
月
出
版　

臺
北
市
立
美
術
館
発
行　

二
〇
一
六
年
十
二
月　

六
十
二
―
七
十
五
頁
。

（
20
）  Shigem

i Inaga,“Japanese Philosophers G
o W

est: The 
Effect of M

aritim
e Trips on Philosophy in Japan w

ith Special 
R

eference to the C
ase of W

atsuji Tetsur ō (1889-1960),” Ja-
pan Review

 N
o.25, 2013, pp.113-144.

（
21
）  

理
論
化
傾
向
に
伴
う
次
元
の
縮
減
と
座
標
軸
の
限
定
が
孕
む
危

険
に
つ
い
て
は
、
稲
賀
繁
美「
知
性
の
再
定
義
に
向
け
て
：
理
論
的
還

元
の
限
界
と
、
全
体
論
的
把
握
へ
の
誘
惑
の
は
ざ
ま
で
」『
視
覚
の
現

場
：
四
季
の
綻
び
』Vol.2　

醍
醐
書
房　

二
〇
〇
九
年
八
月
二
十
一
日　

三
十
五
―
三
十
七
頁
。

（
22
）  Tsudzum

i Tsunejoshi,  »R
ahm

enlosigkeit des 
japanischen K

unststils«, Zeitschrift für Ästhetik und Allge-
m

eine K
unstwissenschaft, 22/1, 1928, SS.46-60. 

金
田
晉「
額
縁

の
構
造
」『
美
学
』
一
一
二
号
，
一
九
七; 

小
田
部
胤
久「
鼓
常
良
と
無

框
性
の
美
学
」『
美
学
芸
術
学
研
究
』二
十
五
、
東
京
大
学
、
美
学
芸
術

学
教
室
、
二
〇
〇
八
、一
八
五
―
一
八
六
頁
、
お
よ
び
稲
賀
繁
美「
藝

術
と
い
う
名
の「
枠
組
み
」を
問
い
直
す
：
鼓
常
良R

ahm
enlosigkeit 

再
考
」『
あ
い
だ
』第
一
六
五
号　

二
〇
〇
九
年
十
月
二
十
日　

三
十
四



七
九

 「
人
類
学
的
思
考
」
と
、「
東
洋
／
日
本
哲
学
」
と
の
斬
り
結
び
の
可
能
性
に
む
け
て
　〔
稲
賀
〕

―
四
十
頁
。

（
23
）  
そ
の
簡
略
な
見
取
り
図
と
し
て
は
、
稲
賀
繁
美﹇
書
評
﹈「
イ

メ
ー
ジ
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
、
伝
播
し
、
体
験
さ
れ
る
の
か
：
20

世
紀
の
知
的
精
神
史
の
生
態
を
骨
太
な
輪
郭
で
縦
横
に
描
く: 

ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
デ
ィ
デ
ィ=
ユ
ー
ベ
ル
マ
ン
著『
残
存
す
る
イ
メ
ー
ジ
：
ア
ビ
・

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
グ
に
よ
る
美
術
史
と
幽
霊
た
ち
の
時
間
』」『
図
書
新
聞
』

二
七
八
九
号　

二
〇
〇
六
年
九
月
九
日
。

（
24
）  「
同
一
性
」に
付
い
て
の
素
朴
な
思
い
込
み
の
問
い
直
し
に
つ
い

て
は
、
稲
賀「「
あ
い
だ
」の
哲
学
に
向
け
て
：
人
文
知
の
再
定
義
と
復

権
の
た
め
に　

藝
術
行
為
再
考
に
向
け
た
、暫
定
的
な
覚
え
書
き（
上
）」

『
あ
い
だ
』
第
二
五
五
号
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
日
十
二
―
二
十
一
頁
、

以
下（
中
）
第
二
五
六
号
、
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
日
、
二
十
八
―

三
十
五
頁
、（
下
）
第
二
五
七
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
二
十
日
二
十
八

―
三
十
三
頁
参
照
。

（
25
）  

出
口
顕「
イ
メ
ー
ジ
と
規
律
＝
訓
練
」、
木
俣
元
一
・
佐
々
木
重

洋
・
水
野
千
依（
編
）『
聖
性
の
物
質
性
：
人
類
学
と
美
術
史
の
交
わ
る

と
こ
ろ
』
三
元
社
、
二
〇
二
二
年
、
一
八
二
―
一
八
三
頁
。
同
、
佐
々

木
重
洋「
基
調
論
文
」四
十
三
―
四
十
四
、五
十
三
―
五
十
四
頁
。

（
26
）  「
粘
菌
」
モ
デ
ル
の
考
察
は
、
稲
賀
前
掲「「
あ
い
だ
」
の
哲
学

に
向
け
て
：
人
文
知
の
再
定
義
と
復
権
の
た
め
に　

藝
術
行
為
再

考
に
向
け
た
、
暫
定
的
な
覚
え
書
き（
上
）」『
あ
い
だ
』
第
二
五
五
号　

二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
日　

十
二
―
二
十
一
頁
。

（
27
）  W

alter R
. Tschinkel, Ant Architecture: The W

on-
der, Beauty and Sciences of U

nderground N
ets, Princeton 

U
niversity Press, 2021

ウ
ォ
ル
タ
ー
・R

・
チ
ン
ケ
ル『
ア
リ
た
ち

の
美
し
い
建
築
』西
尾
義
人
訳
、
青
土
社
、
二
〇
二
二
年
。

（
28
）  

一
般
向
き
に
好
評
を
博
し
た
著
書
と
し
て
、
中
田
兼
介『
ク
モ

の
イ
ト
』ミ
シ
マ
社
、
二
〇
一
九
年
、
第
八
章
参
照
。

（
29
）  

稲
賀「
蜘
蛛
の
巣
と
し
て
の
電
子
テ
ク
ス
ト
―
そ
の
来
歴
と
現

在
」Edoardo G

erlini

河
野
貴
美
子
編『
古
典
は
遺
産
か
？　

日
本

文
学
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
遺
産
の
利
用
と
再
創
造
』
ア
ジ
ア
遊
学261　

勉
誠
出
版　

二
〇
二
一
年
十
月　

二
〇
八
―
二
一
九
頁
。

（
30
）  

イ
ン
ゴ
ル
ド
の
議
論
と
の
関
係
で
、
國
分
功
一
郎『
中
動
態

の
世
界
―
―
意
志
と
責
任
の
考
古
学
』（
医
学
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

と
小
坂
井
敏
晶『
増
補　

責
任
と
い
う
虚
構
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

二
〇
二
〇
年
）
と
の
論
争
に
架
橋
す
る
試
み
と
し
て
、
稲
賀「「
意
志

的
主
体
に
よ
る
責
任
」と
い
う〈
虚
構
の
必
要
悪
〉:

「
中
動
態
」か
ら
社

会
正
義
の
根
幹
を
問
い
直
す（
上
）」『
図
書
新
聞
』三
三
〇
八
号（
連
載

一
七
六
）二
〇
一
七
年
六
月
二
十
四
日
以
下（
中
）三
三
〇
九
号（
連
載

一
七
七
）二
〇
一
七
年
七
月
一
日（
下
）、
三
三
一
四
号（
連
載
一
七
八
）



日
本
哲
学
史
研
究
　
第
十
九
号

八
〇

二
〇
一
七
年
八
月
五
日
を
参
照
。
ま
た
中
動
態
的
機
制
が
無
名
性
に

よ
る
権
威
を
獲
得
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、「
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
は
な
ぜ

タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
に
自
ら
の
手
を
握
ら
せ
た
の
か
？
：『
古
事
記
』「
国
譲

り
」
の
発
話
構
造
に
お
け
る
神
威
発
現
の
機
制
と
策
略
」『
図
書
新
聞
』

三
三
五
四
号（
連
載
一
八
五
）二
〇
一
八
年
六
月
九
日
お
よ
び
、「「
の
っ

ぺ
ら
ぼ
う
」
へ
の
誘
惑
：
集
合
霊
の
憑
依
と
無
名
性
へ
の
夢
」『
図
書
』

十
二
月
号（
岩
波
書
店　

二
〇
一
九
年
十
二
月
一
日
）
十
八
―
二
十
三

頁
。



八
一

『
日
本
哲
学
史
研
究
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

『日本哲学史研究』バックナンバー目次

第1号（2003）

藤田正勝「和辻哲郎「風土」論の可能性と問題性」

伊藤徹　「幻視された「自己」」

ブレット・デービス「退歩と邂逅――西洋哲学から思索的対話へ――」 

杉本耕一「西田哲学の「転回」と「歴史哲学」の成立」

第 2号（2005）

平田俊博「日本語の七層と現象学的優位――日本語で哲学する――（前）」

古東哲明「臨生する精神――日本人の他界観――」

宮野真生子「美的生活の可能性と限界――柳宗悦「第三の道」とは何か――」

藤田正勝「西田哲学と歴史・国家の問題」

第 3号（2006）

片柳榮一 「アウグスティヌスと西田幾多郎」

林鎮国   「西谷啓治――空と歴史的意識をめぐって――」

岡田勝明 「日本思想における二重言語的空間――西田幾多郎の場合――」

ステフェン・デル 「真の自己の否定性――上田閑照の「自己ならざる自己」の現象学――」

第 4号（2007）

清水正之「哲学と日本思想史研究――和辻哲郎の解釈学と現象学のあいだ――」

藤田正勝「西田幾多郎の国家論」

杉本耕一「歴史的世界における制作の立場――後期西田哲学の経験的基盤――」

ジェラルド・クリントン・ゴダール「コケムシから哲学まで

――近代日本の「進化論・生物学の哲学」の先駆者としての丘浅次郎――」

《書評》高坂史朗　藤田正勝著『西田幾多郎――生きることと哲学』

第 5号（2008）

岡田安弘「西谷啓治における「科学と宗教」の現代的意義

――生命科学の危機的な諸問題を前にして――」

黄文宏「西田幾多郎の宗教的世界の論理――新儒家の宗教観との比較を兼ねて――」

シルヴァン・イザク「西谷における自他関係の問題」

守津隆「西田哲学批判としての「種の論理」の意義」
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八
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ダニエラ・ヴァルトマン「「絶対無」としての「絶対的生」とは何か

――ミシェル・アンリと仏教あるいは田辺元との対話――」

第 6号（2009）

伊藤徹「過去への眼差し――『硝子戸の中』の頃の夏目漱石――」

上原麻有子「翻訳と近代日本哲学の接点」

城阪真治「下村寅太郎の科学的認識論――表現作用としての「実験的認識」について――」

日高明「中期西田哲学における質料概念の意義」

濱太郎「西田における形の生命論」

第 7号（2010）

米山優「モナドロジーを創造的なものにすること

――〈モナドロジックでポリフォニックな日本の哲学〉に向けて――」

細谷昌志「『マラルメ覚書』と ｢死の哲学｣ ――田辺哲学の帰趨――」

林晋「「数理哲学」としての種の論理――田辺哲学テキスト生成研究の試み（一）――」

呉光輝「西田哲学と儒学との ｢対話」」

杉本耕一「京都学派の仏教的宗教哲学から「倫理」へ」

第 8号（2011）

高橋文博「和辻哲郎の戦後思想」

田中美子「個性の円成――和辻哲郎「心敬の連歌論について」を読む――」

熊谷征一郎「「存在と無の同一」としての「生成」の意味をめぐって

――西田によるヘーゲル生成論批判の妥当性と意義――」

《書評》水野友晴　井上克人著『西田幾多郎と明治の精神』

第 9号（2012）

行安茂「西田幾多郎とＴ・Ｈ・グリーン」

林晋「澤口昭聿・中沢新一の多様体哲学について

――田辺哲学テキスト生成研究の試み（二）――」

岡田安弘「現代生命科学の発展と西田の生命論」

ブレット・デービス「二重なる〈絶対の他への内在的超越 >

――西田の宗教哲学における他者論――」
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第 10号（2013）

《特集・間文化（跨文化）という視点から見た東アジアの哲学》

張政遠「西田幾多郎の哲学――トランスカルチュラル哲学運動とその可能性――」

林永強「西田幾多郎とＴ・Ｈ・ グリーン――トランス・カルチュラル哲学の視点から――」

黄冠閔「哲学と宗教の間――唐君毅と西谷啓治における近代性をめぐる思索――」

熊谷征一郎「西田によるヘーゲル生成論批判の射程」

太田裕信「場所の論理と直観

――西田幾多郎『働くものから見るものへ』と『一般者の自覚的体系』――」

シモン・エベルソルト「九鬼周造における現象学と形而上学の交わりの問題」

第 11号（2014）

《藤田正勝教授・日本哲学史専修退職記念号》

藤田正勝「凍れる音楽」と「天空の音楽」

福谷茂「藤田さんのこと」

氣多雅子「西田幾多郎とセーレン・キェルケゴール――「実践哲学序論」の一考察――」

杉村靖彦「「種の論理」と「社会的なもの」の問い

――田辺、ベルクソン、フランス社会学派――」

水野友晴「大拙禅における主体性の問題――日本哲学からの発信の試み――」

杉本耕一「明治日本における宗教哲学の形成と哲学者の宗教的関心

――清沢満之を中心に――」

城阪真治「『善の研究』における「哲学的思想」とその方法」

日高明「思慮分別はなぜ純粋経験ではないのか」

満原健「志向的意識と場所的意識」

中嶋優太「形成期西田哲学とヴィンデルバントの共有地

――意志的なものというスローガンと文化主義をめぐって――」

太田裕信「二つの行為の哲学――西田・田辺論争をめぐって――」

石原悠子「西田における「アプリオリ」概念」

ダニエル・バーク「前近代の日本思想と日本哲学の境界

――デューイ、フッサール、パトチカを手がかりに――」

藤田正勝教授・著作一覧

第 12号（2015）

小林敏明「西田の思考と日本語の問題」
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氣多雅子「西田の「個物と個物との相互限定」をめぐって」

河野哲也「母性保護論争のフェミニスト現象学からの解釈（１）」

ラルフ ･ミュラー「応答の心が交差する小径」としての〈感応道交〉

――道元のフェミニズム的解釈――

竹花洋佑「種の自己否定性と「切断」の概念」

小島千鶴「西田幾多郎と久松真一における救済の問題」

八坂哲弘「西田幾多郎のフィードラー受容とリップス の「感情移入」説」

今号より電子版のみ

第 13号（2016）

納富信留「西田幾多郎と田中美知太郎――日本哲学とギリシア哲学の協働のために」

芦名定道「南原繁の政治哲学とその射程」	

廖欽彬「井筒俊彦の意識哲学における言葉と芸術」

服部圭祐「「人間の学」から「倫理の学」へ ――和辻哲郎の「倫理学」体系の形成過程」

名和達宣「哲学者・杉本耕一氏との対話」	

第 14号（2017）

氣多雅子「京都学派における「宗教」の概念」

合田正人「「種の論理」論争をめぐって――高橋里美、務台理作再考――」

中島隆博「循環し、競合する概念――プラセンジット・デュアラの

 「対話的超越」と鈴木大拙の「日本的霊性」をめぐって――」

志野好伸「大西祝と和辻哲郎における忠孝概念」

檜垣立哉「西田とバロック哲学」

ロルフ・エルバーフェルト「行為的直観と形成的現象学（Transformative Phänomenologie）

 ―― 西田哲学の将来を考える――」

上原麻有子「「名」と「実存」――九鬼周造の哲学を巡る一考察――」

ファビアン・シェーファー「メディア哲学としての京都学派」

第15号（2018）

森哲郎「西田幾多郎における「表現」思想――『善の研究』の成立と転回――」

岡田勝明「場所の論理と自己存在の証明――西田哲学の現代性――」

小野真龍「神仏のコスモロジーとしての雅楽」

ジョン・Ｃ・マラルド「懺悔道という哲学における責任の問い」
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城阪真治「内的経験としての「自覚」の形成

――『善の研究』から『自覚に於ける直観と反省』への歩みについて――」

藤貫裕「九鬼周造の時間論における二つの永遠の現在

――回帰的形而上学的時間における多と一の両立を手引きに――」

第16号（2019）

ブレット・デービス「日本哲学とは何か―― その定義と範囲を再考する試み――」

ギュンター・フィガール「芸術としての器―― 経験と省察――」特集　日本哲学と音楽

椎名亮輔「音楽的時間と西田哲学 」

今田匡彦 「子どもたちのための哲学音楽論

――サウンドスケープとユニヴァーサル・デザイン――」

小野真龍「雅楽のコスモロジーと「近代」―― 日本哲学展開の一背景 ――」

田邉健太郎「「あいだ」と「演奏的受動性」―― 演奏の哲学的分析 ――」

ダニエル・バーク「翻訳　西晋一郎『東洋倫理』（英訳・注釈）「学という概念について」」

第 17号（2020）

ロルフ・エルバーフェルト「世界の多様な言語の地平における「哲学史」の歴史 

――コゼレック＝プロジェクトの最初の成果――」

ファビアン・シェーファー「メディア哲学としての京都学派 （続）」

山本舜「京都の西田幾多郎と東北の田辺元

――一九一〇年代における両者の関係性――」

稲賀繁美「書評　鈴木貞美『歴史と生命　西田幾多郎の苦闘』

作品社　二〇二〇年三月十五日刊」

第 18号（2021）

《特集　日本哲学と科学》

岡本拓司「近代日本における科学論の展開

――科学と国家の関わりをめぐる議論を中心に――」

富田直秀・森川健太郎「社会に「質」なる目標を与える「型」

（Art-Science Link Worker：実感する実践者たち）」

森川健太郎・富田直秀・井上康博「生命と「わかる」の数理モデル化の試み」

村瀬雅俊・村瀬智子「未来共創の哲学

――「自己・非自己循環理論」の提唱から、「大統一生命理論」の構築――」

浅見　洋「日本における「看護の哲学」の展開と現状――看護大学の哲学教員として――」
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浜渦辰二「日本哲学史におけるフッサール現象学の受容」

《書評　藤田正勝著『人間・西田幾多郎』》

岡田勝明「「自己矛盾」と「未完の哲学」――藤田正勝『人間・西田幾多郎』を読む――」
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